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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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指導変革の軌跡
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　　　私は３年間、陽介先生が担任のクラスで、毎日
楽しかったです。１年生の時には先生のアイデアで、ク
ラス全員が1人ずつ、クラスメートの誰かの名前が書
かれているくじを引き、該当するクラスメートに自分で
考えた賞を贈リ合いましたよね。あの活動でクラス全員
を深く知ることができ、団結力が一気に強まりました。
　　　みんながお互いを認め合い、思いやりのある
クラスになることを目指して提案したんだ。１年生の
クラスがよければ、2・3年生でクラス替えをしても、
各自がよいクラスをつくろうとするでしょう？　そう
すれば、素晴らしい学年になると考えたんだ。
　　　その通りになったと思います。私は、１年生の
クラスで先生を含む全員の一体感に感動して、２年生
のクラスではルーム長に立候補し、生徒同士はもちろ
ん、担任と生徒の距離も縮まるよう、担任の似顔絵つ
きのケーキを作るなど、いろいろな活動を頑張りました。
　　　先生は、「福高生は社会のリーダーになるんだ」
とよく言われていましたよね。自然とその心構えが身
について、部活動では、部長として周りの見本となろ
うと頑張ってきました。それが大会での実績につなが

り、スポーツ推薦入試で志望校に合格することができ
ました。進学先でも自分をさらに磨き、先生のように
母校の教師になりたいと思っています。
　　　その言葉は、うれしいよ。福高で学んだことを
社会に出て生かすことこそが大切であり、それが先生
の伝えたかった校訓の「世のためたれ」の意味なんだよ。
　　　先生が一人ひとりを見て、声をかけてくれたこ
とは、大きな支えでした。私は、部活動と学習の両立
が大変で悩んでいた時、先生から、「今がつらいなら、
一度区切りをつけるのもよいのではないか」と言われ、
退部する決心がつきました。部員に私の思いをしっか
り伝えられたおかげで、退部後もよい関係を続けるこ
とができ、勉強にも集中できました。
　　　先生自身、この学校で素晴らしい友人や先輩・
後輩、先生方と出会い、自分を成長させることができ
ました。みんなにもそうした高校生活を送ってほしい
という思いが、教師としての根底にあります。１年生
の時から目標を持ち、勉強も部活動も頑張って夢を実
現させたみんなは、先生の誇りです。卒業後も次の目
標に進むみんなを応援していくよ。

情熱教師 F i l e 18

今月の表紙　福島県立福島高校　菅
か ん

野
の

陽介先生

生 徒 と 紡 ぐ

菅野陽介先生　教職歴 14 年。
同校に赴任して４年目。３学
年担任。SSH 部。柔道部顧問。

福島県立福島高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 320 人／ 2019 年度入試合格実績（現
浪計）国公立大は、東北大、福島大、東京大、一橋大、京都大、大阪大、福島県立医科大
などに 225 人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 299 人が合格。

母校への誇りを胸に

先生

先生
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生徒

先生
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ともに創る
◎本誌は、新学習指導要領に関
する 2016 年 12 月公表の中央教
育審議会の答申をいち早く踏ま
え、17 年６月号の特集で、自校の
生徒への育成を目指す資質・能力
を明確化し、それを育む営みを「学
校教育デザイン」と名づけ、その
必要性を指導要領公示前に提言
しました。それを描くためには十
分な時間が必要だと考えたからで
す。この３年間に取材した、「学校
教育デザイン」を描いた学校の共
通点は、資質・能力ベースの学校
教育目標を、教師のみならず、生
徒はもちろん、保護者や地域など、
様々な立場の人とともに創り上げ
ていた点でした。それはまさに「社
会に開かれた教育課程」に通じる
こと。今号の特集で「ともに創る」
意味を、ともに考えていただけた
ら幸いです。 『VIEW21』高校版

編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 読者の声に応える　
	 	 これからの会議・研修のあり方を実現する
	 	 ファイナルヒント
	 	 「三四郎の学校」事務局長　日賀優一

52

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

	 48	 高知大学　地域協働学部 
	 	 地域の実態を把握し、住民とともに地域の未来を支える人材を育成

	 50	 甲南大学　知能情報学部
	 	 AI 時代に求められる人材育成を目指し、知能に関する知識・技能と人間力を育む

48

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

		  「生徒の反応がすべてである」
	 	 石川県立金沢桜丘高校　﨑山寛之

巻末

56

「学校教育デザイン」を描く
今と未来

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 大学院のSTEM／ STEAM教育
	 	 価値創造への情熱をデータとともに他者へ伝え、協働して未来を創る

46

特別リポート
	 	 ベネッセコーポレーション「現代人の語彙に関する調査」結果分析

	 	 高校生の「探究的な学習活動」への
	 	 取り組みは「語彙力」の高さに影響

54

 Februar y  20201

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 1頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
02/03
南部

念
校
02/05
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P01_view21koukou-2g.indd   1 2020/02/05   10:23



労働力不足

社会保障費の増大

地方創生

企業の海外進出

インバウンド

AI
Society5.0

5G

学校 教育デザインを描く
今と未来

高大接続改革及び、その具体的方策の１つである学習指導要領の改訂をいち早く踏まえ、
本誌は、2017年６月号の特集において、自校の生徒への育成を目指す資質・能力を明確化し、

育成するための学校改革の営みを示す「学校教育デザイン」（＊）を各校が描き、その実現を図る必要性を提言した。
以来、多くの学校で「学校教育デザイン」にあたる取り組みが見られ、その実践の一部は、

本誌18 年４月号より連載を開始した「改革事例から導く！　『学校教育デザイン』を描く道標
しるべ

」で紹介してきた。
提言からまもなく3年という節目を迎えるにあたり、今号では、「学校教育デザイン」を描き、

それを実現する意義と多くの学校が直面する課題について、先進事例や実践者の声を基に振り返る。

特集

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

新しい時代に求められる
資質・能力の育成が

必要に

グローバル化

技術革新

少子高齢化

社会環境の変化

SDGs
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学校 教育デザインを描く
今と未来

３校の先進事例

現場のリアルと展望

現場へのメッセージ

静岡県立
御殿場高校  P.4

広島県立
府中高校 P.8

高知県立
高知丸の内高校  P.12

「カリマネの壁」を乗り越えるために  P.16

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

授業・
指導実践 評価・検証

授業・
指導改善

学校教育
目標

自校の生徒への育成を目指す資質・能力を明確化し、
それを育むための学校改革の営みを示す

「学校教育デザイン」

「学校教育デザイン」を描き、その実現を目指す学校の増加

実践事例から見えてきた、「学校教育デザイン」の実現の鍵を握る
カリキュラム・マネジメント

学校改革・指導改善に不断の努力を重ねる学校現場へ
３人の教師が送るメッセージ

ベテラン教師から

東京都立
西高校

寺島 求
もとむ

P.20

若手教師から

福岡県立
福岡高校

深江一美
P.22

管理職から

山梨県立
吉田高校

髙
た か

保
ほ

裕
ゆ う

樹
き

P.24
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に
お
け
る
具
体
的
方
策
の
実
行
が
続
き
ま

す
。
そ
う
し
た
大
き
な
変
化
に
学
校
が
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
全
教
師
が

目
線
を
合
わ
せ
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
教
育
活
動

の
構
造
化
だ
。
同
校
が
大
切
に
し
て
き

た
教
育
活
動
が
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な

「
21
世
紀
型
能
力
」
や
「
生
き
る
力
」
に

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
を
教
師
間
で

議
論
し
、
そ
れ
ら
の
関
連
性
を
図
示
し
た

「
学
び
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」（
図
１
の
下
）
を

作
成
し
た
と
、
教
務
主
任
の
菅
原
尚な

お

規き

先

生
は
説
明
す
る
。

　
「
学
校
全
体
の
教
育
の
あ
り
方
を
考
え

　

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
は
、
創
造
工
学

科
・
創
造
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
生
活
創
造
デ
ザ

イ
ン
科
の
３
科
か
ら
成
る
学
校
だ
。
以
前

は
、
各
科
が
独
自
に
方
針
を
立
て
て
教
育

活
動
を
行
う
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
２
０

１
８
年
度
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
渡わ

た

森も
り

和
彦
副
校
長
は
、

そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
19
年
度
か
ら
『
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
』
の
実
施
が
始
ま
り
、
22

年
度
か
ら
は
新
学
習
指
導
要
領
が
年
次
進

行
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
高
校
教
育
改
革

る
た
め
に
は
、
各
教
育
活
動
の
個
別
の
役

割
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
互
の
つ

な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
に
教
育
活
動
を
構
造
的

に
捉
え
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

次
に
、
同
校
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
「
21
世
紀
型
能
力
」「
生

き
る
力
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
を
検

討
す
る
た
め
、
教
師
間
で
は
ま
ず
、
学
校
・

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
と
課
題
を
協
議
し

た
。例
え
ば
、学
校
の
強
み
と
し
て
は
、「
進

路
指
導
と
生
徒
指
導
を
両
輪
と
す
る
生
徒

育
成
の
柱
が
整
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が

挙
が
り
、
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
の

意
義
に
つ
い
て
改
め
て
共
通
認
識
を
図
れ

る
機
会
に
な
っ
た
と
、服
装
指
導
「
服
育
」

担
当
の
小
川
修
平
先
生
は
話
す
。

　
「
身
だ
し
な
み
の
大
切
さ
を
自
覚
で
き

る
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
方
針
を
３
科
で

共
有
し
、『
服
育
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
服
装
に
課
題
が
あ

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校

◎
校
訓
に「
質
実
剛
健
に
し
て
美
し
く
」を
掲
げ
る
。

工
業
・
商
業
・
家
庭
の
３
科
を
擁
す
る
県
内
唯
一

の
専
門
高
校
。
専
門
教
科
の
学
習
を
通
し
て
「
地

域
の
未
来
を
創
造
す
る
人
材
」
を
育
成
し
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
創
造
工
学
科
・
創
造
ビ
ジ
ネ

ス
科
・
生
活
創
造
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

私
立

大
は
、
文
教
大
、
千
葉
工
業
大
、
関
東
学
院
大
、

横
浜
商
科
大
、常
葉
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。短
大
、

専
門
学
校
進
学
51
人
。
就
職
１
２
４
人
。

◎U
R
L

　

h
ttp

://w
w

w
.ed

u.p
ref.sh

izu
o

ka.jp
/

gotem
ba-h/hom

e.nsf

自
校
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
学
校
教
育
目
標
を

策
定
し
、学
科
・
教
科
横
断
で
指
導
改
善
を
推
進

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
は
２
０
１
８
年
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
に
着
手
し
、

教
師
間
で
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
の
声
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
、学
校
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
、全
学
科
・
教
科
を
横
断
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導実践 評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画学

校
・
生
徒
の
実
態
を
多
角
的
に

把
握
し
、
学
校
教
育
目
標
を
策
定 静

岡
県
立
御
殿
場
高
校

学校教育
目標

先
進
事
例
１

4 Februar y  2020

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 4頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
南部

念
校
02/05
南部 − −/−

− − −/−
−

P04-07_view21koukou-2g.indd   4 2020/02/05   10:24

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/gotemba-h/home.nsf
http://www.edu.pref.shizuoka.jp/gotemba-h/home.nsf


る
生
徒
と
向
き
合
い
、
何
が
、
な
ぜ
課
題

な
の
か
、
振
り
返
り
を
行
わ
せ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
き
め

「
計
画
力
」「
発
見
力
」
な
ど
の
９
つ
を
設

定
し
た
（
図
１
の
上
）。

　
「
特
別
活
動
も
含
め
た
様
々
な
教
育
活

動
の
目
標
と
し
て
設
定
で
き
る
も
の
に
な

る
よ
う
、
資
質
・
能
力
の
名
称
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、『
読
解
力
』
で
す

が
、
本
校
で
の
指
導
の
中
で
大
事
に
し
た

い
『
傾
聴
力
』『
集
中
力
』
と
合
わ
せ
て
、

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
力『
習
得
力
』

と
し
ま
し
た
」（
渡
森
副
校
長
）

会
の
役
員
や
１
・
２
年
生
の
学
級
委
員
ら

が
、「
な
ぜ
、
御
殿
場
高
校
に
入
学
し
た

の
か
」「
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
自
分
に

な
っ
て
い
た
い
の
か
」
な
ど
を
語
り
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
連
の
検
討
の
結
果
を
総
合

し
、「
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に

必
要
な
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
習
得
力
」

細
か
な
生
徒
指
導
は
、
今
後
も
継
続
・
発

展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
全
教
師
の
考
え
が

一
致
し
ま
し
た
」

　

学
校
の
実
態
を
多
角
的
に
把
握
し
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
検
討
で
き
る

よ
う
、教
師
以
外
か
ら
も
考
え
を
聞
い
た
。

例
え
ば
、
生
徒
の
保
護
者
や
卒
業
生
が
就

職
し
て
い
る
地
域
の
企
業
に
、
同
校
に
育

成
し
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
り
、
生
徒

＊学校資料を基に編集部で作成。

２
学
年
主
任

美
那
川
雄
一

み
な
が
わ
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

生
徒
課
・「
服
育
」
担
当

小
川
修
平

お
が
わ
・
し
ゅ
う
へ
い

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
保
健
体
育
科
。

創
造
性
育
成
担
当

坂
本
貴
志

さ
か
も
と
・
た
か
し

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
工
業
科
。

情
報
研
修
課

神
谷
隼
基

か
み
や
・
と
し
き

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
数
学
科
。

教
務
主
任

菅
原
尚
規

す
が
わ
ら
・
な
お
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
国
語
科
。

教
務
課
・「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
担
当

坂
本
泰
三

さ
か
も
と
・
た
い
ぞ
う

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
美
術
科
。

副
校
長

渡
森
和
彦

わ
た
も
り
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

新しい時代の教育へ　教育の質の向上

協働学習へ向けたコミュニケーション能力向上

安心安全な環境　コアスキル＝自信

自立や社会参加に向け、生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、
生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。

•スキルなので伸ばせる。
•積み上げ式ではないので減ることがある（自信喪失・自信が細る）。

人
２１世紀型能力

ＣＡＰ：キャリア教育
進路意識 職業観 人生観 ＳＳＴ

学ぶ力

生きる力

主体的・対話的
で深い学び

学びへの高いモチベーション 整った教室文化

服育：道徳教育
規範意識 他者理解 郷土愛

学ぶ環境

ＩＣＴ活用
学習

特集

御殿場高校が育成を目指す資質・能力図１

◎育成を目指す資質・能力の概念図

地域とともに
未来を創る
スペシャリストの育成

挑戦への躍動
学び続ける姿勢

•習得力（読解・傾聴・集中）
• 自己管理力（負けない心・社会性）
• 傾聴／受容力（他者理解）

• 計画力（タスクマネジメント）
• 行動／協働力（各種連携・主体的・対話的で深い学び）
• 表現力（思いや考えを伝える・成果を示す）

• 発見力（課題を見いだす）
• 分析力（状況を整理する）
• 思考／判断力
　（考えを導き出す深い学び）

基本のチカラをINPUT
成長するための自分づくり

実行力ACTIONで成長
個人で クラスで 学校で 地域で実践

創造力をOUTPUT
自分の 地域の 未来の創造

個に応じた教育

標準化教育

◎学びのピラミッド

①まずは安心
安 全。コアス
キルとして自信
を位置づける。

②キャリア教育と道徳
教育で、メンタル面で
の土台を固める。

③生徒個々が学ぶ力を身
につけ、学びへ向けた教
室文化が醸成される。

④学びへの土台を整えた上で、
新しい時代の教育を展開する。

⑤より大きなピラミッドになり、変化の激
しい時代を生き抜く力が頂点に乗る。⑤土台ができていれば、多

様な職業への対応が可能
（転職や新たに生まれる職
種への対応が可能）。

 Februar y  20205

学校教育デザインを描く今と未来

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 4頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 5頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P04-07_view21koukou-2g.indd   5 2020/02/03   15:06



　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
具
体
化

に
よ
り
、全
校
体
制
で
の
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
指
導
改
善
が
本
格
化
し
た
。例
え
ば
、

各
教
科
団
で
は
、
必
履
修
科
目
を
中
心
に

22
年
度
１
学
年
か
ら
の
教
育
課
程
編
成
表

（
図
２
）
を
試
作
し
、
新
学
習
指
導
要
領

で
学
習
す
る
各
分
野
・
単
元
に
お
い
て
、

関
連
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
企
画
す

る
こ
と
で
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

し
た
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
の
結
果
、
研

修
に
参
加
す
る
専
門
教
科
の
教
師
が
増

え
、
多
様
な
教
科
の
教
師
が
協
働
す
る
機

会
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
、
研
修
を
主
導

し
て
き
た
１
人
で
あ
る
地
理
歴
史
・
公
民

科
の
美み

那な

川が
わ

雄
一
先
生
は
語
る
（
＊
）。

同
校
が
策
定
し
た
９
つ
の
資
質
・
能
力
の

う
ち
、
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の

か
、
そ
の
対
応
な
ど
を
示
し
た
。

　

資
質
・
能
力
の
育
成
を
軸
に
据
え
た
、

教
育
活
動
の
関
連
づ
け
も
強
化
し
て
い

る
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

年
数
回
、
全
教
師
か
ら
希
望
者
を
募
っ
て

実
施
す
る
「
教
科
横
断
推
進
研
修
」
だ
。

　

同
研
修
は
、
17
年
度
、
地
理
歴
史
・
公

民
科
や
数
学
科
と
い
っ
た
普
通
教
科
の
若

手
教
師
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
が
始
め

た
。
当
初
の
参
加
者

は
普
通
教
科
の
教
師

の
み
だ
っ
た
が
、
普

通
教
科
の
教
師
は

専
門
教
科
の
教
師
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か

け
、
参
加
を
働
き
か

け
た
。
例
え
ば
、
工

業
科
の
教
師
に
は
、

授
業
で
製
作
す
る

様
々
な
機
械
の
図
面

を
見
せ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
図
面
の
理

解
と
密
接
に
か
か
わ

る
数
学
や
物
理
の
学

習
内
容
を
聞
き
、
工

業
・
数
学
・
物
理
の

＊　美那川先生のご実践は、本誌２０１９年６月号Ｐ.10〜13 でご紹介しています。

同校が育成を目指す資質・能力の中から、各教科・科目の単元ごとに特に育成を目指す資質・能
力を◎や○で表示。特別活動についても同様に作成する。また、新学習指導要領の理念である「社
会に開かれた教育課程」を実現すべく、「地域の物的資源を活用した学び」「地域の人的資源を活
用した学び」などの項目も設けた。　＊学校資料を基に編集部が一部改編。教育課程編成表「公
共」の全容は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でダウンロー
ドできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧ください。

「教科横断ＭＡＰ」の例（「学びのTarget」読解力の育成）図３

多
様
な
教
育
活
動
を
関
連
づ
け
る

「
教
科
横
断
推
進
研
修
」

「教科横断ＭＡＰ」の例

図２ 新学習指導要領に対応させた教育課程編成表の例（第１学年「公共」）

「学びの Target」は、「創造性の育成」「読解力の育成」「防災教育」「思いやりの育成」「地域理解」「規範意識の育成」の６
つを設定。２０２２年度の教育課程編成表と対応させられるよう、新学習指導要領における教科・科目や様々な特別活動を横
断しながら、資質・能力を育成する方策を検討した。

事件や事故、災害等から身を
守る安全な行動や規律ある集
団行動、及び関係知識の習得

・新学習指導要領対応 社会に
開かれた教育課程編成表へ
・学びのデザインシートへ

・多様な他者と協働する集団
行動の意義の理解と実践
・課題を見いだし、解決するた
めの合意形成と意思決定

※ 新学習指導要領を参考に作成（以下同様）。

※ Ｓは創造工学科、Ｂは創造ビジネス科、Ｄは生活創造デザイン科の略称。

• 教科指導を踏まえて特別活動を実践する
• 事前指導／事後指導を教科が担う

御殿場高校育成を目指す資質・能力より

防災教育（横断：特別活動・教科）
全
体
目
標

科
目
目
標

特
活
目
標

学びの Target

習得力
自己管理力

基本のチカラ 実行力 創造力

計画力
行動力
協働力

発見力
分析力

思考判断力

育成を目指す資質・能力

１年次「公共」
〈人間としての在り方生き方〉
人間の尊厳・生命への畏敬

１年次「科学と人間生活」
〈自然災害と人間〉：災害全般

〈プラスチック〉：燃焼性質

Ｓ１年次「工業情報数理」
Ｂ１年次「情報処理」

Ｄ１年次「生活産業情報」
〈情報モラル〉正確な情報伝達

１・２年次「家庭総合」
〈食生活・住生活・高齢者〉

災害時の食と住
災害時の介護支援

1年次課題　読書感想文
〈怒る富士〉

１年次「保健」
〈安全な社会生活〉：応急手当

２年次「地理総合」
〈自然環境と防災〉

３年次「歴史総合」
〈歴史と私たち〉

３年次　課題研究
（「総合的な探究の時間」）

２年次「化学基礎」
〈化学反応式〉：燃焼反応

Ｂ１年次「ビジネス基礎」
〈経済と流通〉

ワッフル・ハウス指数と
商品流通の維持

Ｂ２年次「マーケティング」
〈製品政策〉

お弁当プロジェクト

全学年　防災訓練
実践的活動：災害対応
集団活動：全校訓練

１年次　ふじのくに
ジュニア防災士取得

全学年　DIG・HUG
実践的活動：災害シミュレーション

集団活動：ＧＷ
学び続ける姿勢
社会で実践
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「
読
解
力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
、
全

教
科
で
育
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力
は
多
く

あ
り
ま
す
。
教
科
を
横
断
し
た
研
修
を
強

化
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
の
さ

ら
な
る
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
普
通
教

科
の
授
業
は
３
科
す
べ
て
に
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
普
通
教
科
の
教
師
が

動
き
、各
科
の
教
師
に
働
き
か
け
ま
し
た
」

　

全
教
師
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
約
30
人

が
参
加
し
た
19
年
10
月
の
希
望
研
修
で

は
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
「
学
び
の

T
arget

」
と
し
て
、「
創
造
性
の
育
成
」「
読

写真　19年10月
の「教科横断推進
研修」では、教師
たちが各教科団で
試作した教育課程
編成表や各教科の
新学習指導要領な
どを参照しながら
議論。研修の最後
に、グループごと
に練り上げた「教
科横断ＭＡＰ」（図
３）を発表した。

解
力
の
育
成
」「
防
災
教
育
」
な
ど
の
６

つ
の
観
点
を
設
定
。
教
師
は
観
点
ご
と
に

教
科
混
合
の
５
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
（
写
真
）、
各
観
点
に
お
け
る
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
３
年
間
を
通
し
て
各

教
科
の
授
業
や
特
別
活
動
を
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
け
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
む

の
か
を
体
系
化
し
た「
教
科
横
断
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

（
図
３
）
を
作
成
し
た
。
今
回
の
研
修
を

主
導
し
た
情
報
研
修
課
の
神か

み

谷や

隼と
し

基き

先
生

は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
１
つ
の
教
育
活
動
で
す
べ
て
の
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

ど
の
教
育
活
動
で
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力

を
育
成
す
る
の
か
を
明
確
化
し
た
上
で
、

様
々
な
教
育
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
先
生
方
が
そ
う
し
た
意
識
を
持

ち
や
す
く
な
れ
ば
と
思
い
、
教
科
や
特
別

活
動
の
枠
を
超
え
た
観
点
を
設
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
授
業
や
特
別
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
生
徒
に
『
学
び
のT

arget
』

の
内
容
を
ど
う
学
ば
せ
る
の
か
、
具
体
的

に
検
討
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

既
存
の
取
り
組
み
も
、
資
質
・
能
力
の

育
成
の
観
点
か
ら
見
直
し
た
。
そ
の
１
つ

が
、
３
科
が
共
通
し
て
全
学
年
に
設
置
す

る
学
校
設
定
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
）」
で
行
わ
れ
て

い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。
以
前
は
プ
リ
ン

ト
を
用
い
て
、
職
業
の
内
容
を
調
べ
る
学

習
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
19
年
度
か
ら

は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
各
学
年
で
取

り
組
み
を
工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
19

年
度
２
学
年
の
１
学
期
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
方
法
を
取
り
上
げ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
読
解
・

要
約
さ
せ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
方
法
を
議
論
さ
せ
た
り
し
た
と
、「
Ｃ

Ａ
Ｐ
」
担
当
の
坂
本
泰
三
先
生
は
話
す
。

　
「
新
聞
記
事
を
読
解
・
要
約
す
れ
ば
『
習

得
力
』、議
論
を
す
れ
ば『
表
現
力
』や『
思

考
／
判
断
力
』
な
ど
の
育
成
に
つ
な
が
り

ま
す
。『
Ｃ
Ａ
Ｐ
』を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質・

能
力
が
育
成
で
き
る
の
か
、
学
年
団
で
協

議
し
、取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
」

　

20
年
度
３
学
年
の「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」で
は
、「
発

見
力
」「
分
析
力
」
な
ど
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
生
徒
が
御
殿
場
市
の
課
題
と
向
き

合
う
探
究
学
習
を
導
入
す
る
予
定
だ
。

　

一
連
の
指
導
改
善
の
成
果
は
、
大
き
く

実
を
結
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
生
徒
が
学

習
内
容
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
授
業
中
に

積
極
的
に
学
び
合
い
を
す
る
姿
や
、
授
業

内
容
を
休
み
時
間
に
友
人
に
質
問
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
定

期
的
に
実
施
す
る
「
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
」
で
は
、
学
力
を
伸
ば
す

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
指
導
に
よ
っ
て
学
習
意
欲
が
高
ま

り
、
そ
れ
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

３
科
間
で
の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
も
、

大
き
な
成
果
だ
。
19
年
度
か
ら
は
、
３
科

の
協
働
に
よ
る
商
品
開
発
に
挑
戦
し
て
い

る
と
、工
業
科
の
坂
本
貴
志
先
生
は
話
す
。

　
「
ま
ず
、
生
活
創
造
デ
ザ
イ
ン
科
の
生

徒
が
、
商
品
と
な
る
料
理
を
作
り
、
そ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。
そ
し

て
、
創
造
工
学
科
の
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
を

形
に
し
、
創
造
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
が
販

売
戦
略
な
ど
を
練
り
上
げ
ま
す
」

　

今
後
は
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
指
導

改
善
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　
「
本
校
の
指
導
改
善
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
り
、
資
質
・
能
力
の
評
価
方
法

の
検
討
な
ど
、
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
先
生
方
と
議
論
を
重
ね
、
全

校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
渡
森
副
校
長
）

特集

生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
工
夫
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
る

資
質 

・
能
力
の
評
価
方
法
の

検
討
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
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一
連
の
取
り
組
み
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
定
期
考
査
で
も
、
出
題
範
囲
が
広
い

と
、
そ
れ
だ
け
で
学
習
を
諦
め
て
し
ま

う
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
意
識
を
変
え
よ
う

と
、
指
導
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
教
師

に
つ
い
て
は
『
評
価
』、
生
徒
に
つ
い
て

は
『
振
り
返
り
』
の
強
化
を
目
指
し
ま
し

た
。
学
習
の
計
画
を
立
て
て
、
実
践
し
、

見
直
し
て
、
改
善
す
る
と
い
っ
た
学
び
の

サ
イ
ク
ル
を
、
自
ら
回
す
こ
と
が
で
き
る

生
徒
を
育
む
た
め
の
仕
組
み
を
作
り
た

か
っ
た
の
で
す
」

　
「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
事
業
の
指
定
初
年

度
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、

　

広
島
県
立
府
中
高
校
は
、
２
０
１
５
年

度
、
広
島
県
教
育
委
員
会
「
広
島
版
『
学

び
の
変
革
』
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
の

「
探
究
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、「
コ
ア

ス
ク
ー
ル
」
事
業
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、
自
校
が
目
標
と
す
る
生
徒
像
の

育
成
に
向
け
て
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の

指
導
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。現
在
は
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
科
・
科

目
の
単
元
ご
と
に
設
定
し
て
教
育
活
動
を

行
い
、
そ
の
評
価
・
検
証
を
基
に
、
さ
ら

な
る
指
導
改
善
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。
教
務
主
任
の
見み

浦う
ら

進し
ん

理り

先
生
は
、

総
合
学
習
）」に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

明
確
化
し
た
。主
幹
教
諭
の
中
居
寛
美
先

生
は
、立
ち
上
げ
時
の
苦
労
を
こ
う
語
る
。

　
「
当
時
の
私
た
ち
は
、
資
質
・
能
力
と

い
う
言
葉
に
な
じ
み
が
な
く
、
広
島
県
教

育
委
員
会
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
関

連
書
籍
を
読
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
言
語
化
を
手
探
り

で
始
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
資
質・

能
力
は
、本
校
の
教
育
理
念
で
あ
る
『
知・

徳
・
体
』
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
生
徒
を

育
成
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
う

理
解
に
至
り
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
、「
〇
〇
す
る
」
と
動
詞
の

形
を
用
い
た
「
学
び
の
評
価
表
」（
図
１
）

を
作
成
し
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
整
理
し
、
16
年
度
は
総
合
学
習
の
指

導
改
善
に
着
手
し
た
。

　
「
な
じ
み
の
な
か
っ
た
資
質
・
能
力
と

い
う
概
念
は
、『
学
び
の
評
価
表
』
に
よ
っ

て
教
師
間
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し

た
。
同
表
は
、
生
徒
に
も
配
布
し
、
総
合

学
習
を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質
・
能
力
が
身

に
つ
く
の
か
を
、
生
徒
が
意
識
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。16
年
度
の
卒
業
式
で
は
、

卒
業
生
が
答
辞
で
、『
日
々
の
学
習
で
自

己
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
』
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
、

指
導
改
善
を
進
め
る
原
動
力
に
も
な
り
ま

し
た
」（
中
居
先
生
）

教
師
一
丸
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

単
元
ご
と
に
目
標
・
指
導
・
評
価
を
一
体
化

広
島
県
立
府
中
高
校
で
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
研
究
指
定
を
機
に
、
指
導
改
善
に
着
手
し
た
。

当
初
か
ら
一
貫
し
て
目
指
し
て
い
る
の
は
、
学
び
を
自
律
的
に
進
め
て
い
く
生
徒
の
育
成
だ
。
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
単
元
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
に
落
と
し
込
み
、
単
元
内
で
指
導
改
善
を
機
能
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

授業・
指導改善

評価・検証

「
動
詞
」に
基
づ
く
整
理
を
通
し
て
、

資
質
・
能
力
の
概
念
が
浸
透

先
進
事
例
２

広
島
県
立
府
中
高
校

授業・
指導実践

学校教育
目標
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17
年
度
に
は
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の

指
導
を
教
科
に
も
導
入
し
、
教
師
が
自
分

た
め
の
評
価
の
開
発
に
着
手
し
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
教
務
部
の
藤
井
智

美
先
生
は
、
当
時
の
様
子
を
こ
う
語
る
。

　
「
夏
季
休
業
中
に
全
教
師
が
参
加
し
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
生
徒
の
よ
い
点
や
課
題

を
語
り
合
い
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
る
研
修
を
行

い
ま
し
た
。『
コ
ア
ス
ク
ー
ル
』
事
業
で

の
取
り
組
み
が
下
地
と
な
り
、
教
師
一
人

ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
作
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
、新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ

れ
た
資
質・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
整
理
し

た
、自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
、「
Ｓ
」「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」の
４

段
階
の
到
達
基
準
を
設
け
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク（
Ｐ
．10
図
２
）
を
、
18
年
度
末
に
完
成

さ
せ
た
。
総
合
学
習
に
お
け
る
「
学
び
の

評
価
表
」の
作
成
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

同
校
が
全
教
育
活
動
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

教
師
一
丸
と
な
っ
て
具
体
的
な
目
標
と

し
て
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向

け
て
、
教
科
の
授
業
で
は
、
19
年
度
か
ら
、

教
科
・
科
目
ご
と
に
各
学
期
の
学
習
内
容

動
詞
は
、
教
師
間
で
か
な
り
浸
透
し
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
各
教
科
・
科
目
が
立
案

し
た
指
導
計
画
を
見
る
と
、
教
師
ご
と
に

動
詞
の
定
義
が
異
な
り
、
動
詞
を
基
に
目

線
を
合
わ
せ
て
指
導
計
画

を
立
て
る
の
は
難
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

指
導
計
画
の
立
案
に
こ
だ

わ
る
よ
り
も
、
実
践
後
の

振
り
返
り
に
重
き
を
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
指
導

計
画
が
多
少
粗
く
て
も
、

そ
こ
で
歩
み
を
止
め
ず

に
、
実
践
後
に『
こ
の
授

業
で
育
成
を
意
識
し
て
い

た
の
は
、
〇
〇
だ
っ
た
』

な
ど
と
教
師
同
士
で
語
り

合
う
こ
と
が
、
指
導
計
画

の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
し
た
」（
中
居
先
生
）

　
「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
事

業
を
通
じ
て
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
の
理
解
は
深
ま
り
、
18

年
度
か
ら
は
、
広
島
県
教

育
委
員
会
「
高
等
学
校

課
題
発
見
・
解
決
学
習
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
指

定
を
受
け
、
目
標
実
現
の

の
授
業
で
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
ん
で
き
た
の
か
を
学
期
ご
と
に
振
り
返

る
機
会
を
設
け
た
。

　
「
そ
の
頃
に
は
、『
〇
〇
す
る
』
と
い
う

広
島
県
立
府
中
高
校

◎
校
訓
は
「
知
性
・
探
究
・
使
命
」。
２
０
１
８
年

度
、
広
島
県
教
育
委
員
会
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・

解
決
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
指
定
を
受
け

る
。
２
年
生
全
員
が
海
外
修
学
旅
行
で
ア
メ
リ
カ
・

ハ
ワ
イ
州
の
姉
妹
校
を
訪
問
す
る
な
ど
、
国
際
教

育
に
も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立　

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、神
戸
大
、鳥
取
大
、島
根
大
、岡
山
大
、

広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
99
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
１
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L
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主
幹
教
諭

中
居
寛
美
　

な
か
い
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。

教
務
主
任

見
浦
進
理
　

み
う
ら
・
し
ん
り

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。

教
務
部

藤
井
智
美
　

ふ
じ
い
・
と
も
み

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。

教
育
活
動
共
通
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
教
師
全
員
で
作
成

評価項目

評価規準

知識・技能、思考力・判断力
表現力・説明力

学び方、学びの仕組み 教科・科目の学習内容 自己、他者・社会

府中高生として
初歩的・基礎的
な段階である

学びの仕組みや自分の
学び方について、定義・
説明できる

学んだ用語・解法・概念
について、定義・説明で
きる

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
定義・説明できる

•簡潔に分かりやすく説明した
り、他の言葉で言い換えた
りすることができる

•分かりやすい具体例や主な
例を挙げることができる

府中高生として
求められる水準
である

学びの仕組みや自分の
学び方について、構造
的・論理的に説明でき
る

学んだ用語・解法・概念
について、根拠や構造
と関連づけて説明でき
る

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
異なる意見・視点と関連
づけて説明できる

•関係や構造を、順序立てて
分かりやすく説明できる

•根拠を挙げながら、簡潔に
意見を述べることができる

水準が高く（深く）
発展的である

学びの仕組みや自分の
学び方について、検証
し、省察できる

学んだ用語・解法・概念
について、自ら活用・応
用できる

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
課題発見・解決策を提
案し続けることができる

•価値や意義を、分かりやすく
説明することができる

•課題の解決策を提案するこ
とができる

•自ら新たな課題を設定し、
説明することができる

＊学校資料を基に編集部で作成。

Ideas（基礎知識）　定義する　列挙する

Connection（活用）　比較・対比する　分類・識別する　統合する

Extensions（応用）　評価する　計画する　予測する

［学び］に関する「動詞」に基づく［学びの評価表（基本形）］図１

単
元
シ
ラ
バ
ス
で
、
単
元
ご
と

に
指
導
と
評
価
を
一
体
化
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や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ま
と
め

た
単
元
シ
ラ
バ
ス
（
図
３
）
を
活
用
し
て

い
る
。
教
師
間
で
の
指
導
の
目
線
合
わ
せ

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
単
元
を
通

じ
て
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を
振

り
返
り
や
す
い
よ
う
に
、
記
載
内
容
に
留

意
し
た
。

　

単
元
シ
ラ
バ
ス
に
は
、
そ
の
単
元
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
「
Ｓ
」
な
の
か
、

「
Ａ
」
な
の
か
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に

到
達
段
階
を
明
記
。
単
元
の
最
後
の
授
業

で
は
、
そ
の
到
達
段
階
に
基
づ
い
て
、
生

徒
は
、「
単
元
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
用
い

て
振
り
返
り
、
各
単
元
で
育
成
さ
れ
る
資

質
・
能
力
に
つ
い
て
４
段
階
で
自
己
評
価

し
、
そ
の
根
拠
も
記
述
す
る
。
教
科
担
当

者
は
、
生
徒
が
書
い
た
「
振
り
返
り
シ
ー

ト
」
を
基
に
、
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力

が
十
分
に
育
ま
れ
た
か
を
検
証
し
、
そ
の

結
果
を
授
業
改
善
に
生
か
す
。
ま
た
、
シ

ラ
バ
ス
に
は
、
授
業
内
で
行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
、
定
期
考
査
の
内
容
、
さ

ら
に
は
単
元
で
の
学
習
内
容
と
他
教
科
や

既
習
事
項
と
の
関
連
性
ま
で
も
示
し
た
。

　

生
徒
は
、
教
科
・
科
目
ご
と
に
単
元
シ

ラ
バ
ス
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
ど
ん
な
資

質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
な

の
か
、
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
。
一
方
、

教
師
に
と
っ
て
は
、
指
導
と
評
価
の
両
面

に
お
け
る
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
単
元
シ
ラ
バ
ス
は
、
生
徒
が
自
身
の

学
び
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
徒
目
線
を
大
事
に
す
る
と
と
も
に
、
教

師
に
と
っ
て
は
、『
ど
う
い
っ
た
資
質
・

能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
授
業
と
テ
ス
ト

を
行
う
の
か
』
と
い
っ
た
、
指
導
の
具
体

化
を
求
め
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
し
て
い
ま

す
」（
見
浦
先
生
）

　

特
別
活
動
や
学
校
行
事
で
も
、
評
価

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
化
祭

な
ど
の
主
要
な
学
校
行
事
の
実
施
要
項
に

は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
な
ど
を

明
記
。
事
後
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

「
ど
の
よ
う
な
点
で
頑
張
っ
た
か
」「
自
分

は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」
な
ど
、
生
徒
に
自

己
評
価
さ
せ
、
面
談
で
そ
れ
ら
の
気
づ
き

を
語
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

育
成
し
た
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
場

の
１
つ
が
、
１
・
２
年
生
の
３
学
期
に
実

施
す
る
「
教
科
横
断
型
活
用
問
題
」
だ
。

問
題
は
、
複
数
の
教
科
・
科
目
の
知
識
を

基
に
、
考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
を

測
る
「
教
科
統
合
型
」
と
、文
章
を
読
み
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
論

述
す
る
「
問
い
か
け
型
」
の
２
種
類
で
構

成
さ
れ
、
内
容
は
、
各
教
科
会
な
ど
で
検

討
・
吟
味
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
論
理
的
思
考
力
や
表
現

力
、
読
解
力
な
ど
、
本
校
が
育
成
を
目
指

す
様
々
な
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に
測
定

す
る
テ
ス
ト
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
」（
藤

井
先
生
）

　

テ
ス
ト
結
果
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力

「
教
科
横
断
型
活
用
問
題
」
で

複
数
教
科
の
統
合
問
題
を
出
題

＊学校資料を基に編集部で作成。

育成を目指す資質・能力 S

知
識
・
技
能

知識・
技能

基礎基本となる
知識・理解、
基礎基本となる

技能

•基礎基本となる知識や技能を身につけ、それらを応用し
て課題解決に生かすことができる。

•知識を概念化して捉えることで他の場面に活用したリ、
技能を自在に活用できたりする。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

読解力

データ
（情報・整理）

•必要な情報・データを限られた時間の中で収集し、価値
や意義を判断・説明できる。

文章
（読み取り）

•筆者の主張等を簡潔にまとめて、価値や意義を説明でき
る。

論理的
思考力

データ
（整理・分析）

•適切な分析方法を使いながらデータを分析し、課題の本
質を見極めるとともに、新たな課題を見いだすことがで
きる。

関連性・
構造性

•情報の関連や構造を把握し、筋道立てて考え、自分の考
えを構築することができる。

•分類した情報について、その優位性について評価するこ
とができる。

根拠性・整合性 •逆の立場の意見等を踏まえながら考察し、複数の根拠と
その論拠を基に説明できる。

場面
把握力

場面・状況・
文脈把握　

ブレイクスルー

•場面・周りの状況に応じて、自分の役割を的確に務め、
適切に対応できるとともに、周りによい効果を与えるこ
とができる。

•現状を改善する視点を有し、先のことを予測し、今すべ
きことを把握して行動できる。

表現力
（説得力）

文章
図

成果物
実技等

構成力 •複数の要素を統合して、効果的な方法で成果物を創り上
げるとともに、説得力のある表現に表すことができる。

明解性 •伝える時に、最も効果的な方法を選択し、根拠に基づい
て相手に分かりやすく表現できる。

話し方
聞き方

態度 •相手や場面、目的、意図に応じて、ふさわしい態度だけ
でなく臨機応変にパフォーマンスなどの工夫ができる。

話力 •目的を明確に捉え、相手を意識して分かりやすくまとめ
て、工夫をしながら伝えることができる。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

学びを
生かす力

課題発見、
課題解決

•課題の発見・解決に向け、物事に当事者意識を持って取
り組もうとする。

•社会における課題について、自己の課題とのつながりを
見いだして取り組もうとする。

協働 役割理解、
参画・貢献

•他者や集団とのかかわりの中で、自分の役割を見いだし、
社会に貢献しようとする。

•自分の考え方と自分とは異なる考え方を比較し、それぞ
れのよさを見いだしている。

学びの
継続力

振り返り（省察）
展望

•学習の仕方や進め方について、検証、省察し、現在及び
将来の学習や生活に生かそうとする。

•具体的な目標や計画を立て、継続的に実行している。

育成を目指す資質・能力と、ルーブリック（抜粋）図２
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を
多
面
的
に
捉
え
る
デ
ー
タ
の
１
つ
と
し

て
活
用
。
知
識
・
技
能
を
主
に
測
る
模
擬

試
験
の
結
果
と
ク
ロ
ス
分
析
を
し
て
み
た

が
、
明
確
な
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
言
う
。

　
「
模
擬
試
験
で
は
思
う
よ
う
に
点
数
が

取
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
本
テ
ス
ト
で

は
得
点
で
き
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
問
わ
れ
る

入
試
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
教
科
指
導

の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
進
路
指
導
に
も
生

か
し
て
い
ま
す
」（
中
居
先
生
）

　

同
校
は
、
20
年
度
、
さ
ら
に
改
革
を
進

め
、
全
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
定
期
考

査
を
廃
止
し
、
単
元
ご
と
に
「
単
元
末
考

査
」
の
実
施
に
踏
み
切
る
。
そ
の
ね
ら
い

は
、
短
期
ス
パ
ン
で
学
習
内
容
の
定
着
度

を
確
認
す
る
場
を
設
け
、
生
徒
に
学
習
内

容
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
定
期
考
査
で
は
、
授
業
で
学
ん
で
か

ら
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
試
験
ま
で
の

間
が
長
く
、
し
か
も
複
数
の
単
元
が
試
験

範
囲
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
単
元
の
定

着
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。
理
解
が
あ
い
ま
い
な
単
元
が
あ
っ
て

も
、
試
験
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

に
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
単
元
ご
と
に
試
験
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
課
題
を
早
期
に
洗
い
出
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
、
学
習
内
容
の
定
着
度
を

高
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
中
居
先
生
）

　

単
元
末
考
査
で
は
、
知
識
・
技
能
を
よ

り
丁
寧
に
問
う
と
と
も
に
、
思
考
力
や
表

現
力
な
ど
を
測
る
問
題
を
約
２
割
出
題
す

る
方
針
だ
。

　

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
し
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運

用
、
単
元
末
考
査
を
通
じ
て
、
教
師
と
生

徒
は
振
り
返
り
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
改

善
す
べ
き
点
を
修
正
し
て
い
く
。
そ
の
一

連
の
流
れ
を
「
府
中
学
び
の
一
体
改
革
」

（
図
４
）
と
し
て
可
視
化
し
た
。

　
「
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
た

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
単
元
末
考

査
を
含
め
た
教
育
活
動
の
す
べ
て
を
、
生

徒
が
自
身
の
学
び
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
、
そ
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」（
中
居
先
生
）

＊学校資料を抜粋し、編集部で改変して掲載。

＊学校資料を編集部で改変して掲載。

詳細は

2019年度「コミュニケーション英語Ⅰ」単元シラバス（抜粋）図３

定
期
考
査
を
廃
止
し
、単
元
末
考
査

で
こ
ま
め
に
定
着
度
を
測
る

「府中学びの一体改革」図４

そ
の
単
元
で
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
参
照
し
て
記
載

単
元
の
目
標
と
一
致
さ
せ
、

テ
ス
ト
の
内
容
を
記
載

図３

詳細は 図２

詳細は 図１
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を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
素
直
で
、
言
わ
れ
た

こ
と
に
は
き
ち
ん
と
取
り
組
む
一
方
、
自

己
表
現
や
自
ら
考
え
て
言
動
に
移
す
こ
と

に
は
、
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
や
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
な
ど
を
よ
り
効
果
的
に
育
む

た
め
、『
学
び
は
楽
し
い
』
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、『
教
育
活
動
方
針
』
と
し
て
本
校

の
取
り
組
み
を
可
視
化
さ
せ
ま
し
た
」　

　

同
方
針
を
立
て
る
過
程
で
は
、
前
年
度

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
成
果
と
課
題

を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
基
に
学
校
教
育
目

標
を
設
定
。
そ
の
達
成
に
向
け
た
授
業
改

善
の
取
り
組
み
を
整
理
し
て
示
し
た
。
そ

し
て
、
19
年
度
以
降
も
、
前
年
度
の
成
果

　

高
知
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
高
知
県

立
高
知
丸
の
内
高
校
は
、２
０
０
５
年
度
、

現
在
の
単
位
制
普
通
科
と
学
年
制
音
楽
科

に
再
編
し
た
。
多
様
な
進
路
志
望
を
持
つ

生
徒
が
入
学
し
、
基
礎
学
力
に
課
題
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
授
業

改
善
に
着
手
。
17
年
度
、文
部
科
学
省「
高

校
生
の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習

改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」
の
指
定

校
と
な
っ
た
こ
と
を
好
機
と
捉
え
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
授
業
改
善
を
行
う
べ
く
、

18
年
度
、「
教
育
活
動
方
針
」
を
打
ち
立

て
た
。
上か

み
お
か岡
美
保
校
長
は
、
そ
の
ね
ら
い

と
課
題
を
踏
ま
え
て
当
年
度
の
教
育
活
動

方
針
を
立
て
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
体
制
を
構
築
し
た
（
図
１
）。

　

授
業
改
善
の
核
と
な
る
多
様
な
取
り
組

み
を
以
下
、
見
て
い
く
。

◎
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
の
明

文
化
と
共
有

　

全
教
科
共
通
の
「
丸
の
内
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
を
基
に
、
各
教
科
が
「
生
徒
に
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
力
」
と
、
そ
の
達
成
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
評
価
方
法

を
提
示
。
一
覧
化
し
て
、
教
師
・
生
徒
間

で
共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
（
図

２
）。
同
校
の
定
期
考
査
で
は
、
全
教
科
・

科
目
で
、
思
考
力
等
を
問
う
パ
フ
ォ
ー
マ

高
知
県
立
高
知
丸
の
内
高
校

◎
高
知
県
最
初
の
女
子
校
と
し
て
開
校
以
降
、一
時

期
の
男
女
共
学
の
時
期
を
経
て
、
長
ら
く
女
子
校
と

し
て
女
子
教
育
に
尽
力
。
２
０
０
５
年
度
、
普
通

科
を
単
位
制
に
移
行
し
、
共
学
化
。
17
年
度
、
文

部
科
学
省
「
高
校
生
の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け

た
学
習
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
、
音
楽
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公

立
大
は
、神
戸
大
、島
根
大
、高
知
大
、高
知
県
立
大
、

高
知
工
科
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

明
治
学
院
大
、
京
都
産
業
大
、
近
畿
大
、
桃
山
学

院
大
な
ど
に
延
べ
56
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学

校
進
学
81
人
。
就
職
9
人
。

◎U
R
L

　

h
ttp

s://w
w

w
.ko

ch
in

e
t.e

d
.jp

/
m

aruno-h/

生
徒
や
他
教
科
と
と
も
に
授
業
改
善
を
進
め
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
検
証
、次
年
度
計
画
に
生
か
す

高
知
県
立
高
知
丸
の
内
高
校
は
、
学
科
の
再
編
や
文
部
科
学
省
か
ら
の
研
究
指
定
を
原
動
力
と
し
て
授
業
改
善
を
進
め
て
き
た
。

教
科
を
超
え
た
授
業
観
察
を
行
う
「
ユ
ニ
ッ
ト
制
」
や
、
生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
授
業
を
見
直
す
「
授
業
改
善
検
討
委
員
会
」
な
ど
に
よ
っ
て

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
展
開
。
そ
れ
ら
の
成
果
や
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
検
証
し
、
次
年
度
の
教
育
目
標
や
活
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

次
年
度
の
教
育
活
動
方
針
を
策
定

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

明
文
化
し
、
授
業
改
善

高
知
県
立
高
知
丸
の
内
高
校

授業・
指導改善

学校教育
目標

先
進
事
例
３

授業・
指導実践
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ン
ス
課
題
を
10
点
以
内
の
配
点
で
出
題
し

て
い
る
。
例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅰ
」
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

◎
教
科
混
合
の
授
業
観
察
「
ユ
ニ
ッ
ト
制
」

　

教
科
や
世
代
が
異
な
る
教
師
３
人
が
１

組
と
な
り
、
相
互
に
授
業
観
察
を
行
う
の

が
「
ユ
ニ
ッ
ト
制
」
だ
。
３
人
の
そ
れ
ぞ

容
を
、月
１
回
の
教
科
主
任
会
で
共
有
し
、

教
科
を
超
え
て
助
言
し
合
う
。19
年
度
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
つ
い
て
重
点
的

に
研
究
。教
科
主
任
会
で
は
実
際
に
出
し

た
問
題
を
取
り
上
げ
、生
徒
の
解
答
を
踏

ま
え
て
問
題
が
適
切
だ
っ
た
か
を
分
析
。

そ
の
結
果
を
職
員
会
議
で
共
有
し
た
。

題
１
割
、
記
述
式
問
題
９
割
と
し
て
い
る
。

◎
教
科
会
と
教
科
主
任
会
の
充
実

　

週
１
回
の
教
科
会
で
は
、「
生
徒
に
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
力
」
の
達
成
に
向
け
た
指

導
の
検
討
と
、思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
問
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
研
究

な
ど
を
実
施
。
そ
こ
で
の
検
討
・
確
定
内

研
究
主
任

門
田
雅
仁
　

か
ど
た
・
ま
さ
ひ
と

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

進
路
サ
ポ
ー
ト
部
長

高
野
佳
香
　

た
か
の
・
よ
し
か

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
国
語
科
。

英
語
科
科
長

澤
田
朝
子
　

さ
わ
だ
・
あ
さ
こ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
担
当

大
石
由
紀
　

お
お
い
し
・
ゆ
き

教
職
歴
１７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

教
頭山本

由
美
子
　

や
ま
も
と
・
ゆ
み
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

学
習
指
導
部
長

津
野
幸
司
　

つ
の
・
こ
う
じ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
数
学
科
。

校
長上岡

美
保
　

か
み
お
か
・
み
ほ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

1.  丸の内スタンダード（生徒に身につけさせたい力）の達成
❶各教科における身につけさせたい力の一層の明確化　❷教職員、生徒、保護者等との共有

2.  指導法の共有、徹底
❶生徒の学習意欲を喚起する
❷単元の学習目標の下、本時の学習目標の明示、教えると学ぶのバランス、振り返り（生徒、指導者で共有）
❸１時間の授業の中での「考えさせる発問」の工夫→定期考査等での「考えさせる作問」　など

3.  教科会、教科主任会のさらなる充実　
❶週単位、月単位等での学習到達目標に向けた取り組みの情報共有、協議を行う
❷「思考力・判断力・表現力」を育成する学習内容について協議を深め、実践する
❸生徒の変容をより多面的に評価するためのパフォーマンス課題の作成に取り組む
❹高等学校課「学校支援チーム」との連携を行う（年間21回の学校訪問、国語、数学、英語、地理歴史・公民の研
究授業、研究協議）［❹の詳しい内容は、P.15のコラム参照］

4.  授業外学習の支援
❶「学び方」「自分にふさわしい学習方法」の習得に向けた指導のあり方についての研究　など

＊学校資料を基に編集部で作成。

「良い授業」とは
•授業の目標が明確に提示され、共有でき
ている授業
•生徒同士の対話と意見の共有がある授業
•生徒が自ら考え、主体的に参加する授業
•課題を考える思考力がつく授業
•キーワードがつかみやすい授業
•授業内容の振り返りがある授業

丸の内　基礎学力のスタンダード
主体的に学ぶことを通して、物事に対
する理解を深め、自ら考えたことを適
切に他者に伝えるとともに、自己の行
動に反映する力

「主体的・対話的で
深い学び」を通して、
生徒がこれからの社
会に必要な資質・能
力を身につける。

凡事徹底

「時を守り、
場を清め、
礼を正す」

社会に貢献できる人づくり
•社会生活に必要な思考力、判断力の育成
•コミュニケーション能力の育成
•他者や自分を受け入れる人間性の育成

学校経営計画

学びは
楽しい

令和元年度
「生徒に身につけさせたい力」

令和元年度「具体的取り組み」
（身につけさせたい力をつけるために

日々の授業等で何をやるか）

身につけさせたい力が
ついたかどうかを
どのように測るか

❶表現に対する関心を深め、
国語の知識や技能を身につ
けようとする力。
❷表現内容を的確に理解して
まとめ、自分の考えを適切
に表現する力。
❸表現を基に、自ら課題を発
見し、自分の考えを適切に
表現する力。

特に「生徒に身につけさせたい力」の❶及び
❷に重点を置いて取り組む。
❶の力を育むため、副教材及び小テストを適
切に活用し、特に「漢字・語彙（語句の意味）」
「評論に用いられる語句」の知識の定着を
図る。
❷の力を育むため、特に社会とつながりのあ
る単元において、生徒自身が得た知識・情
報を整理することを目的とした授業を実践
する。

定期考査のあり方を見直し、「生徒
に身につけさせたい力」の❶及び
❷の力の定着度を測るような問題
を作成する。❶は、複数回の小テ
ストと同範囲の語彙について出題
し、定着度を測る。❷はテクスト
の情報を整理し、120 字程度まで
で表現する問いを出題し、情報を
正確に捉え、整理し、的確に表現
できているかという点に着目する。

＊学校資料を基に編集部で作成。

「生徒に身につけさせたい力」国語科の例図２

2019 年度の教育活動方針（抜粋）図１

指
導
の
振
り
返
り
を
充
実
さ
せ
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
つ
な
げ
る
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れ
が
授
業
者
と
な
り
、
本
時
の
授
業
目
標

や
ね
ら
い
な
ど
を
「
授
業
観
察
シ
ー
ト
」

に
記
入
。
そ
れ
を
基
に
授
業
を
参
観
し
、

授
業
後
に
３
人
で
よ
か
っ
た
点
や
改
善
点

を
話
し
合
う
。
14
年
度
に
始
め
、
現
在
は

前
・
後
期
に
各
１
回
実
施
し
て
い
る
。
生

物
担
当
の
大
石
由
紀
先
生
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

制
で
他
教
科
の
授
業
を
見
て
、
自
身
の
指

導
を
見
直
し
た
と
語
る
。

　
「
言
葉
の
概
念
に
関
す
る
現
代
文
の
授

業
で
は
、
学
ん
だ
言
葉
を
用
い
た
文
を
作

成
さ
せ
、
概
念
を
確
認
さ
せ
る
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
生
物
は
専
門
用
語
が
多
く
、

そ
の
概
念
を
ど
う
す
れ
ば
正
確
に
生
徒
に

伝
え
ら
れ
る
か
が
、
当
時
の
私
の
課
題
で

し
た
。
そ
こ
で
、
現
代
文
の
授
業
で
行
わ

れ
て
い
た
活
動
を
、
自
分
の
授
業
に
も
取

り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

学
習
指
導
部
長
で
数
学
科
の
津
野
幸
司

先
生
は
、
教
科
を
超
え
た
授
業
観
察
が
授

業
改
善
に
効
果
的
だ
と
指
摘
す
る
。

　
「
教
師
全
員
が
授
業
公
開
を
す
る
こ
と

で
、
学
校
全
体
の
指
導
力
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。私
は
、英
語
の
授
業
を
見
て
、数
学

の
授
業
で
も
思
考
力
や
表
現
力
を
育
む
た

め
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
ま
し
た
」

◎
「
授
業
実
践
レ
ポ
ー
ト
」
の
作
成
を
通

じ
て
自
身
の
授
業
を
振
り
返
る

　

19
年
度
に
始
め
た
「
授
業
実
践
レ
ポ
ー

ト
」は
、前
・
後
期
に
各
１
回
、生
徒
の
変

容
か
ら
教
師
が
自
身
の
授
業
を
振
り
返
る

取
り
組
み
だ
。国
語
科
の
高
野
佳よ

し

香か

先
生

は
、思
考
力
や
表
現
力
の
指
導
力
を
高
め

よ
う
と
小
論
文
の
授
業
を
総
括
し
た
。

　
「
文
章
力
や
語
彙
力
に
関
す
る
生
徒
の

自
己
評
価
は
、
４
月
時
点
で
５
段
階
評
価

の
２
・
５
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
同
士

で
対
話
し
、
意
見
を
共
有
す
る
活
動
を
取

り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
前
期
の
終
わ
り
に
は

３
・
０
に
上
昇
し
ま
し
た
。
１
年
間
、
こ

の
活
動
を
実
施
し
、
生
徒
の
自
己
評
価
の

変
化
を
見
て
い
き
ま
す
」

　

以
上
の
よ
う
な
学
校
全
体
で
行
っ
て
き

た
様
々
な
取
り
組
み
が
、
教
師
の
授
業
改

善
の
意
識
を
高
め
て
い
る
と
、
山
本
由
美

子
教
頭
は
語
る
。

　
「
本
校
に
は
、
教
師
が
協
働
し
て
授
業

を
見
直
そ
う
と
す
る
文
化
が
根
づ
い
て
い

ま
す
。
普
段
か
ら
職
員
室
の
至
る
と
こ
ろ

で
、
指
導
や
教
材
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
る
先
生
方
の
姿
を
見
か
け
ま
す
」

　

授
業
改
善
に
は
、
生
徒
の
声
も
取
り
入

れ
て
い
る
。毎
年
12
月
、管
理
職・分
掌
長・

教
科
主
任
・
音
楽
科
科
長
と
、
各
ク
ラ
ス

の
代
表
生
徒
が
参
加
す
る
「
授
業
改
善
検

討
委
員
会
」を
実
施
。生
徒
と
全
教
師（
校

内
研
修
扱
い
）が
同
じ
公
開
授
業
を
受
け
、

そ
の
後
、生
徒
・
教
師
の
混
合
の
班
で
公

開
授
業
や
日
頃
の
授
業
に
つ
い
て
、
前
年

度
に
同
委
員
会
と
教
科
主
任
会
で
決
め
た

「
良
い
授
業
」（
Ｐ
．13
図
１
）
を
基
準
に
、

よ
か
っ
た
点
や
改
善
点
を
議
論
し
、
模
造

紙
に
ま
と
め
て
発
表
す
る（
写
真
）。「
教

科
書
に
載
っ
て
い
な
い
解
法
を
考
え
る
時

間
が
も
っ
と
ほ
し
い
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多

い
と
、重
要
事
項
が
分
か
り
づ
ら
く
な
る
。

絞
り
込
ん
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
、生
徒
か
ら
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

18
年
度
、
公
開
授
業
を
担
当
し
た
研
究
主

任
の
門か

ど

田た

雅ま
さ

仁ひ
と

先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
公
開
授
業
で
は
、
情
報
を
詰
め
込
み

す
ぎ
て
し
ま
い
、
最
後
に
ま
と
め
の
時
間

を
十
分
に
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、

生
徒
か
ら『
授
業
の
時
間
配
分
を
き
ち
ん

と
し
た
方
が
よ
い
』
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の

反
省
を
次
に
生
か
そ
う
と
強
く
思
い
ま
し

た
。一
方
で
、『
授
業
の
目
標
を
最
初
に
示

し
て
い
た
の
で
、
目
指
す
べ
き
こ
と
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
い
っ
た
意
見
も
出

さ
れ
、う
れ
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、『
よ
い
授
業
を

つ
く
っ
て
い
く
の
は
、
教
師
と
生
徒
』
と

い
う
意
識
が
両
者
に
根
づ
い
て
い
ま
す
」　

　

授
業
改
善
の
成
果
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
客
観
的
指
標
で
評
価
し
て
い
る
と
、

英
語
科
科
長
の
澤
田
朝あ

さ

子こ

先
生
は
語
る
。

　
「
Ｄ
３
（
＊
）
を
な
く
す
こ
と
を
目
標

に
し
て
授
業
改
善
を
図
っ
て
き
た
結
果
、

19
年
度
に
は
０
人
と
な
り
、
中
位
層
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
は
、
Ｄ

層
全
体
の
減
少
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
」

　

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
力
を
発
揮
す
る
生

徒
が
増
え
て
い
る
と
、高
野
先
生
は
言
う
。

　
「
以
前
は
、志
望
理
由
を
き
ち
ん
と
書
け

な
い
、
面
接
で
う
ま
く
話
せ
な
い
と
い
っ

た
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
が
、自
己
表
現

は
着
実
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。思
考
力
や
表
現
力
は
社
会
で
必
要
と

＊　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「GTZ（学習到達ゾーン）」の評価の１つ。「S1」～「D3」までの15段階で評価される。

写真　2019年度の「授業改善検討委員会」には、
代表生徒31人が参加。生徒・教師混合の８人が
１班となって議論した。各班の発表内容は校内に
も掲示し、学校全体で共有している。

生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
授
業
を

見
直
す「
授
業
改
善
検
討
委
員
会
」

生
徒
・
教
師
・
保
護
者
で

教
育
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い

14 Februar y  2020
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＊図３・４ともに、高知県教育委員会提供資料を一部改変して掲載。

　

高
知
丸
の
内
高
校
の
授
業
改
善
に
は
、
高
知

県
教
育
委
員
会（
以
下
、県
教
委
）の
高
等
学
校

課
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。県
教
委
は
、２
０
１
６

年
３
月
、「
教
育
等
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

大
綱
」を
策
定
。
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
ま
え
た「
第

２
期
高
知
県
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
作
成
し
、

「
高
等
学
校
の
学
力
・
社
会
性
向
上
に
向
け
た

取
組
の
徹
底
」
を
示
し
た
。
そ
の
目
標
の
１
つ

に
、「
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
『
学
校
支

援
チ
ー
ム
』
の
取
組
の
更
な
る
強
化
」
と
「
将

来
に
向
け
て
目
的
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
生
徒

育
成
プ
ラ
ン
の
推
進
」
を
挙
げ
た
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
教
育
活
動
を

支
援
し
よ
う
と
、「
学
校
支
援
チ
ー
ム
」
が
県

内
の
各
校
を
定
期
的
に
訪
れ
て
、
授
業
参
観
と

事
後
研
究
協
議
に
参
加
し
、指
導
・
助
言
を
行
っ

て
い
る
（
図
３
）。
対
象
教
科
は
、

18
年
度
は
国
語
・
数
学
・
英
語
と
し
、

19
年
度
は
さ
ら
に
地
理
歴
史
・
公

民
を
加
え
た
。
高
知
丸
の
内
高
校

の
場
合
、
18
年
度
は
「
学
校
支
援

チ
ー
ム
」
が
22
回
訪
問
し
、
授
業

改
善
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
し

た
。
各
校
は
、
学
校
経
営
計
画
を
作

成
し
て
、
目
指
す
べ
き
姿
（
Ｐ
）
→

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み
（
Ｄ
）
→
学
力
の
向
上
や
社
会
性

の
育
成
等
の
評
価
（
Ｃ
）
→
自
校
の

教
育
活
動
の
見
直
し(

Ａ)

を
記
入
。

さ
ら
に
、「
高
校
生
の
た
め
の
学
び

の
基
礎
診
断
」
を
活
用
し
、
取
り

組
み
の
成
果
を
学
び
の
基
礎
診
断

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
測

り
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
教
育

活
動
の
質
を
一
層
高
め
て
い
る
（
図

４
）。

「
学
校
支
援
チ
ー
ム
」
が
定
期
的
に
各
校
を
訪
問
し
て
助
言

高
知
県
教
育
委
員
会
高
等
学
校
課
と
連
携
し
た

授
業
改
善

さ
れ
る
資
質
・
能
力
で
あ
り
、
生
徒
の
卒

業
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
に

向
け
て
は
、
19
年
度
、
１
年
次
の
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
に
論
理
力
に
関
す
る

教
材
を
導
入
し
た
。
澤
田
先
生
は
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
と
教
科
の
授
業
を

つ
な
げ
る
視
点
の
必
要
性
を
語
る
。

　
「
教
科
の
授
業
で
高
め
て
き
た
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
、『
総
合
的
な
探
究

の
時
間
』
で
、
よ
り
汎
用
的
な
力
と
し

て
発
揮
し
て
い
る
生
徒
の
姿
を
目
に
し
ま

す
。
本
校
は
多
様
な
取
り
組
み
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
横
串
を
通
し
て
捉

え
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

同
校
で
は
、
学
校
行
事
や
部
活
動
、
校

則
な
ど
に
つ
い
て
、教
師
・
生
徒
・
保
護
者

で
協
議
す
る
「
ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ

ル
ー
懇
話
会
」
を
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

同
懇
話
会
を
自
校
の
教
育
活
動
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
を
構
想
す
る
場
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
、
上
岡
校
長
は
展
望
を
語
る
。

　
「
本
校
は
既
に
多
様
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
点
と
点
を
結
ん
で
線
に
し
、

さ
ら
に
面
と
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
続
け
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い

き
ま
す
」

「学校支援チーム」の年間の活動の流れ図３

高知県教育委員会が描く授業改善のPDCAサイクル（令和元年度）図４
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着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
あ
る

教
師
は
、「
本
校
で
は
『
カ
リ
マ
ネ
』
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
改
革
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
少

子
化
に
よ
っ
て
定
員
割
れ
が
起
こ
っ
て
い

る
学
校
も
近
隣
に
あ
る
中
で
、
地
域
や
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
ど
の
よ
う

な
生
徒
を
育
て
る
の
か
を
明
確
に
打
ち
出

し
、
存
在
感
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
危
機
感
は
、
教
師
の
中
に
確
か
に

募
っ
て
き
て
い
る
」
と
、
自
校
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
変
化
を
現
場
が
感
じ
取
っ
て

い
る
様
子
を
紹
介
し
た
。

　

資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
学
校
教
育
目
標

の
設
定
が
進
ん
だ
高
校
で
、
教
育
活
動
の

具
体
的
な
改
善
・
見
直
し
の
軸
に
な
る
の

は
、
多
く
の
場
合
が
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
だ
。
い
く
つ
か
の
高
校
か
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
自
治
会
、
地
元
企
業
な
ど

で
活
動
す
る
外
部
人
材
に
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
地
域
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
探

究
学
習
を
充
実
さ
せ
、
学
校
教
育
目
標
と

し
て
設
定
し
た
様
々
な
資
質
・
能
力
が
発

揮
で
き
る
探
究
学
習
を
展
開
し
た
例
が
語

ら
れ
た
。
ま
た
、
自
校
の
教
師
が
教
科
を

　

２
０
１
９
年
３
月
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
カ
リ
マ
ネ
）
を

テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
か
ら
お
よ
そ
９
か
月
が
経

過
し
、
各
校
の
カ
リ
マ
ネ
は
ど
ん
な
推
進

状
況
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
高
校
教
師
が

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
語
っ
た
。

　

あ
る
教
師
は
、「
こ
れ
ま
で
も
校
内
に

授
業
改
善
や
学
校
行
事
の
見
直
し
に
つ
い

て
話
し
合
う
検
討
委
員
会
は
存
在
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の
動
き
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
４
月
に
校
長
へ
『
カ
リ

マ
ネ
の
推
進
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

軸
に
教
育
活
動
の
見
直
し
を
進
め
た
い
』

と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
一
気
に
学
校
全
体

の
動
き
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
」
と

状
況
を
語
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
新

学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
授
業
の
あ

り
方
を
、
副
校
長
や
主
幹
教
諭
が
中
心
に

な
っ
て
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

立
ち
上
が
っ
た
」「
分
掌
リ
ー
ダ
ー
が
集

ま
り
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作

成
し
た
」「
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
言
語
化
し
た
」
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
多
く
の
高
校
で
カ
リ
マ
ネ
が

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

統
括
責
任
者

柏
木 

崇 

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し

＊ワークショップの内容は、本誌 2019 年 6月号・特集に掲載。

進行

そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

動
き
始
め
た
〝
カ
リ
マ
ネ
〟

資
質
・
能
力
を
統
合
的
に
発
揮
す
る

探
究
学
習
が
カ
リ
マ
ネ
の
中
核
に

講
師

前・岡山県立林野高校校長

三浦隆志 みうら・たかし

2019年３月まで岡山県立林野高校の校
長を務めた。林野高校では、校長とし
て着任した年度からカリキュラム・マ
ネジメントを推進した。

静岡県立御殿場高校 教諭

美那川雄一 みながわ・ゆういち

教職歴 15年。同校に赴任して３年目。
２学年主任。担当は地理歴史・公民科（世
界史）。

関西大学教育推進部 教授

森 朋子 もり・ともこ

専門は、学習研究、学習理論。島根大
学教育開発センター長等を経て、現職。
共編著に『アクティブラーニング型授
業としての反転授業』(ナカニシヤ出版)。

「カリマネの壁」を乗り越えるために
「学校教育デザイン」を描き、それを実現する上で鍵となるのが、

カリキュラム・マネジメント（以下、カリマネ）だ。しかし、
実際にカリマネを推進しようとすると、様々な課題が立ちはだかる。

そのカリマネをテーマとして VIEW21 編集部が 2019 年３月に開催した
カリキュラム・マネジメントについてのワークショップ（＊）の
参加者である高校教師６人と講師３人が19 年 12 月に再会。

VIEW21 編集部の進行で、それぞれの学校における
カリマネの現状とこれからについて話し合った。

現場のリアルと展望
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特集
学校教育デザインを描く今と未来

超
え
て
「
社
会
貢
献
の
経
験
を
語
る
身
近

な
実
践
者
」
と
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生

徒
に
語
り
、
生
徒
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
考
え
る
な
ど
、
今
年
度
か
ら
「
総
合
的

観
を
始
め
た
が
、
そ
れ
が
教
師
に
負
担
を

か
け
て
い
る
と
い
う
実
感
も
打
ち
明
け
ら

れ
た
。

の
時
間
」
だ
け
で
な
く
、
教
科
学
習
に
お

い
て
も
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
る
た
め

に
、
教
師
が
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
授
業
互

な
探
究
の
時
間
」
が
教
育
活
動
の
改
善
の

中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
事
例
も
語

ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
19
年
３
月

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
講
師
と
し
て
参
加

し
た
関
西
大
学
の
森
朋と

も

子こ

教
授
は
、「
学

力
の
３
要
素
を
踏
ま
え
た
多
様
な
資
質
・

能
力
を
統
合
的
に
発
揮
す
る
場
と
し
て
、

『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
に
各
教
科
の
学
習
と
連
携
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
、
生
徒
は
様
々
な
学
び
の
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
強

み
や
よ
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
評
価
し
た
。

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
で
の

探
究
学
習
の
充
実
に
価
値
を
見
い
だ
す
教

師
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
外
部
連
携
な

ど
の
新
し
い
取
り
組
み
を
負
担
に
感
じ
る

教
師
も
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
あ

る
教
師
か
ら
は
、「
我
々
教
師
が
生
徒
の

力
を
低
く
見
積
も
っ
て
し
ま
い
、
あ
れ
こ

れ
と
手
を
か
け
過
ぎ
る
こ
と
が
、
負
担
感

の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
も
あ
る
よ

う
に
思
う
」
と
、
自
ら
を
振
り
返
る
声

も
聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
総
合
的
な
探
究

岡
山
県
立
総
社
高
校

校
長三谷

昌
士
　

み
た
に
・
ま
さ
し

徳
島
県
立
城
北
高
校

教
務
課

鈴
木
哲
也
　

す
ず
き
・
て
つ
や

福
岡
県
立
小
倉
商
業
高
校

研
修
主
任
、
指
導
教
諭

松
藤
史
紹
　

ま
つ
ふ
じ
・
ふ
み
あ
き

長
崎
県
立
佐
世
保
西
高
校

教
頭舟越

　

裕
　

ふ
な
こ
し
・
ひ
ろ
し

大
阪
府
・

大
阪
市
立
都み
や
こ

島じ
ま

第
二
工
業
高
校

電
気
科
長

坂
本
高
英
　

さ
か
も
と
・
た
か
ひ
で

広
島
県
立
戸と

手で

高
校

２
学
年
主
任
、
教
育
研
究
部

縄
井
教
昭
　

な
わ
い
・
の
り
あ
き

＊福岡県立小倉商業高校のグランドデザインの全体は、ベネッセ教育総
合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードで
きます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

〝
カ
リ
マ
ネ
〟
の
動
き
に

負
担
を
感
じ
る
教
師
も
…
…

高
校
教
師

カリマネ進捗報告
徳島県立城北高校「目指す生徒像」

「高校で身につけたい力」について、生徒、
教師、保護者が話し合い、目指す生徒像
を言語化しました。今後はグランドデザイ
ンの作成に入っていきます。（鈴木先生）

カリマネ進捗報告
福岡県立小倉商業高校「グランドデザイン」＊

育成を目指す資質・能力に基づき、教育
活動のグランドデザインを作成しました。
どんな指導を行うべきかを教師間で議論
しやすくなりました。（松藤先生）
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カ
リ
マ
ネ
の
進
捗
状
況
は
各
校
に
よ
っ

て
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
特
に
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
の
が
、「
そ
も
そ
も
カ
リ
マ

ネ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
か
」
と
い
う
点
だ
。「
自
校
は
、
カ

リ
マ
ネ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る

の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
正
直
に

思
い
を
語
る
教
師
に
、
森
教
授
は
、「
校

内
の
教
師
が
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
授
業
に
お

い
て
学
校
の
目
標
を
共
有
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
答
え
た
。

　
「
カ
リ
マ
ネ
は
、
学
校
教
育
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
手
立
て
で
す
。
校
内
の
先

生
方
で
『
本
校
の
生
徒
に
は
、
こ
の
資
質・

能
力
を
し
っ
か
り
育
も
う
』
と
、
学
校
教

育
目
標
を
共
有
し
た
上
で
授
業
が
で
き
れ

ば
、
生
徒
も
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
学
校
教
育

目
標
の
共
有
が
あ
い
ま
い
だ
と
、
効
果
は

分
散
し
ま
す
。
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
先
生

の
授
業
を
受
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
先
生

方
が
ご
自
身
の
授
業
に
お
け
る
目
標
を
学

校
教
育
目
標
と
合
致
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ｐ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で

あ
る
学
校
教
育
目
標
に
向
け
て
生
徒
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
、
デ
ー
タ
を

基
に
評
価
し
、
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
へ
と
つ

な
げ
る
…
…
そ
れ
が
カ
リ
マ
ネ
が
推
進
さ

　

カ
リ
マ
ネ
の
動
き
を
校
内
全
体
で
共
有

す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
立
て
も
、
高
校

教
師
か
ら
語
ら
れ
た
。
徳
島
県
立
城
北

高
校
の
鈴
木
哲
也
先
生
は
、「
授
業
や
テ

ス
ト
で
工
夫
し
て
い
る
先
生
の
取
り
組
み

を
周
知
し
た
り
、
保
護
者
や
卒
業
生
が
高

校
で
の
学
び
が
社
会
と
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
を
語
り
合
う
場
を
設
け
、
出
て

き
た
意
見
を
教
師
で
共
有
し
た
り
し
て
い

る
」
と
、
自
身
が
か
か
わ
っ
て
い
る
校
内

通
信
の
活
用
を
例
示
。
ま
た
、
広
島
県
立

戸と

手で

高
校
の
縄
井
教の

り

昭あ
き

先
生
は
、「
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
学
校
な
の
か
を
、

明
確
な
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

れ
て
い
る
状
態
で
す
（
図
１
）」（
森
教
授
）

　

森
教
授
の
説
明
に
、
長
崎
県
立
佐
世
保

西
高
校
の
舟
越
裕
教
頭
が
「
学
校
教
育

目
標
か
ら
下
ろ
さ
れ
て
く
る
各
授
業
の
Ｐ

は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
の
生
き
方
に
つ

な
が
る
よ
う
な
、
生
徒
の
心
に
迫
る
言
葉

で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
な
ど
、
参

加
し
た
高
校
教
師
か
ら
共
感
の
声
が
上

が
っ
た
。
さ
ら
に
、
講
師
と
し
て
参
加
し

た
前
・
岡
山
県
立
林
野
高
校
校
長
の
三
浦

隆
志
先
生
、
静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
の
美

那
川
雄
一
先
生
が
、
学
校
全
体
と
し
て
の

カ
リ
マ
ネ
の
機
運
の
高
ま
り
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
。

　
「
カ
リ
マ
ネ
に
お
い
て
は
、
み
ん
な
で

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

醸
成
が
重
要
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ｐ
を
丁

寧
に
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
授
業
や
学
校
行

事
の
精
選
が
進
め
ば
、
結
果
的
に
先
生
方

の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
」（
三
浦
先
生
）

　
「
教
師
と
生
徒
の
思
い
が
一
致
し
た
時

に
、
そ
の
教
育
は
正
し
か
っ
た
と
言
え
る

の
が
本
来
の
姿
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
、
授
業
改
善
の
た
め
に
は
、

生
徒
自
身
に
高
校
で
ど
う
い
う
力
を
身
に

つ
け
た
い
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
い
ず
れ
、
生
徒
と
教
師
が
と
も

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
る
時
代
が
来
る

は
ず
で
す
」（
美
那
川
先
生
）

カリマネ進捗報告
長崎県立佐世保西高校「指導改善プロジェクト」

1年目は教科主任、2年目は各教科の若手教師を
中心に声をかけ、授業改善と「総合的な探究の時
間」の充実を2大テーマにカリマネを進めていく
プロジェクトチームをつくりました。（舟越先生）

各
教
師
の
授
業
目
標
を

学
校
教
育
目
標
と
一
致
さ
せ
る
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特集
学校教育デザインを描く今と未来

も
大
事
だ
」
と
、
地
域
と
連
携
し
た
学
校

づ
く
り
の
重
要
性
も
指
摘
し
た
。

　

カ
リ
マ
ネ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
お

け
る
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
さ

れ
た
。「
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
が
最

大
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
、
教
師

も
保
護
者
も
、
点
数
以
外
に
生
徒
の
成
長

を
語
れ
る
材
料
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
高
校
教
師
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
三

浦
先
生
は
、「
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
に
ど

ん
な
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
を
自
由
闊
達

に
話
す
場
を
、
ま
ず
は
先
生
方
の
中
に
つ

く
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
教
師
自
身
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
に
対

し
て
、「
生
徒
の
資
質
・
能
力
面
の
成
長

を
保
護
者
や
地
域
に
発
信
す
る
な
ど
し

て
、
学
校
が
社
会
を
変
え
て
い
き
た
い
」

「
若
い
先
生
の
中
に
は
、
資
質
・
能
力
の

育
成
を
大
切
に
し
て
授
業
改
善
に
臨
む
人

も
少
な
く
な
い
。
若
い
教
師
の
力
と
感
性

を
信
じ
た
い
」
な
ど
、
高
校
の
力
を
信
じ

る
声
が
上
が
っ
た
。

　

岡
山
県
立
総
社
高
校
の
三
谷
昌
士
校
長

の
、「
評
価
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
客

観
デ
ー
タ
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
実
践
の
見
直
し
と
改
善
に
役

立
つ
も
の
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
」
と
い

う
指
摘
に
、
森
教
授
が
、「
意
図
し
た
力

が
生
徒
に
つ
い
た
か
ど
う
か
を
多
面
的
に

測
る
の
が
評
価
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
の
Ａ
が
改
善
す
る
も
の
か
ど
う
か
が

重
要
だ
」
と
語
り
、
さ
ら
に
、「
１
人
の

生
徒
の
成
長
を
教
師
同
士
で
じ
っ
く
り
語

り
合
え
る
の
は
大
学

に
は
な
い
高
校
の
よ

さ
。
評
価
は
、
教
師
、

生
徒
に
と
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
願
い
を

語
っ
た
。
ま
た
、
福

岡
県
立
小
倉
商
業
高

校
の
松
藤
史ふ

み

紹あ
き

先
生

か
ら
は
、「
暗
記
型

の
学
習
で
は
対
応
で

き
な
い
、
資
質
・
能

力
を
測
る
問
題
を
定

期
考
査
で
出
す
よ
う

に
し
た
と
こ
ろ
、
３

年
生
の
保
護
者
の
方

か
ら
、『
進
路
が
決

ま
っ
て
ひ
と
安
心
し

て
い
た
子
ど
も
が
、

も
っ
と
深
く
学
び
た

い
か
ら
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
生
懸
命

に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
っ
た

声
を
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
目
の
前
の
生

徒
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
力
が
カ
リ
マ
ネ

に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
、
実
践
例

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

講
師
と
高
校
教
師
の
対
話
の
中
で
何
度

も
言
及
さ
れ
た
の
が
、「
生
徒
の
声
を
聞

く
こ
と
の
重
要
性
」
だ
。
大
阪
市
立
都み

や
こ

島じ
ま

第
二
工
業
高
校
の
坂
本
高
英
先
生
は
、「
も

と
も
と
学
習
に
前
向
き
な
生
徒
だ
け
で
な

く
、
高
校
入
学
後
に
意
欲
的
に
学
び
始
め

る
生
徒
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
、

何
を
学
校
に
求
め
て
い
る
の
か
を
丁
寧
に

聞
く
こ
と
が
重
要
で
、
学
校
に
よ
っ
て
は

個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育

な
ど
が
カ
リ
マ
ネ
の
中
に
重
要
な
要
素
と

し
て
入
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
」

と
、
自
校
ら
し
さ
を
生
か
し
た
学
校
づ
く

り
へ
の
可
能
性
に
言
及
し
た
。

　

あ
る
高
校
教
師
か
ら
は
、「
カ
リ
マ
ネ

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
教
師
目
線
だ
け
で
授
業
や
学
校
行

事
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
と
気
が
つ
い
た
。
自
校
の
生
徒
の
立

場
で
、『
今
後
生
き
て
い
く
未
来
を
考
え
、

ど
ん
な
教
育
が
求
め
ら
れ
る
の
か
』
を
、

私
た
ち
は
も
っ
と
語
り
合
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。
最
後

に
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
統
括
責
任
者
の

柏
木
崇
が
、「
本
日
の
議
論
を
、
各
校
で

の
さ
ら
な
る
対
話
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
再
会
の
場
は
幕

を
閉
じ
た
。
教
師
や
生
徒
に
加
え
、
保
護

者
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
語

り
合
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
が
よ
り

鮮
明
に
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

P

P'

P''

A A' A'' DD'D''

C

C'

C''

P''

A'' D''

C''

P''

A''

D''

C''

P''

A''

D''

C''

マクロレベルのサイクル
（学校教育目標）

ミドルレベルのサイクル
（学年・教科目標）

ミクロレベルのサイクル
（授業目標）

現実として、生徒一人ひ
とりが、複数の教師の
授業を受けている。そ
のため、教師間のＰＤＣ
Ａサイクルの軸がずれて
しまうと、学校教育目標
の達成は遠のいてしま
う。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ａ
ま
で
回
る

評
価
項
目（
Ｃ
）を

教師間でＰＤＣＡサイクルを一致さ
せるためには、スタートとなるＰの
部分、つまり、学校として育成を
目指す資質・能力を教師間で共通
理解することが重要になる。

カリマネのＰＤＣＡサイクル図１
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私
が
生
徒
に
育
み
た
い
の
は
、
地
球
規

模
の
課
題
に
挑
も
う
と
す
る
志
で
す
。
そ

の
よ
う
な
志
は
、
本
質
を
見
抜
く
力
を
礎

と
し
て
確
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。
物
事
の

本
質
を
見
抜
い
た
時
初
め
て
、
人
は
魂
を

突
き
動
か
さ
れ
、
そ
の
感
動
は
大
き
な
壁

を
も
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
志
へ
と
昇
華

し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
流
行
や
甘
言
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
根
拠
を
持
っ

て
本
質
を
判
断
し
、
納
得
解
を
探
し
続
け

る
態
度
を
、
様
々
な
社
会
課
題
を
抱
え
た

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
に
育
み

た
い
の
で
す
。
で
は
、私
た
ち
の
授
業
は
、

本
質
を
見
抜
く
力
を
養
う
場
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
こ
の
問
題
を
見
て
何
を
感
じ
る
？
」

「
ど
う
し
よ
う
と
思
う
？
」。
数
学
の
授
業

で
そ
う
生
徒
に
問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

生
徒
の
答
え
か
ら
発
想
力
が
見
て
取
れ
ま

す
し
、
解
に
た
ど
り
着
こ
う
と
す
る
過
程

で
は
、
思
考
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、こ
の
問
題
の
本
質
は
何
か
、

出
題
者
は
ど
ん
な
力
を
測
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
な
さ
い
と
話
し
て

き
ま
し
た
。
問
題
の
解
き
方
を
教
え
て
い

る
だ
け
で
は
、
生
徒
は
「
数
学
は
社
会
で

役
に
立
た
な
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
数
学
を
通
し
て
論
理
的
な

思
考
力
を
身
に
つ
け
、
本
質
を
見
抜
く
力

を
養
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き
れ
ば
、

文
系
の
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
数
学
は
社
会

で
役
立
つ
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
知
識
の
習
得
も

大
切
で
す
が
、
そ
れ
は
や
み
く
も
な
暗
記

や
ド
リ
ル
学
習
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
教
師
が
精
選
し
た
事
項
の
理
解
が
起

点
と
な
っ
て
、
生
徒
の
中
で
知
識
が
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
な
授
業
の
中
で
な
さ
れ

る
べ
き
で
す
。

　

本
質
を
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
機
会

と
し
て
、
授
業
、
学
校
行
事
、
部
活
動

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
願
い
を
私

は
、「
凡
事
徹
底
」
と
い
う
言
葉
で
繰
り

返
し
生
徒
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
遅
刻
を

し
な
い
、
挨
拶
を
す
る
、
授
業
に
集
中
す

る
…
…
あ
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
い
生

徒
に
は
、
教
師
が
「
な
ぜ
、
そ
れ
が
未
来

を
生
き
る
君
た
ち
に
大
切
な
の
か
」
を
語

る
べ
き
で
す
し
、
教
師
自
身
も
凡
事
徹
底

す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

教
師
が
本
質
を
問
い
、

凡
事
を
徹
底
さ
せ
る
中
で

生
徒
は
志
を
抱
い
て
い
く

東
京
都
立
西
高
校　

寺
島
求も

と
む

本
質
を
見
抜
く
力
を

日
々
の
授
業
で
養
う

◎
教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
３
学
年

主
任
。
数
学
科
。
東
京
都
教
育
委
員
会
指
定
の
進
学
指

導
重
点
校
で
あ
る
東
京
都
立
八
王
子
東
高
校
に
お
い

て
、
進
路
指
導
主
任
な
ど
を
歴
任
。
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
再
任
用
教
員
。
19
年
度
を
も
っ
て
教
壇
を
降
り
る
。

「これからの生徒、これからの教師」
新しい時代に必要となる資質・能力を生徒に育むための「学校教育デザイン」は、

一度描けばよいというものではなく、時代や環境の変化を踏まえて描き直すことが求められる。
その度に学校現場は、様々な課題に直面することになるだろう。

それでも、学校は、教師は、生徒のために、その歩みを止めることはない。
そうした不断の努力を重ねる学校現場へ、３人の教師が、

それぞれの立場からエールを送る。

現場へのメッセージ

20 Februar y  2020

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 20頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P20-21_view21koukou-2g.indd   20 2020/01/23   15:50



　
38
年
間
の
教
師
生
活
を
通
し
て
、私
は
、

定
期
考
査
の
答
案
を
考
査
後
の
最
初
の
授

業
で
必
ず
返
却
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
の

学
び
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
「
旬
」
を

逃
し
た
く
な
い
と
い
う
私
な
り
の
矜き

ょ
う

持じ

で

あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
時
間
管
理
を

工
夫
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
も

教
師
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

　
教
師
は
誰
も
が
、
生
徒
の
こ
と
を
大
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
寂
し
い
こ
と

で
す
が
、
生
徒
の
行
く
末
を
最
後
ま
で
見

届
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
私
は
、
毎
日
の
授
業
で
未
来
の
生
徒
と

つ
な
が
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
授
業
の
延
長

線
上
に
生
徒
の
未
来
が
あ
る
か
ら
で
す
。

日
々
の
授
業
と
生
徒
の
未
来
の
間
に
橋
を

架
け
る
職
人
、
そ
れ
が
教
師
な
の
で
す
。

東
京
都
立
西
高
校

◎
昭
和
12
年
に
創
立
さ
れ
た
府
立
第
十
中
学
校
を

母
体
と
す
る
。
教
育
理
念
は
「
文
武
二
道
」「
自
主
・

自
律
」。
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
。
東
京
都
教
育
委
員
会
指
定
の
進
学
指
導

重
点
校
。

◎
設
立　

１
９
３
7
（
昭
和
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

　

国
公
立
大
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
、
東
京
工
業

大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど

に
１
０
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な

ど
に
延
べ
３
９
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.nishi-h.m

etro.tokyo.jp/

特集

寺島先生は、授業開始５分前には必ず教室に来て板書
を始めます。授業が始まったらすぐに僕らが集中でき
るように準備してくれているのです。そして、定期考

査や校内模試の結果は、どの先生よりも早く、しかも度数分布ま
でつけて返却してくれます。先生は先生がやるべきことを通して、
「凡事徹底とはこういうことなんだよ」と、僕たちに教えてくれ
ている気がします。（３年生　横田陸さん）

「言われたことをやるだけではなく、すべきことは何
かを自分で考えなさい」と寺島先生はよくおっしゃい
ます。依然として、出る杭は打たれる社会だからこそ、

高校時代から、自分が何かをしようという意志を持ち続けなけれ
ばいけないと思います。授業や部活動などで、自分の頭と手を使
う中で、自らのアイデンティティーを確立していくことも、僕ら
高校生にとっての凡事徹底だと思います。（３年生　大山真

ま
由
ゆ
さん）

広い視野で相手を見て、その人のためになることを考
えられるのが寺島先生です。今後、ＡＩが発達しても、
人とコミュニケーションを取ることは人間にしかでき

ないはずです。だからこそ、高校時代に身につけなければいけな
いのは、自分自身のことを理解した上で、周囲の人を生かしてい
く力だと思います。ＡＩにはできない人間の役割が果たせる大人、
寺島先生のような大人になりたいです。（３年生　熊井萌

めぐ
実
み
さん）

どんなに高い目標を打ち明けても絶対に笑わず、「君な
ら、できるんじゃないの」と本気で言ってくれるのが
寺島先生です。大人の中には、自分が間違っていても

子どもには謝らない人がいますが、寺島先生は自分が勘違いして
いた時などはすぐに謝るし、自分から率先して生徒に挨拶もして
くれます。生徒に求めることを自分が徹底しているのです。信じ
られる人は、こういう人なのだと思います。（３年生　古川幸佳さん）

生徒が語る寺島先生からの「未来への学び」
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福
岡
県
の
公
立
高
校
で
教
師
を
務
め
る

私
は
、
２
０
１
９
年
度
の
１
年
間
、
研
修

と
し
て
北
海
道
の
私
立
札
幌
新
陽
高
校
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。同
校
で
は
、
授
業
や

担
任
を
持
た
ず
、会
議
や
学
校
行
事
等
に

参
加
し
た
り
、
視
察
目
的
の
来
校
者
と
教

育
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
道
内
の
高
校
や
教

育
委
員
会
、
企
業
等
の
視
察
も
し
て
い
ま

す
。

　

20
年
度
に
福
岡
に
戻
っ
て
取
り
組
も
う

と
考
え
て
い
る
の
は
、地
域
や
学
校
を
超

え
て
教
師
や
生
徒
を
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。外
に
出
る
こ
と
で
自
分
や
所
属
組
織

を
客
観
視
で
き
、本
質
や
価
値
を
見
直
せ

る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
そ
れ
を

身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。学
内
外
で

出
会
っ
た
人
々
は
、私
の
出
身
大
学
や
勤

た
出
会
い
で
あ
れ
ば
安
心
・
安
全
で
す
。

様
々
な
学
び
を
生
み
出
す
他
者
と
の
つ
な

が
り
を
、
教
師
に
も
生
徒
に
も
広
め
た
い

で
す
し
、
私
自
身
も
他
者
と
の
つ
な
が
り

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

道
内
の
様
々
な
学
校
を
見
る
中
で
、
理

想
の
学
校
は
自
然
と
で
き
て
い
く
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
で
模
索
し
、
創
る
し
か

な
い
と
い
っ
た
覚
悟
も
で
き
ま
し
た
。

　

札
幌
新
陽
高
校
は
、民
間
企
業
か
ら
転

身
し
た
荒
井
優ゆ

た
か

校
長
が
、大
胆
な
改
革
で

廃
校
寸
前
か
ら
立
て
直
し
、生
徒
主
体
の

学
び
を
実
現
し
て
い
る
学
校
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
探
究

コ
ー
ス
で
は
、生
徒
自
身
が
自
分
に
必
要

な
こ
と
を
考
え
て
学
び
、問
題
解
決
型
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。校
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
は
上
位
に
入
り
ま

す
し
、
他
校
か
ら
は
「
発
想
力
や
提
案
力

が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

学
び
が
、
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
の
だ
と

実
感
し
ま
す
。
一
方
で
、
自
分
に
は
知
識

が
乏
し
く
、
考
え
を
深
め
切
れ
て
い
な
い

と
悩
ん
で
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。そ
う
し

た
生
徒
を
見
て
い
る
と
、自
律
的
な
学
び

を
支
え
る
た
め
に
は
、
知
識
を
体
系
的
に

与
え
る
場
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
、
生
徒
の
よ
り
よ
い
成

長
に
寄
与
で
き
る
の
か
。教
師
自
身
が
考

え
て
実
践
す
る
こ
と
で
し
か
、最
適
解
は

得
ら
れ
な
い
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
は
加
速
度
的
に
変
化
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
安
を
あ
お

る
風
潮
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
生
活
が
便
利

に
な
っ
た
り
、新
た
な
職
業
に
挑
戦
で
き

た
り
と
い
っ
た
、様
々
な
可
能
性
へ
の
期

務
校
を
気
に
も
留
め
ず
に
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。
先
入
観
が
な
い
代
わ
り
に
、
ど
ん

な
教
育
活
動
を
し
て
き
た
の
か
、
授
業
で

重
視
す
る
こ
と
は
何
か
と
い
っ
た
実
践
や

教
育
観
を
聞
か
れ
、そ
れ
で
私
と
い
う
教

師
が
判
断
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、

私
の
軸
は
大
学
院
に
進
学
し
て
ま
で
追
究

し
た
文
学
に
あ
り
、人
生
を
豊
か
に
す
る

文
学
の
面
白
さ
を
生
徒
に
伝
え
た
い
と
い

う
、私
が
教
師
を
志
し
た
原
点
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
つ
の
組
織
に
長
く
い
る
と
、

自
分
の
同
じ
面
し
か
出
せ
な
く
な
る
も
の

で
す
。
教
師
の
場
合
、
教
室
で
生
徒
に
見

せ
る
面
ば
か
り
を
磨
い
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
そ
れ
で
は
人
間
的

な
広
が
り
が
な
く
、
面
白
み
の
な
い
教
師

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
教
師
は
も
っ
と

外
に
出
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
れ
ば
、
遠
隔
地
の
人

と
の
連
絡
も
容
易
で
す
し
、
学
校
を
通
じ

変
化
を
楽
し
む
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、

学
校
を
超
え
て
生
徒
も
教
師
も
つ
な
げ
た
い

福
岡
県
立
福
岡
高
校
　

深
江
一
美

外
に
出
て
人
間
性
を
広
げ
、

教
師
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る

◎
教
職
歴
15
年
。
国
語
科
。
探
究
学
習
担
当
。
同
校
赴

任
７
年
目
と
な
る
２
０
１
９
年
度
の
１
年
間
、
札
幌
新

陽
高
校
で
長
期
派
遣
研
修
中
。

◎
福
岡
県
立
福
岡
高
校
／
全
日
制
・
普
通
科
・
共
学
・

１
学
年
約
４
０
０
人
／
東
京
大
や
京
都
大
な
ど
、
国
公

立
大
に
例
年
２
０
０
人
余
り
が
合
格
す
る
進
学
校
。
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待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。変
化
す
る
と
分

か
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
前
向
き
に

捉
え
た
い
で
す
し
、
生
徒
に
は
ど
ん
な
状

況
も
楽
し
め
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
が
そ
う

し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
て
る
よ
う
、私
自
身
、

ど
の
よ
う
な
教
育
が
求
め
ら
れ
て
も
、
生

徒
と
一
緒
に
自
分
も
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
な
の
だ
と
捉
え
、
変
化
を
楽
し
む
教
師

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
出
会
い
と
原
体
験
」
を
積
み
重
ね
て
い

く
場
所
、
そ
れ
が
学
校
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
自
身
の
知
的
好
奇
心
を
発
見
し
、
自

分
な
り
に
深
め
、
価
値
観
や
将
来
像
を
見

い
だ
し
て
い
く
。
学
校
の
役
割
は
、
生
徒

を
そ
の
入
り
口
に
導
く
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
学
校
を
地
域
や
企
業
等
に
開
放

し
、
多
様
な
異
分
子
が
行
き
交
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
福
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
深

江
先
生
の
派
遣
を
打
診
さ
れ
た
際
に
す
ぐ

に
了
承
し
た
の
も
、
北
海
道
と
は
全
く
異

な
る
地
域
の
公
立
高
校
の
教
師
が
来
た
ら
、

本
校
の
教
師
も
生
徒
も
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
学
び
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

私
自
身
は
、
上
場
企
業
に
就
職
し
て
、

自
分
な
り
に
努
力
し
、
複
数
の
企
業
で
要

職
を
務
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
成
功
だ
と
い
う
価
値
観
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に
か
か
わ
る

過
程
で
一
変
し
ま
し
た
。
地
域
に
根
づ
い

て
生
き
て
き
た
人
々
が
悲
惨
な
現
状
を
受

け
入
れ
、
力
強
く
前
を
向
い
て
歩
い
て
い

る
姿
を
見
て
、
生
き
る
力
と
は
何
か
を
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
に
、

祖
父
が
創
立
し
た
本
校
の
立
て
直
し
を
父

か
ら
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
私
の
異
な
る

環
境
で
の
出
会
い
と
原
体
験
は
、
今
の
学

校
づ
く
り
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

深
江
先
生
が
北
海
道
で
学
ん
だ
成
果
が

問
わ
れ
る
の
は
、
福
岡
に
帰
っ
て
か
ら
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
と
も
に
学
ん
だ
本
校

の
教
師
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

両
者
の
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

特集

異
分
子
が
多
い
か
ら
こ
そ
学
校
は
活
性
化
す
る

北
海
道
・
私
立
札
幌
新
陽
高
校 

校
長
　

荒
井
優ゆ

た
か

◎
民
間
企
業
を
経
て
、
２
０
１
１
年
７
月
、

公
益
財
団
法
人
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財

団
専
務
理
事
に
就
任
し
、
復
興
支
援
に
尽
力
。

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校

の
設
立
に
も
参
画
。
16
年
２
月
、
札
幌
新
陽

高
校
の
校
長
に
就
任
。

◎
北
海
道
・
私
立
札
幌
新
陽
高
校
／
全
日
制
・

普
通
科
・
共
学
・
１
学
年
約
４
０
０
人
／
「
本

気
で
挑
戦
す
る
人
の
母
校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

学
校
改
革
を
推
進
。
長
年
続
い
た
生
徒
減
少

を
解
消
し
、
大
学
進
学
率
は
６
割
に
増
加
し

た
。
２
０
１
８
年
度
、
探
究
コ
ー
ス
を
設
置
。

越境した学びをともにして

札幌新陽高校では、2019 年度に
職員室を改装。用途に応じた３つ
のゾーンに分け、教師・生徒・来校
者が交流しやすい場所にした。
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私
た
ち
が
育
て
た
い
の
は
、
人
生
を
通

し
て
学
び
続
け
る
人
で
す
。「
学
び
は
授

業
中
だ
け
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
す
べ
て
が
学
び
だ
と
い
う
意
識

を
生
徒
に
育
み
た
か
っ
た
私
は
、
校
長
と

し
て
赴
任
し
て
す
ぐ
、
高
校
３
年
間
を
通

じ
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
力
を
、
学
校
教

育
目
標
「
吉
田
高
校
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
吉
高
Ｇ
Ｐ
＊
）」
と
し

て
明
文
化
し
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校

行
事
や
部
活
動
な
ど
、
す
べ
て
の
教
育
活

動
に
お
け
る
共
通
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

吉
高
Ｇ
Ｐ
を
掲
げ
て
３
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
学
校
教
育
目
標
は
生
徒
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に

は
、「
後
輩
に
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
考
え
た
３
年

生
の
有
志
生
徒
が
、
実
社
会
で
直
面
す
る

変
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
」
と
提
案
し
ま

し
た
。
す
る
と
生
徒
た
ち
は
、「
そ
の
方

が
、
よ
り
今
の
時
代
に
合
っ
て
い
る
の
で

は
」「
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
言
葉
に
な
っ

て
い
る
か
」
と
私
た
ち
教
師
の
目
の
前
で

話
し
合
い
、
最
終
的
に
「
現
状
の
ま
ま
が

よ
い
」
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
議
論
を
満
喫
し
た
様
子
の
生
徒
た
ち

を
見
て
、
私
は
、
生
徒
が
自
分
の
力
で
学

校
を
よ
り
よ
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
「
絶
対
解
」
が
存
在
し
な
い
課
題
が
山

積
す
る
時
代
に
な
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
は
、
教
師
が
教
え
る
場
か
ら
、
教
師

と
生
徒
が
と
も
に
学
び
、
成
長
す
る
場
に

な
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
は
、
教
師
の
言
葉

に
疑
問
を
感
じ
た
時
は
、
そ
れ
を
き
ち
ん

と
教
師
に
伝
え
、
教
師
は
、
と
も
に
学
ぶ

者
と
し
て
生
徒
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
上

で
、
自
分
の
考
え
を
説
明
す
る
。
生
徒
と

知
的
な
議
論
を
す
る
こ
と
で
、
教
師
は
生

徒
に
と
っ
て
、「
あ
の
人
の
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
け

る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
教
師
は
、
生
徒
に
と
っ
て
対
話

を
通
じ
て
、
未
来
を
つ
く
る
仲
間
で
あ
れ

ば
よ
い
の
で
す
。完
璧
な
存
在
で
は
な
く
、

１
人
の
人
間
と
し
て
生
徒
の
前
に
立
ち
、

過
去
の
成
功
体
験
や
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
生
徒
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
よ
さ
や

可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
く
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
、不
足
や
苦
手
を
抱
え
て
い
て
も
、

必
ず
生
徒
は
教
師
を
尊
敬
し
ま
す
。
同
じ

こ
と
は
、
教
師
同
士
で
も
言
え
ま
す
。
特

に
、
こ
れ
か
ら
の
管
理
職
に
は
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
語
れ
る
か
が
重
要

か
も
し
れ
な
い
様
々
な
問
題
を
、
吉
高
Ｇ

Ｐ
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
を

考
え
、
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
「
社

会
や
仕
事
で
必
要
と
さ
れ
る
力
に
つ
い

て
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
と
結
び
つ
け
な
が
ら
子
ど

も
と
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
を
耳
に
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
に
と
っ
て
、

吉
高
Ｇ
Ｐ
は
達
成
す
る
こ
と
以
上
に
、
今

後
必
要
に
な
る
資
質
・
能
力
を
語
り
合
う

た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
価
値
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

吉
高
Ｇ
Ｐ
は
、
生
徒
の
も
の
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
生
徒
は
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
自
分
た
ち

の
未
来
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
し
た
目
標
へ
と

自
ら
の
力
で
変
え
よ
う
と
し
ま
す
。
生
徒

会
役
員
選
挙
で
は
「
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
改
善
」

を
公
約
に
掲
げ
る
生
徒
が
い
ま
す
し
、
先

日
も
生
徒
集
会
で
、
１
年
生
が
、「
吉
高

Ｇ
Ｐ
の
『
傾
聴
力
』
は
、『
解
釈
力
』
に

教
師
と
生
徒
が
時
に
ぶ
つ
か
り
合
い

未
来
を
つ
く
る
場
所

─
そ
れ
が「
高
校
」

山
梨
県
立
吉
田
高
校
　

髙た
か

保ほ

裕ゆ
う

樹き

学
校
教
育
目
標
が
教
師
、
生
徒
、

保
護
者
の
共
通
言
語
に
な
っ
た

◎
教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
学
校
長
。

初
任
で
吉
田
高
校
勤
務
後
、
教
育
庁
社
会
教
育
課
な
ど

を
経
て
、
現
職
。
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
多
面

的
な
教
育
目
標
と
し
て
「
吉
高
Ｇ
Ｐ
」
を
設
定
。
教
育

活
動
全
般
の
改
善
を
進
め
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
推

進
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
。

現場へのメッセージ
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に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
絶
対
解
が
存

在
し
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
経
験
の
中
に
も
学
び
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
先
生
方
に
、
そ
し
て
生
徒
に

も
話
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
「
こ
う
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
の
で

は
な
く
、「
私
は
こ
う
思
う
の
だ
け
れ
ど
、

あ
な
た
は
ど
う
思
う
？
」「
一
緒
に
挑
戦

し
て
み
な
い
？
」
と
問
い
か
け
て
も
ら
っ

た
方
が
、
生
徒
も
教
師
も
成
長
す
る
は
ず

で
す
。
納
得
で
き
な
け
れ
ば
、
話
し
合
え

ば
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
未

来
を
生
き
る
生
徒
に
必
要
な
力
と
し
て
求

め
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。高
校
は
、

生
徒
と
教
師
に
と
っ
て
、
時
に
知
的
に
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
未
来
を
つ
く
る
場

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
立
吉
田
高
校

◎
校
訓
は
「
百
折
不
撓
」「
純
剛
」。
新
入
生
を
対
象

に
し
た
校
歌
・
応
援
歌
指
導
、
富
士
登
山
強
歩
大
会

な
ど
の
伝
統
行
事
を
持
つ
。
１
、
2
年
次
の
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」の
中
に「
富
士
山
学
」を
設
置
し
、

富
士
山
の
観
光
、
防
災
、
産
業
、
自
然
な
ど
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
の
探
究
学
習
に
取
り
組
む
。

◎
設
立　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
６
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京
大
、
名

古
屋
大
、大
阪
大
な
ど
に
99
人
が
合
格
。私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田

大
な
ど
に
延
べ
５
１
３
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.yoshidah.kai.ed.jp

特集

教務主任　東
あずま

　一
かず

孝
たか

教育には不易と流行がありま
す。生徒に向き合う教育者と
してのあり方は変わらなくても、

変化する社会の中で学校の果たすべき機
能や役割を見直し、常にバージョンアップ
をしていく感度と覚悟が、私たち教師に
は求められているように思います。本校は、
髙保校長が掲げた「吉高ＧＰ」の下、学校
行事の精選や授業の改善を絶え間なく続
けていますが、「吉高ＧＰ」という軸を得た
ことで、教師一人ひとりが、時代の動きを
踏まえたこれからの教育を考えることがで
きるようになったのです。

１学年主任　在原綱
つな

樹
き

髙保校長は、壁にぶつかった
経験も含めて、自分の生き様
を赤裸々に我々教師に対して、

そして時には生徒に対しても語ります。そ
れは、「こうすればうまくいく」という人
生の模範解答ではなく、生き方を一緒に
考えようという問いかけのように感じます。
そこに集う人たちがそれぞれのよさを引き
出し、認め合いながら、集団の力にしてい
く……教師にとっても生徒にとっても、学
校はそんな場であるべきだと、髙保校長と
の３年間は私に教えてくれたように思いま
す。

1学年担任　川崎はるな
髙保校長はアイデア豊かで、
発想力に富んだ先生です。し
かし、私たちに自分の考えを

押しつけることはせず、「こういう考えもあ
るんだよね」と、私たちが自分の力で気
づきを得るような言葉を与え、それぞれ
の成長を促します。高いアンテナを持って
様々な情報を収集し、そこから確固たる
ご自身の考えをつくりながらも、私たち若
手にも職員室で気さくに話しかけ、若手
の考えを丁寧に聞いていく髙保校長から、
これからのリーダー、これからの教師とし
て必要なあり方を学んだように思います。

教師が語る「髙保校長から得たもの」
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青
森
県
立
八は

ち
の

戸へ

西
高
校
の
諏
訪
節
子
先
生
は
、
授
業

を
通
じ
て
生
徒
の
表
現
力
や
協
働
性
を
高
め
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
以
前
よ
り
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
多
く

取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
し
て
き
た
。

　「
私
は
、
経
験
が
表
現
力
も
育
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
師
か
ら
一
方
的
に
教
え
ら
れ
て
覚
え
た
こ
と
は
、
時

青森県立八戸西高校
◎校訓は、「自啓自発」。1975 年の創立当初
から「文武両道」を掲げ、勉学と部活動の双
方に力を注いでいる。「ライフ・ナビ・タイム」
と名づけた「総合的な探究の時間」では、生
徒に自己のあり方・生き方、進路について考
えさせる活動に取り組む。
◎設立　1975（昭和50）年
◎形態　全日制／普通科・スポーツ科学科／共学
◎生徒数　１学年約200人
◎2019年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、北海道教育大、弘前大、岩手大、
秋田大、青森公立大などに27人が合格。私立
大は、東洋大、法政大などに延べ94人が合格。
短大、専門学校進学64人。就職10人。
◎URL

青森県立八
はちの

戸
へ

西高校
諏訪節子　すわ・せつこ　

教職歴 34 年。同校に赴任して５年目。
図書部副主任。家庭科担当。
調理実習を生徒一人ひとりが行うことなどを通じて、
実生活に役立つことを重視した授業を展開する。

http://www.hachinohenishi-h.asn.
ed.jp/

10:30 調べ学習のテーマ決め 授業
ハイライト

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
実
習
・
実
験
を
通
し
て
、

社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な

表
現
力
や
協
働
性
な
ど
を
育
む

生徒は、名簿順に４人１組の 10 グループに分かれて、
それぞれ席に着いた。諏訪先生は、本時に行う調べ学習
のテーマとして、「りんごの栄養成分」「りんごの生産地」
「りんごを使った料理」など、10項目を提示。各グルー
プの代表者が前に出てきてくじを引き、自分たちが調べ
るテーマを決めていった。

●
２
時
間
続
き
で
行
わ
れ
る
１
年
生
の
「
家
庭
基
礎
」
で
、

単
元
「
調
理
の
基
礎
」
の
全
20
時
間
の
う
ち
の
19
・
20
時

間
目
。
１
時
間
目
は
、
グ
ル
ー
プ
で
り
ん
ご
の
特
性
に
つ
い

て
調
べ
、
２
時
間
目
は
、
り
ん
ご
の
皮
む
き
と
廃
棄
率
計

算
の
実
験
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

家庭

実践

経
験
が
表
現
力
を
育
む
と
考
え
、

生
徒
主
体
の
活
動
を
多
く
設
定

諏
訪
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

26 Februar y  2020
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間
が
経
て
ば
、
生
徒
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、

自
ら
頭
を
働
か
せ
、体
を
動
か
し
て
経
験
し
た
こ
と
は
、

記
憶
と
し
て
定
着
し
や
す
く
、
そ
れ
を
文
章
や
口
頭
で

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
際
に
も
、
生
徒
独
自
の
視
点
で
表

現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
諏
訪
先
生
は
こ
こ
数
年
、
生
徒
の
人
と
か

か
わ
る
力
の
低
下
を
感
じ
て
お
り
、
周
囲
と
協
力
し
な

が
ら
課
題
に
取
り
組
む
経
験
を
積
ま
せ
る
た
め
に
、
生

徒
同
士
の
協
働
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

２
時
間
連
続
で
行
わ
れ
る
「
家
庭
基
礎
」
で
は
、
１

学
期
は
「
栄
養
学
」
や
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
な
ど

を
講
義
形
式
で
指
導
し
、２
学
期
か
ら
の
「
調
理
の
基

礎
」
で
は
、食
品
の
特
徴
を
始
め
と
し
た
栄
養
学
、
消

費
者
と
し
て
の
商
品
選
択
、食
品
や
器
具
の
衛
生
的
な

扱
い
方
な
ど
を
指
導
し
た
後
、
実
験
・
実
習
を
行
う
。

諏
訪
先
生
は
、
講
義
形
式
の
授
業
で
も
、
後
半
に
ペ
ア

ワ
ー
ク
の
時
間
を
設
け
て
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
生
徒

同
士
で
質
問
や
意
見
を
出
し
合
わ
せ
、
教
師
に
よ
る
一

方
的
な
授
業
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

　

本
時
の
学
習
内
容
は
、
１
時
間
目
は
「
り
ん
ご
の

様
々
な
特
徴
」、
２
時
間
目
は
「
り
ん
ご
の
皮
の
む
き

方
と
廃
棄
率
」
だ
っ
た
。
今
回
、
１
時
間
目
は
講
義
形

式
で
は
な
く
、
生
徒
を
４
人
１
組
の
10
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、「
り
ん
ご
の
栄
養
成
分
」
や
「
り
ん
ご
の
生
産
地
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
＊
）
を
使
っ
て
調
べ
、要
点
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
ね
ら
い
は
、
必
要
な
情
報
を
選
択
す
る
力
や
、
他
者

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
、
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
な

が
ら
物
事
を
進
め
る
力
を
育
む
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
諏
訪
先
生
は
調
べ
方
や
ま
と
め

方
、
発
表
の
仕
方
に
つ
い
て
、
あ
え
て
具
体
的
な
指
導

を
し
な
か
っ
た
。

　
「
教
師
か
ら
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
生
徒
は
ま
と
め

方
や
発
表
の
仕
方
を
、
自
分
た
ち
で
相
談
し
な
が
ら
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
テ
ー
マ
で
も
、
調
べ
る

視
点
や
重
要
だ
と
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
徒
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
協
働
的
な
活
動
を
す
る
中
で
、
生
徒

に
も
の
の
見
方
や
考
え
方
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

諏
訪
先
生
は
、
活
動
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
様
子
を

見
な
が
ら
、
適
宜
、
ま
と
め
方
や
発
表
の
仕
方
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
諏
訪
先
生
は
、
学
習
内
容
や
気
づ
い
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
な
ど
を
、ノ
ー
ト
に
書
き
込
ま
せ
て
い
る
。

自
分
の
頭
で
考
え
て
ま
と
め
る
こ
と
で
、
学
び
の
質
が

高
ま
り
、
表
現
力
も
身
に
つ
く
と
考
え
る
か
ら
だ
。
授

業
後
に
ノ
ー
ト
は
提
出
さ
せ
、
評
価
対
象
の
１
つ
に
し

て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
評
価
の
比
率
を
や
や
高
め
に
す
る

こ
と
で
、生
徒
の
ノ
ー
ト
提
出
意
欲
を
維
持
し
て
い
る
。

　

定
期
考
査
で
は
、
授
業
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け
深
い
思

考
が
で
き
、
そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
を
見
る
た
め
に
、
配
点
の
約
４
分
の
１

＊　スマートフォン等は、調べ学習の時間以外には机の上に置き、操作しないルールとしている。

10:55 10:40グループごとに発表 スマートフォンを使って調べ学習

調べ学習の15分間が過ぎると、テーマについて調べたこと
を書き込んだホワイトボードシートを教室の壁や黒板に貼り、
各グループの代表者が発表した。諏訪先生は、それらの発表
について補足説明をするとともに、優れた視点での発表には、
「気づいた点がよいですね」などと、評価するコメントをした。

各グループとも、調べる役や書記役などを分担し、くじ引き
で決まったテーマについて、スマートフォンを使って調べ、
分かったことをホワイトボードシートに書き込んでいった。
諏訪先生は、各グループを回りながら、「この用語は難しい
から、説明の仕方を工夫しないとみんなに理解してもらえな
いかもよ」などと声をかけて、生徒に気づきを促した。

学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、

ノ
ー
ト
へ
の
書
き
込
み
を
重
視

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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を
記
述
式
問
題
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
解
答
用
紙
の

裏
面
に
は
、
授
業
で
感
じ
た
こ
と
や
、
家
庭
科
で
の
学

習
を
通
じ
て
自
分
の
生
活
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
の
か
な
ど
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、学
習
を
振
り
返
り
、

学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
に
結
び
つ
け
る
意
識
を
持
た

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

諏
訪
先
生
は
、
調
理
実
習
や
調
理
実
験
に
は
、
グ

ル
ー
プ
で
は
な
く
、
１
人
で
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
調
理
や
実
験
の
手
順
な
ど
が
分
か
ら

な
か
っ
た
ら
、
周
囲
の
生
徒
に
聞
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
身
を
置
か
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
で
問
題
を
解

決
す
る
、協
働
性
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
実
習
中
に
は
、
生
徒
に
「
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
周
り
の
人
に
質
問
し
よ
う
」「
ほ
か
の
人
が
ど

う
し
て
い
る
か
、観
察
す
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
」と
い
っ

た
声
か
け
を
し
、他
者
か
ら
の
気
づ
き
を
促
し
て
い
る
。

　

諏
訪
先
生
が
目
指
す
の
は
、
家
庭
科
の
授
業
を
通
じ

て
、
生
徒
に
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
こ
と
だ
。
表
現
力
や
協
働
性
の
育
成
を
重

視
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
「
大
切
な
の
は
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
で

生
か
す
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
中
で
、『
調
理
実
習
で

学
ん
だ
こ
と
を
こ
ん
な
ふ
う
に
応
用
す
れ
ば
、
も
っ
と

お
い
し
い
料
理
が
で
き
る
』と
い
っ
た
気
づ
き
が
あ
り
、

さ
ら
に
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。生
徒
に
は
、

『
今
日
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
家
庭
で
も
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
』
と
常
に
伝
え
て
い
ま
す
」

　

授
業
参
観
後
に
行
っ
た
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
子
ど
も
が
、
家
庭
科
の
授
業
の
こ
と
を
い
つ
も

家
で
話
し
て
く
れ
、
親
子
で
料
理
に
つ
い
て
話
す
機
会

が
増
え
ま
し
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
ま
さ
に
、
生
徒
が
家
庭
科
で
の
学
び
を
生
活
に
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
授
業
の
実
施
で
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
生
徒
同
士
の
協
働
的
な
活
動
を
効
果
的

に
行
え
ば
、
表
現
力
や
協
働
性
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

12:10

自分がむいたりんごの皮と芯の重さを量り、廃棄率を算出し
てプリント（図）に記入した。事前に説明のあったりんごの
標準廃棄率とされる 15％以下で皮むきをするのが目標だ。
計算を終えたら各自で後片づけをし、本時の学習内容や気づ
きをノートにまとめた。最後に、自分がむいたりんごを試食
して、授業は終わった。

1 1:30

諏訪先生がりんごの皮のむき方を実演しながら説明した後、
生徒は調理室に移動し、包丁で皮むきを始めた。包丁の使い
方のコツをつかんだ生徒が、上手に皮をむけていない生徒に
教えるなど、学び合う様子が見られた。諏訪先生は、机間巡
視しながら、1人で悪戦苦闘していた生徒に、「周りの人がど
うやっているのかを見て、参考にしてごらん」と声をかけた。

廃棄率を計算 りんごの皮むき

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
生
活
で
生
か
す
よ
う
に
促
す

成
果
と
課
題

１
人
で
調
理
す
る
か
ら
こ
そ
、

協
働
性
を
育
む
場
が
生
ま
れ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

図　調理実験は、生徒各自で行い、結果をプリン
トに書き込み、ノートに貼って提出する。
＊諏訪先生提供資料をそのまま掲載。
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赤
坂
思の

ん音
さ
ん
　
諏
訪
先
生
の
授
業
で

行
わ
れ
る
調
理
実
習
で
は
、
先
生
が
調

理
法
を
一
通
り
実
演
・
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
が
、
実
際
の
調
理
は
自
分
１
人
で
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
周
り
や
先
生
に

聞
き
な
が
ら
進
め
ま
す
が
、
自
分
１
人
で
最
後
ま
で
終

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
考
え
る
力
が
つ
き
ま
す
。

　
今
日
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
は
「
り
ん
ご
の
加
工
品
」
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
前
で
発
表
し
た
の
は
、
私
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
シ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
を
た
だ
読
み
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
が
聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
に
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
て
話
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
私
た
ち

よ
り
も
上
手
に
ま
と
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞

く
と
、「
も
っ
と
工
夫
で
き
た
点
が
あ
っ
た
」
と
気
づ
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

藤
田
美
紀
さ
ん
　
諏
訪
先
生
の
授
業
で

楽
し
い
と
思
う
の
は
、
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
こ
と
で
す
。
先
生
の
授
業
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
多
く
、
感
想
や
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
ノ
ー
ト
に
書

く
の
は
大
変
で
す
。
で
も
、
書
き
な
が
ら
理
解
を
深
め

ら
れ
ま
す
し
、
き
ち
ん
と
ま
と
め
れ
ば
、
諏
訪
先
生
が

評
価
の
印
で
あ
る
は
ん
こ
を
押
し
て
返
し
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
今
日
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
は
、「
ス
タ
ー
カ
ッ
ト
」
と
い
う
、
り
ん
ご
の
栄
養
素

を
あ
ま
り
損
な
わ
な
い
切
り
方
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

私
は
書
記
役
を
務
め
ま
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

調
べ
る
役
、
調
べ
た
こ
と
を
整
理
す
る
役
、
書
記
を
す

る
役
を
自
然
と
分
担
で
き
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

【教科・科目】家庭・家庭基礎　【分野・単元】食生活と自立　調理の基礎（調理実習・調理実験）　【テーマ・作品】りんごを用いた廃棄率計算
【設定時数】全２０時間の中の１９・２０時間目　【単元目標】①りんごの栄養成分とその特徴を知る。②廃棄率について理解する。③皮のむき方
（技術）を習得する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

調理実習１
「厚焼き卵」

•食品の安全と衛
生について理解
している。
•食品の特徴につ
いて理解してい
る。
•加熱調理におい
て火加減の調節
ができる。

【知識、技能、主体
性、協働性】

①〈全体説明〉
本時の学習内容の説明を聞き、師範調
理を見学する。
②〈調理〉（完全１人調理：調理台［蛇
口２栓、ガスコンロ２口］に２人配置）
•１人２個の卵を使って「厚焼き卵」
を作る（調味料：砂糖、塩、しょうゆ）。
•盛りつけ・配膳する（できあがった
厚焼き卵を切り、皿に盛りつける）。
•作り方が分からない場合は、クラス
メートに確認する。
③〈評価〉
•配膳された厚焼き卵の評価（調理過
程、加熱状態、でき栄え等）。（評価
者：教師）
④〈振り返り〉
•個人で試食した後、振り返り事項を
プリント（ノートに貼付済み）に記
入し、提出する。

【主体的な学び】
•自力で調理することにより、調理過程の組み立てや
味加減、火加減の調節をできるようにする。
•自力で調理することにより、食品を安全かつ衛生的
に扱う意識を高める。
•自力で調理することにより、日常の食生活を振り返
り、食生活を改善・向上させる意欲を育てる。　

【対話的な学び】
•師範調理を見ることにより、対話しながら調理過程
の確認をできるようにする。
•食品の安全及び衛生的に扱う意識を養うことができ
るよう、卵の生産から流通、食品衛生（食中毒）の
観点からも説明する。

【深い学び】
•調理過程で失敗した経験から原因を考えさせ、次回
の成功への意欲を養う。
•調理の成功体験により、家庭でも実践してみるよう
促す。
•生徒自身の食生活を見直し、家族の食事にも配慮で
きる行動力を身につけるよう促す。

•盛りつけ、配膳
された「厚焼き
卵」を生徒の目
の前で採点・評
価する。
•プリントに記入
した実習の反省
（振り返り）事項
は、実習後回収
し、授業への関
心・意欲・態度
として評価する。2

19

調理実験３
「りんごを
用いた
廃棄率計算」

•りんごの主な品
種や栄養的特徴
を理解している。
•食品の廃棄率を
理解している。
•りんごの皮をむ
くことができる。

【知識、技能、主体
性、協働性】

①〈全体説明〉
本時の学習内容の説明を聞く。
②〈りんご・食品の廃棄率について〉
•りんご・廃棄率についての調べ学習
をする。
•りんご・廃棄率について調べたこと
を発表する。
③〈りんごの皮むき（廃棄率の確認）〉
•１人で１個のりんごの皮をむき、廃
棄率を計算する。
•包丁の使い方が分からない場合はク
ラスメートに確認する。
④〈評価・振り返り〉
•個人で試食した後、振り返り事項を
プリント（ノートに貼付済み）に記
入し、提出する。

【主体的な学び】
•自力で調理することにより、調理過程の組み立てが
できるようにする。
•自力で調理することにより、食品を安全かつ衛生的
に扱う意識を高める。
•自力で調理することにより、日常の食生活を振り返
り、食生活を改善・向上させる意欲を育てる。

【対話的な学び】
•師範調理を見ることにより、対話しながら調理過程
の確認をできるようにする。
•食品の廃棄率を理解することにより、食品を無駄な
く使う意識や食品ロスの概念を養うよう促す。

【深い学び】
•調理過程で失敗した経験から原因を考えさせ、次回
の成功への意欲を養う。
•調理の成功体験により、家庭でも実践してみるよう
促す。
•生徒自身の食生活を見直し、家族の食事にも配慮で
きる行動力を身につけるよう促す。

•標準廃棄率以下
で皮をむけたか
どうかを評価す
る。
•ノート及びプリ
ントに記入した
学習の内容と実
験後の反省（振
り返り）事項は、
実験後回収し、
授業への関心・
意欲・態度とし
て評価する。

20

＊諏訪先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 20 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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２
０
１
９
年
度
に
東
京
都
・
私
立
新
渡
戸
文
化
学
園

に
赴
任
し
た
山
本
崇
雄
先
生
は
、
担
当
す
る
英
語
の
授

業
で
、生
徒
の
学
び
の
意
欲
の
喚
起
を
大
切
に
し
た「
教

え
な
い
授
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
同
学
園
は
、
平
岩
国

泰
理
事
長
の
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
＊
1
）
な
ど
、

学
校
改
革
を
推
進
中
で
、
中
学
校
・
高
校
で
の
新
し
い

東京都・私立新渡戸文化学園
◎こども園、小・中学校、高校、アフタース
クール、短期大学を擁する総合学園。1927 年、
経済学者・森本厚吉理事長の下、女子文化高
等学院として開校。翌年、新渡戸稲造を初代
校長として迎える。2008 年に法人名を東京
文化学園から新渡戸文化学園に変更した。小・
中・高で自律的学習者の育成を目指し、PBL
型授業を取り入れたカリキュラム編成を行う
などの教育改革を行っている。中学校では、
2020 年度から、５教科が連携した５時間連
続のクロスカリキュラムを実施予定。
◎設立　1927（昭和２）年
◎生徒数　中学校１学年１クラス、高校１学年
3 クラス
◎形態　全日制／普通科／共学（高校）
◎URL　https://www.nitobebunka.ac.jp/

東京都・私立新
に と べ

渡戸文化学園
山本崇雄　やまもと・たかお　

教職歴２５年。同校に赴任して１年目。
東京都立両国高校、同武蔵高校に勤務後、
２０１９年度から同校に赴任。
講演会や出前授業、
執筆活動を精力的に行っている。

10:40 活動内容を確認 授業
ハイライト

教
科
の
知
見
を
生
か
し
た

問
題
解
決
型
学
習
で
、

自
律
的
な
学
習
者
を
育
て
る

生徒は、１分間、マインドフルネスで心を整えた後、以前
紙にまとめた「自分の強み」を確認。山本先生が「強みの
異なる人が集まってパワーが生まれる。みんなのよさを出し
合いながら目標に向かおう」と伝えた。そして、授業後に
記入する自己評価シート「学びのグラフ」を配布し、時間
管理・協働・行動の 3 つを意識して活動するよう呼びかけた。

●
中
学
１
年
生
の
英
語
・
理
科
の
合
教
科
に
よ
る
２
時
間
続

き
の
授
業
。
英
語
や
理
科
の
知
識
の
必
要
性
を
認
識
で
き
る

よ
う
設
定
さ
れ
た
問
題
解
決
型
学
習
を
１
年
間
行
う
。
本
時

で
は
、
環
境
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
た
後
、
調
べ
学
習
な
ど

を
行
っ
た
。（
Ｐ
．33
に
年
間
シ
ラ
バ
ス
を
掲
載
）

英語・理科の合教科

実践

生
徒
の
内
か
ら
湧
き
出
る
意
欲
を

大
切
に
し
た
「
教
え
な
い
授
業
」

山
本
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊１　STEAM は、Science、Technology、Engineering 、Art、Mathematics の頭文字で、STEAM 教育は、科学・技術・工学・芸術・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。
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英
語
教
育
と
問
題
解
決
型
学
習
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

山
本
先
生
を
招
い
た
。

　

山
本
先
生
が
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た

き
っ
か
け
の
1
つ
は
、11
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
行
わ
れ
た
英
語
教
授
法
の
研
修
会
に
参
加
し

た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
そ
の
頃
に
始
め
た
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授

業
に
つ
い
て
、
研
修
会
参
加
者
か
ら
『
教
え
す
ぎ
』
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
活
発
に
活
動
し
、
英
語
で

意
思
疎
通
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
達
成
感
を
得
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、今
思
え
ば
、生
徒
は
私
の
指
導

に
沿
っ
て
英
語
を
使
っ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
４
技
能

は
身
に
つ
い
た
と
し
て
も
、思
考
力
や
自
律
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
の
育
成
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

山
本
先
生
の
「
教
え
な
い
授
業
」
で
は
、
中
学
１
年

生
の
英
語
の
場
合
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
習
得
し
終
え

る
前
に
、
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
で
ア
ジ
ア
の

中
学
生
と
英
語
で
や
り
と
り
を
始
め
る
。
知
っ
て
い
る

英
単
語
を
活
用
し
な
が
ら
何
と
か
会
話
を
す
る
中
で
、

生
徒
は
自
分
の
英
語
が
通
じ
た
喜
び
を
感
じ
、
も
っ
と

英
語
で
話
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

　
「
私
が
育
成
を
目
指
す
の
は
、
自
律
的
な
学
習
者
で

す
。『
学
び
た
い
』
と
い
う
内
発
的
動
機
が
芽
生
え
た

時
に
、
生
徒
は
も
の
す
ご
い
力
を
発
揮
し
ま
す
。
生
徒

の
学
習
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
が
、
教
師
の
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
て
英
語
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
上
で
、目
的

に
応
じ
て
文
法
指
導
や
教
科
書
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

高
校
で
も
、文
法
だ
け
の
指
導
は
せ
ず
、単
元
内
容
を

生
徒
同
士
が
英
語
で
話
し
合
っ
た
り
、絵
や
図
に
表
し

な
が
ら
説
明
し
た
り
し
て
、最
後
は
生
徒
自
身
で
問
い

を
立
て
、調
べ
て
答
え
を
出
す
と
い
っ
た
活
動
を
さ
せ

る
。大
学
入
試
に
対
応
し
た
学
習
で
も
、志
望
校
の
過

去
問
題
な
ど
、生
徒
自
身
で
問
題
を
選
ん
で
解
き
、分

か
っ
た
こ
と
を
生
徒
同
士
が
英
語
で
共
有
す
る
。

　

本
時
の
授
業
は
、
英
語
と
理
科
の
合
教
科
で
、
両
教

科
を
１
時
間
ず
つ
つ
な
げ
た
２
時
間
と
し
、
週
１
回
、

通
年
で
設
け
て
い
る
。
山
本
先
生
と
理
科
担
当
の
山さ

ん
と
う藤

旅り
ょ

聞ぶ
ん

先
生
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
進
め
、
生
徒

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
2
）
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の
問
題
解

決
型
学
習
に
取
り
組
む
。

　
「
生
徒
の
深
い
学
び
を
実
現
し
よ
う
と
、
理
科
と
の

合
教
科
で
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（
＊
3
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
っ
て

身
近
な
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
係
の
あ
る
問
題
を
見

い
だ
し
、
そ
の
問
題
の
解
決
策
を
立
案
・
実
行
し
ま
す
。

そ
の
過
程
で
、
英
語
の
資
料
や
科
学
の
知
識
を
提
供
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
本
時
の
授
業
で
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
報

じ
ら
れ
て
い
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
輸
出
国
の

英
文
資
料
を
使
っ
た
。
内
容
の
説
明
を
せ
ず
に
生
徒

に
見
せ
、
何
の
グ
ラ
フ
か
を
考
え
さ
せ
る
。「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
排
出
量
？
」
と
言
う
生
徒
に
、「
惜
し
い
ね
。

10:58 10:51最先端のリサイクル技術を紹介 英文資料からプラスチックごみ問題を考察

続いて、理科の山
さんとう

藤旅
りょぶん

聞先生が、「魚がプラスチックを食べ
たら、どうなると思う？」と問いかけた。プラスチックごみは、
腸で吸収できず、魚の体内に残ることを説明し、リサイクル
の必要性への意識を高めた。そして、動画を流し、古着をリ
サイクルしてジェット燃料にする技術など、最先端のリサイ
クル技術の研究を紹介した。

山本先生は、英文の資料を示し、「日本ではあまり見かけない
データですが、日本が世界１位です。何のグラフかな？」と
発問。生徒が議論する中で、山本先生は英単語の成り立ちか
ら文意を類推するためのヒントを与えた。プラスチックごみ
の国ごとの輸出量という正解にたどり着いた後、海外の資料
やデータも調べれば、見えてくるものが増えることを伝えた。

教
師
の
的
確
な
発
問
と
教
科
の
専
門
性
で

生
徒
の
思
考
の
幅
を
広
げ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊ 2　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。　＊ 3　Challenge Based Learning の略。問題解決型学習の１つの方法。解決策を立案するだけでなく、その実践までを行うプロジェクト型学習。
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“
export”

は
ど
う
い
う
意
味
か
な
？　“

port”

は
？
」

な
ど
と
、
英
単
語
を
分
解
し
て
意
味
を
考
え
さ
せ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
英
語
を
知
っ
て
い
れ
ば
多
様
な
情

報
が
手
に
入
り
、知
見
が
広
が
る
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
。

そ
う
し
た
工
夫
を
合
教
科
の
授
業
で
行
っ
た
上
で
、

英
語
の
授
業
で
は
、
4
技
能
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
徒
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
は
、「
持
続
可
能
な
世
界

に
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
づ
く
り
」
だ
。
最
初
に
出
た
学
校

の
緑
化
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
学
校
菜
園
の
設
置
に
発
展

し
、
最
終
的
に
、
収
穫
し
た
野
菜
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ

設
置
と
い
う
目
標
が
決
ま
っ
た
。
現
在
は
カ
フ
ェ
の
コ

ン
セ
プ
ト
、
メ
ニ
ュ
ー
、
経
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

役
割
分
担
を
し
て
調
査
し
て
い
る
段
階
だ
。
生
徒
は
企

画
を
形
に
す
る
中
で
、
店
内
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
表

現
し
た
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に

し
た
り
と
、
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
具
現
化
し
て
い
く
。

　

山
本
先
生
は
、
生
徒
同
士
の
関
係
性
づ
く
り
に
お
い

て
、「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
」（
倫
理
観
）、

「
対
等
に
対
話
を
重
ね
る
こ
と
」（
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）、「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
行
動
す
る
こ
と
」（
自
己
修
正
）
を
大
事
に
し
て

い
る
。
そ
の
３
つ
の
観
点
は
、
社
会
規
範
に
従
い
な
が

ら
、
様
々
な
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
集
団
で
目
標
を
達
成
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で

の
考
え
方
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
。
集
団
で
目
標
達
成

に
向
け
て
活
動
す
る
中
で
、
活
動
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

必
要
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
ル
ー
ル
は
生

徒
同
士
で
の
議
論
を
経
て
、
決
め
さ
せ
る
。

　
「
仲
の
よ
さ
に
関
係
な
く
、
共
通
の
目
標
を
設
定
し
、

協
働
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
徒
自
身
が
ル
ー
ル
を

決
め
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
で
、
倫
理
観
や
規
範
意
識
、

そ
し
て
非
認
知
能
力
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

合
教
科
の
授
業
に
お
け
る
生
徒
の
学
習
意
欲
の
高
ま

り
は
、
教
師
の
予
想
以
上
だ
と
言
う
。

　
「
カ
フ
ェ
づ
く
り
と
い
う
目
標
を
、
生
徒
は
１
か
月

ほ
ど
で
立
て
ま
し
た
。『
や
り
た
い
』
と
い
う
思
い
を

持
て
た
こ
と
が
、
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

問
題
解
決
型
学
習
を
通
じ
て
、
他
者
の
意
見
に
共
感

す
る
力
や
自
分
の
考
え
を
言
語
化
す
る
力
も
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
非
認
知
能
力
の
高
ま
り
と
教
科
学
力

と
の
相
関
を
検
証
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　
「
英
語
学
習
へ
の
関
心
が
低
か
っ
た
生
徒
が
、『
同
世

代
１
０
０
人
と
話
し
た
い
』
と
言
っ
て
英
語
の
授
業
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
話
し
た
い
と
い
う
意
欲

や
非
認
知
能
力
は
高
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
教
科

学
力
の
向
上
と
い
う
見
え
や
す
い
形
に
も
結
実
で
き
る

よ
う
工
夫
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

12:23

途中 10 分間の休憩を挟み、カフェの企画書作成、カフェの調
査研究、カフェで提供する食事に使う野菜の研究、ブロック
を用いた店舗イメージの制作など、生徒は各自の作業に没頭
した。最後に、今日の活動を振り返り、授業冒頭に配布され
た自己評価シート「学びのグラフ」に、時間管理・協働・行
動について、それぞれ 10 段階で自己評価した。

11:25

次に、「最先端の学び」について、山本先生は世界最難関大学
の 1 つと言われるアメリカ・ミネルバ大学を紹介し、インター
ネットで教学内容について生徒に調べさせた。同大学では問
題解決型学習を行っていることを確認した上で、本時の学習
テーマである「持続可能な世界につながるカフェづくり」の
実現に向けて、生徒は役割を分担して調べ学習を行った。

３つの観点で自己評価 海外サイトの検索、調べ学習

非
認
知
能
力
の
向
上
と
教
科
学
力
の

相
関
を
検
証
す
る
の
が
今
後
の
課
題

成
果
と
課
題

集
団
で
共
通
目
標
を
達
成
す
る
活
動
を

通
し
て
、
協
働
性
や
倫
理
観
を
高
め
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

＊３　Public Relations Skill 略。
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伊
藤
鳳た

か

之の

心し
ん

さ
ん　

小
学
校
で
の
外
国

語
活
動
で
は
、
主
に
先
生
の
説
明
を
聞

い
た
り
、
英
語
を
使
う
活
動
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
自
分
が

調
べ
た
い
こ
と
を
調
べ
ら
れ
る
の
で
、
楽
し
い
で
す
。

特
に
、
英
語
と
理
科
の
合
教
科
の
授
業
で
は
、
１
つ
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
の
資
料
を
読
み
な
が
ら
考
え
る
の
で
、

視
野
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
街
を
歩
い
て
い
る
時
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し
た
店
に
目
が
い
く
よ
う
に
な

る
な
ど
、
社
会
を
見
る
目
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
単
語
を
覚
え

た
り
、
英
文
を
つ
く
る
縦
横
ド
リ
ル
に
取
り
組
ん
だ
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
英
語
表
現
が
身
に
つ
い
て

い
ま
す
。

中
内
潮し

音お
ん

さ
ん　

小
学
校
の
時
は
、
教

材
の
順
番
通
り
に
学
ぶ
授
業
で
し
た
が
、

山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
自
分
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
こ
と
を
自
由
に
調
べ
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

調
べ
て
い
る
途
中
で
自
分
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
が
あ

る
な
ど
、
自
然
と
学
び
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
学
ぶ
の
で
、
前
向
き
に
取
り

組
め
ま
す
。

　

定
期
考
査
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
は

ど
う
思
う
か
、
ど
う
し
た
い
か
を
英
語
で
書
く
問
題
が

中
心
で
す
。
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
す

が
、
言
い
た
い
こ
と
を
ど
う
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

辞
書
を
引
き
な
が
ら
考
え
る
中
で
、
新
し
い
表
現
を
知

り
、
そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
感
覚
を
持
て

た
時
は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
を
通
し
て
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
も
内
容
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１学期 ２学期 ３学期

学
習
内
容

SDGs を通して社会課題を知る
• 身近な問題に結びつける

SDGs や社会課題を英語や理科の学
習に結びつける
• 教科書の SDGs に関連のある項

目に付箋をつける
• 英語の記事や動画から SDGs に

ついて理解を深める
• 取り組みたいプロジェクトを設定

する

SDGs を通して社会課題の解決法を
考える
• 実際の事例から学ぶ
• 身近な問題に結びつける

SDGs や社会課題を英語や理科の学
習に結びつけ、分かったことを表現
する
• 学んだことを教科と結びつけて
（時には英語で）表現する

自分の解決したい社会課題について発
信する
•Study Festa（展示会）

SDGs や社会課題を英語や理科の学習
に結びつけ、分かったことや行動した
いこと、アイデアなどを外部へ発信す
る

身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力

• 生徒同士でルールをつくることを
通じて、倫理観を身につける

〈対人基礎力〉
• 受容・共感
• 気配り
• 多様性理解

〈対自己基礎力〉
• 感情（主に怒り）のマネジメント
• ストレスのマネジメント
• 主体的行動
• ルールを守る

〈対課題基礎力〉
• 情報収集
• 本質理解

• 目標に向けて対等に対話を繰り返
すことを通じて、自己修正力を身
につける

• 目標に向かってよりよい方向に自
分の考えや行動を修正する

〈対人基礎力〉
• 役割理解・連携行動
• 相互支援　
• 話し合う・意見を主張する
• 建設的・創造的な討議

〈対自己基礎力〉
• 独自性の理解
• 楽観性

〈対課題基礎力〉
• 目標設定
• シナリオ構築
• 修正・調整

３つのスキルを意識して行動できるこ
とを目指す
①みんながハッピーであること（倫理

観）
②対等に対話を重ねること（双方向コ

ミュニケーション）
③試行錯誤しながら、よりよい方向へ

行動すること（自己修正）
〈対人基礎力〉
• 多様性理解
• 建設的・創造的な討議

〈対自己基礎力〉
• 完遂
• 感情（主に怒り）のマネジメント
• ストレスのマネジメント

〈対課題基礎力〉
• 修正・調整　
• 行動を起こす

＊山本先生作成の年間シラバスを基に編集部で作成。

中学１年生　クロスカリキュラム　年間シラバス

生
徒
の
声
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普
通
科
と
国
際
理
学
科
か
ら
成
る
兵
庫
県
立
姫
路
西

高
校
は
、
１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
旧

帝
大
を
始
め
と
す
る
最
難
関
国
立
大
学
の
合
格
者
を
毎

年
出
し
て
い
る
が
、
近
年
は
生
徒
の
進
路
意
識
の
変
化

に
課
題
感
を
覚
え
て
い
た
と
、
進
路
指
導
部
長
の
井
上

智
裕
先
生
は
述
べ
る
。

　「
本
校
の
よ
う
な
地
域
の
拠
点
校
で
あ
っ
て
も
、

一
昔
前
に
比
べ
る
と
、
生
徒
の
気
質
は
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
昨
今
、
真
面
目
で
大
人
し
く
、
い
わ
ゆ

る
安
全
志
向
の
生
徒
が
増
え
、
自
分
の
殻
を
破
っ
て

積
極
的
に
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
そ
う
と
す
る
意
欲

に
課
題
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ

校訓に「質実剛健・自主創造・友
愛協調」を掲げる。２０１４年度にＳ
ＧＨの指定を受けたのをきっかけ
に、探究学習を推進するとともに、
オーストラリアやアメリカへの研
修などを通じた、国際理解教育に
も力を入れている。

設立	 １８７８（明治１１）年

形態	 全日制／普通科・国際理学科／共学

生徒数	 １学年約２８０人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、
東京工業大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、
岡山大、九州大、大阪府立大などに２２９人が合格。私立大は、慶
應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ３２０人が合格。

住所	 〒６７０ー０８７７　兵庫県姫路市北八代２ー１ー３３

電話	 ０７９ー２８１ー６６２１

Web site	 https://www.hyogo-c.ed.jp/~himenisi-hs/

No.264

P R O F I L E

失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
生
徒
を

育
成
す
べ
く
、
探
究
学
習
に
着
目

探
究
学
習
を
通
し
て
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
と

メ
タ
認
知
能
力
を
育
む

兵
庫
県
立
姫
路
西
高
校

Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

• 積極的に高みを目指そうという意欲を持つ生徒が
減少傾向にあった

•失敗を恐れずに挑戦し、想定外の課題を乗り越え
る経験を積ませるため、探究学習の導入を図った
が、思うように教師間の理解が得られなかった

背景と課題

実践内容

• 困難な状況においても粘り強く取り組む生徒が増加

•課題研究での生徒の成長を目のあたりにし、教師が
探究学習に前向きになった

成果と展望

•探究学習の推進　２０１４年度にＳＧＨ（＊１）の指
定を受け、15年度には知の総合類型の１・２年次
に「知の探究」を設置。高いハードルを設定し、
生徒が失敗から学ぶ経験を重視した探究学習のカ
リキュラムを策定した。19 年度からは、普通科の１・
２年次でも探究学習を実施

•生徒が探究学習の評価基準を策定　メタ認知能力
を高め、振り返りを行いやすくするよう、生徒に探
究学習の相互評価に用いるルーブリックの評価基
準を策定させることにした

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。
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た
も
の
を
こ
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
限
界
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
成
功
体
験
を

高
校
生
活
で
味
わ
わ
せ
た
い
、
そ
う
す
る
こ
と
で
彼

ら
の
持
つ
高
い
は
ず
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
代
に
入
る
頃
か
ら
、
授
業
改

善
の
気
運
が
高
ま
り
、
教
科
単
位
で
探
究
学
習
を
導
入

す
る
動
き
が
起
こ
り
始
め
た
。
企
画
推
進
部
長
の
藪や

ぶ

内う
ち

章
彦
先
生
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
探
究
学
習
で
は
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
課
題

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
納
得
で
き
る
答
え
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
多
様
な
方
法
を
試
み
ま
す
。
よ
い
と
思

っ
た
方
法
で
も
、
実
践
す
る
と
想
定
外
の
事
態
に
直

面
し
、
方
法
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
に
取
り
組
ま
せ

る
こ
と
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
道
を
切
り
開
い
て
い
く
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、「
進
学
実
績
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
か
、
大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る

知
識
・
技
能
の
習
得
の
た
め
の
教
科
指
導
に
重
き
を
置

く
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
、
探
究
学
習
は
思
う
よ
う
に
根

づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
14
年
度
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ

が
始
ま
る
と
同
時
に
、
そ
の
指
定
を
受
け
、
学
校
を
挙

げ
て
探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　「
伝
統
校
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
気
質
や
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、
指
導
改
善
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
探
究
学
習
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
知
識
・
技
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
資
質
・

能
力
を
育
成
で
き
る
指
導
体
制
を
確
立
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
」（
藪
内
先
生
）

　

14
年
度
の
探
究
学
習
は
、
普
通
科
の
生
徒
か
ら
希
望

者
を
募
っ
て
行
っ
た
が
、
15
年
度
に
知
の
総
合
類
型
を

新
設
し
た
後
は
、
同
類
型
の
１
・
２
年
次
に
週
１
回
の

科
目
「
知
の
探
究
」
を
設
置
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
（
18
年
度
に
同
類
型
は
国
際
理
学
科
に
改
編

さ
れ
、「
知
の
探
究
」
は
「
課
題
研
究
」
と
改
称
）。
具

体
的
に
は
、
１
年
次
は
５
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
、
２
年

次
は
グ
ル
ー
プ
か
個
人
で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
地

域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
連
携
先
の
大
学
で
の

取
材
・
調
査
・
実
験
な
ど
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
そ

の
成
果
を
英
語
で
ポ
ス
タ
ー
や
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
て

12
月
に
発
表
し
、
優
秀
グ
ル
ー
プ
・
個
人
を
選
抜
。
選

抜
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
・
個
人
は
、
２
月
に
設
定
さ
れ
た

学
校
全
体
の
発
表
会
で
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
一
連
の
活
動
で
大
事
に

し
て
い
る
の
は
、
生
徒
が
失
敗
か
ら
学
ぶ
機
会
に
す
る

こ
と
だ
と
、
国
際
理
学
科
長
の
林
宏
樹
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
に
は
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
諦
め
ず
、

工
夫
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
粘
り
強
さ
を
育
成
で
き
る
よ
う
、
１
年
次
か
ら
英

語
で
の
発
表
に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
自
身
で
困

難
を
乗
り
越
え
る
機
会
を
大
切
に
し
た
い
の
で
、
教

師
は
課
題
や
問
題
点
に
気
づ
い
て
も
、
可
能
な
限
り

助
言
は
我
慢
し
、
見
守
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
１
年
次
に
は
、「
貧
困
を
な
く
す
方
法
を

考
え
る
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
で
研
究
を
始

め
て
し
ま
う
グ
ル
ー
プ
が
少
な
く
な
い
。
夏
季
休
業
期

間
に
は
、
連
携
先
の
１
つ
で
あ
る
京
都
大
学
の
教
員
や

大
学
院
生
ら
を
前
に
中
間
発
表
を
行
う
が
、
テ
ー
マ
設

定
に
課
題
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
研
究
対
象
の
不
明
確

さ
や
分
析
の
曖
昧
さ
な
ど
を
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
。

　「
生
徒
の
発
表
を
聞
い
て
も
ら
う
大
学
教
員
や
大

学
院
生
に
は
、『
失
敗
経
験
を
大
切
に
す
る
』
と
い

う
ね
ら
い
を
伝
え
、
課
題
や
問
題
点
を
感
じ
れ
ば
遠

慮
な
く
指
摘
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
講
評

を
聞
い
て
悔
し
涙
を
流
す
生
徒
も
い
ま
す
が
、
そ
う

生
徒
発
表
の
評
価
者
に
は
、

「
遠
慮
な
い
指
摘
」
を
依
頼

企
画
推
進
部
長

藪
内
章
彦
　
や
ぶ
う
ち
・
あ
き
ひ
こ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。「
生
徒

に
と
っ
て
、
学
校
に
と
っ
て
何
が
最
善
か
を
考
え
、

教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

進
路
指
導
部
長

井
上
智
裕
　
い
の
う
え
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。「
生
徒

に
自
信
を
持
た
せ
ら
れ
る
指
導
を
常
に
追
究
し
て

い
き
た
い
」

校
長山

根
文
人
　
や
ま
ね
・
ふ
み
と

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
生
徒
の

持
つ
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、
教
育
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」

国
際
理
学
科
長

林
　

宏
樹
　
は
や
し
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。「
立
ち

止
ま
ら
ず
、
前
進
し
て
い
き
た
い
」
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し
た
思
い
を
ば
ね
に
し
て
、
生
徒
は
研
究
テ
ー
マ
を

練
り
直
し
、
調
査
や
分
析
の
方
法
を
工
夫
し
て
い
き

ま
す
」（
林
先
生
）

　

例
え
ば
、
ス
タ
ー
ト
時
に
「
観
光
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
グ
ル
ー
プ
は
、

中
間
発
表
後
、「
外
国
人
旅
行
客
を
増
や
し
、
地
域
振

興
を
図
る
方
法
の
研
究
」
と
、
よ
り
明
確
な
テ
ー
マ
を

設
定
。
最
終
発
表
で
は
、
訪
日
ム
ス
リ
ム
の
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
ハ
ラ
ル
料
理
（
＊

２
）」
を
提
供
し
て
い
る
姫
路
市
内
の
飲
食
店
の
地
図

を
作
成
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
。

　
「
中
間
発
表
で
つ
ま
ず
い
て
も
立
ち
直
り
、
最
終

的
に
は
教
師
の
想
定
を
超
え
た
水
準
に
到
達
す
る
グ

ル
ー
プ
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
見
す
る
と
控
え

め
な
生
徒
も
、
負
け
ず
嫌
い
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く

な
く
、
悔
し
い
思
い
を
す
る
と
大
き
な
力
を
発
揮
で

き
る
と
実
感
し
ま
し
た
」（
林
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
当
初
は
、
指
導
に
戸
惑
う

教
師
も
い
た
た
め
、
指
導
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
で

き
る
よ
う
、
生
徒
に
配
布
す
る
プ
リ
ン
ト
や
冊
子
の
作

成
、
連
携
先
の
大
学
と
の
折
衝
な
ど
、
取
り
組
み
に
必

要
な
業
務
は
、
企
画
推
進
部
の
教
師
が
行
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
は
、
探
究
学
習
の
指
導
に
前
向
き
に
取
り
組

む
教
師
が
増
え
、
企
画
推
進
部
と
学
年
団
の
教
師
が
協

働
し
て
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

　

教
師
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
た
要
因
と
し
て
は
、
探

究
学
習
を
通
じ
た
生
徒
の
成
長
を
実
感
し
た
こ
と
が
大

き
い
。
例
え
ば
、
国
際
理
学
科
で
は
、
１
年
次
の
３
月

に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
を
訪
問
し
、
各

グ
ル
ー
プ
が
研
究
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
が
、
堂
々
と
発
表
し
、
同
大
学
の
学
生
か
ら
の
質
問

に
も
積
極
的
に
答
え
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

　
「
質
疑
応
答
で
は
、
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
質
問

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
は
そ
の
場
で

答
え
を
ま
と
め
、
懸
命
に
返
答
し
て
い
ま
し
た
。
文

法
の
誤
り
な
ど
を
恐
れ
ず
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し

よ
う
と
い
う
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒

の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
中
で
、
困
難
に
立
ち
向

か
う
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
探
究
学
習
の

意
義
が
次
第
に
教
師
間
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
19
年
度
か
ら
は
普
通
科
の
１
・
２
年
次
で

も
、『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
を
中
心
に
、
国
際

理
学
科
の
『
課
題
研
究
』
に
準
じ
た
内
容
で
探
究
学

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
」（
藪
内
先
生
）

　

国
際
理
学
科
の
「
課
題
研
究
」
に
お
け
る
発
表
で
は
、

生
徒
間
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
相
互
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
以
前
は
教
師
が
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
用
い
て
い
た
が
、
18
年
度
か
ら
、
教
育
評
価
論
な

ど
を
専
門
と
す
る
兵
庫
教
育
大
学
の
奥
村
好よ

し

美み

准
教
授

の
協
力
の
下
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
生
徒
を
参
画

さ
せ
て
い
る
。

　
「
教
師
が
与
え
た
評
価
基
準
が
、
探
究
学
習
の
実

践
者
で
あ
る
生
徒
が
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
探
究
学
習
へ
の
意
欲
を
さ

ら
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
生
徒
の
考
え
を
評
価
基
準

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
」（
藪
内
先
生
）

　

生
徒
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
手
順
は
、
以
下

の
通
り
だ
。「
課
題
研
究
」
で
設
定
さ
れ
た
３
回
の
発

表
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
①
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
の
新

規
性
と
実
行
可
能
性
、
②
発
表
態
度
、
③
テ
ー
マ
に
対

す
る
分
析
方
法
の
妥
当
性
の
観
点
か
ら
、
評
価
基
準
を

考
察
す
る
（
図
１
）。
一
度
に
す
べ
て
を
考
察
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
発
表
ご
と
に
考
察
す
る
観
点
を
１

生
徒
同
士
で
協
議
し
て
評
価
基
準
を

定
め
、発
表
を
相
互
評
価

成
長
す
る
生
徒
の
姿
を
見
て
、

教
師
間
に
探
究
学
習
の
意
義
が
浸
透

「課題研究」の発表の評価基準を生徒が策定する取り組みの概要図１

◎目的
•探究学習の質の向上
探究学習の実践者である生徒が評
価基準を策定することで、納得で
きる評価を実現し、研究への意欲
を醸成して、研究の質をさらに高
めさせる。
•生徒のメタ認知の促進
生徒間の議論を通して、１つの発
表にも様々な評価基準があること
に目を向けさせる。そして、どのよ
うな発表を行う必要があるのかを
考えさせるとともに、自分の発表
についての客観的な振り返りを行
わせ、強みや課題への意識づけを
図る。

◎生徒が評価基準を策定する場面
①１年次の９月
夏季休業期間に京都大学で実施し
た中間発表について、「課題研究の
テーマの新規性と実行可能性」の
観点から考察。
②１年次の１月
12 月に実施した発表について、「発
表態度」の観点から考察。
③２年次の７月
７月に実施した中間発表について、
「テーマに対する分析方法の妥当
性」の観点から考察。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊２　イスラム教の戒律で許されている食材を用いた料理。
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つ
に
限
定
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
で
も
、
事
前
に
そ
の

回
で
考
察
す
る
観
点
だ
け
を
伝
え
て
お
き
、
ま
ず
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
考
え
に
基
づ
い
て
発
表
を
５

段
階
で
評
価
。
次
に
、
生
徒
同
士
で
、
ど
の
発
表
に
最

良
の
「
５
」
の
評
価
を
つ
け
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
何

か
な
ど
を
協
議
し
、
統
一
し
た
基
準
を
策
定
し
て
い
く
。

そ
の
際
、
段
階
ご
と
の
評
価
基
準
が
定
め
や
す
く
な
る

よ
う
、
例
え
ば
、「
５
」
を
集
め
た
発
表
と
次
点
の
評

価
の
「
４
」
を
集
め
た
発
表
の
差
は
何
で
あ
っ
た
の
か

か
ら
議
論
す
る
。
議
論
を
通
じ
て
、「
分
か
り
や
す
い
」

「
よ
い
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
表
現
で
は
、
他
者
と
評

価
基
準
は
共
有
で
き
ず
、
振
り
返
り
の
際
に
成
長
を
実

感
し
づ
ら
い
こ
と
に
気
づ
き
、
生
徒
は
評
価
基
準
の
文

言
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
う
し
て
自
分
た
ち
で
作

　「
何
を
ど
の
大
学
で
学
び
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
具
体
化
さ
れ
た
希
望
進
路
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
複

数
の
入
試
区
分
で
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
の
志
望
理
由
書
な
ど
で
探
究
学
習
の
成
果
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
生
徒
も
多
く
、
自
分
の
研
究
に
自
信

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
」

　

同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
は
18
年
度
で
終
了
し
た
が
、

今
後
も
、
探
究
学
習
を
始
め
と
し
た
既
存
の
取
り
組
み

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
く
考
え
だ
。
例
え
ば
、
19
年
度
の
１
・
２

年
次
の
探
究
学
習
で
は
、
地
域
の
企
業
の
支
援
も
受
け
、

生
徒
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
台
湾
の
姉
妹
校
の
生
徒
と

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
旅
行
企
画
を
立
案
す
る
「
ト
ラ
ベ

ル
プ
ラ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
始
め
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
使
っ
て
、
同

校
と
姉
妹
校
の
生
徒
が
英
語
で
企
画
を
練
り
上
げ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
り
す
る

機
会
を
定
期
的
に
設
定
し
た
。
20
年
度
か
ら
は
、
地
域

の
他
の
高
校
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
よ
う
と
計
画
し
て

い
る
。

　

山
根
文ふ

み

人と

校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　「
本
校
は
、
生
徒
を
志
望
大
学
に
送
り
出
す
だ
け

で
は
な
く
、
大
学
進
学
後
を
見
据
え
た
教
育
活
動
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
英
語
力
な
ど
、
大
学
で
の
学
び
に
必
要

な
資
質
・
能
力
を
育
め
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、
生
徒
は
発
表
に
つ

い
て
相
互
評
価
を
行
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　「
評
価
基
準
に
つ
い
て
の
議
論
を
通
し
て
、
ど
の

よ
う
な
発
表
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
明
確
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
自
分
た
ち
の
発
表
方
法
の
強
み
や

課
題
を
把
握
し
、
次
回
の
発
表
に
生
か
す
な
ど
、
メ

タ
認
知
を
深
め
た
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大

学
に
進
学
し
た
り
、
社
会
に
出
た
り
し
た
後
も
学
び

続
け
ら
れ
る
よ
う
、自
ら
の
現
状
を
客
観
的
に
捉
え
、

改
善
を
図
る
姿
勢
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
林
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
き
っ
か
け
に
強
化
さ
れ
た
指
導
改

善
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
る
。
探
究
学
習

に
取
り
組
む
中
で
、
自
分
の
考
え
を
堂
々
と
述
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
生
徒
が
多
い
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
だ
。

　

探
究
学
習
を
通
し
て
社
会
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
学
問
を
学
べ
る
よ
う
、
全
国

の
大
学
・
学
部
か
ら
志
望
校
を
探
す
な
ど
、
進
路
意
識

も
向
上
し
、
学
問
や
進
学
先
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
生

徒
が
増
え
た
。
例
え
ば
、
模
擬
試
験
な
ど
で
思
う
よ
う

な
判
定
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
第
１
志
望
の
実
現
を
目

指
し
、
粘
り
強
く
学
習
を
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
し
た
生
徒
は
、「
一
般
入
試
だ
け
で
は
な
く
、
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
に
も
視
野
を
広
げ
て
い
る
」
と
、
井
上
先
生

は
話
す
。

兵庫県立姫路西高校

●同校の国際理学科では、企業と連携し、探究学習をさらに充実させる取り組みの１つとして、２０１９年度から、「総合的な探究の時間」「課題研究」などの授業で、新
たな価値を生む方法論「フォーサイト・クリエーション」を学ぶ時間を設けている。ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト内「マナブコラム」（https://berd.benesse.jp/
special/manabucolumn/manabinoba5.php）で、その内容を紹介している。

生徒同士で評価基準を協議して作成したルーブリックを用いて、発
表についての相互評価を行っている。＊学校資料を基に編集部が一部改編。

大
学
進
学
後
を
見
据
え
、
今
後
も

教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

相互評価に用いるワークシート（例）図２
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熊
本
県
立
熊
本
西
高
校
で
は
、
地
域
の
外
部
機
関
と

連
携
し
、
生
徒
の
意
識
改
革
、
教
師
の
指
導
改
革
を
推

進
し
て
い
る
。
２
０
１
9
年
度
に
は
、
１
年
生
が
県
内

の
大
学
や
専
門
学
校
の
授
業
・
実
習
を
５
日
間
に
わ
た

っ
て
体
験
す
る
「
西
高
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」（
以
下
、
Ｎナ

イ

ス

Ａ
Ｉ
Ｓ
）
を
始
め
た
。
18
年
度
に

着
任
し
た
柿
下
耕
一
校
長
は
、
同
校
の
課
題
を
次
の
よ

う
に
捉
え
た
と
語
る
。

　「
本
校
は
、
高
校
入
試
で
低
倍
率
の
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
。本
校
の
以
前
の
様
子
を
知
る
教
師
は
、

現
在
の
生
徒
の
進
路
意
識
の
希
薄
さ
や
学
習
意
欲
の

低
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１
年
次
の
早

「清・明・和」の校訓の下、知・
徳・体の調和の取れた教育を通じ
て、世界的視野に立った人材育成
を目指す。普通科体育コースの生
徒を中心に部活動も活発で、野球、
ラグビー、なぎなた、柔道、剣道、
陸上、水泳などの部が活躍。

設立	 1974（昭和49）年

形態	 全日制／普通科・普通科体育コース・理数科（＊）／共学

生徒数	 １学年約３６０人

2019 年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、高知大、佐賀大、
長崎大、熊本大、宮崎大、北九州市立大、熊本県立大などに 25
人が合格。私立大は、専修大、法政大、福岡大などに延べ236人
が合格。短大、専門学校進学105人。就職 26人。

住所	 〒860ー0067　熊本市西区城山大塘5ー5ー15

電話	 096ー329ー3711

Web site	 https://sh.higo.ed.jp/kumanishi/

No.265

P R O F I L E

１
年
生
全
員
が
大
学
・
専
門
学
校
に

５
日
間
通
い
、
授
業
・
実
習
を
体
験

大
学
・
専
門
学
校
と
連
携
し
た

独
自
の
体
験
授
業
で
、

生
徒
の
進
路
・
学
習
意
識
を
向
上

熊
本
県
立
熊
本
西
高
校

外
部
連
携
、
校
務
改
革

変革のステップ

• 進路意識が希薄で、学習意欲が低い生徒の増加

•業務過多によって、教師が生徒と向き合う時間が
少なくなっていた

背景と課題

実践内容

• 事前指導や振り返りを徹底し、NAIS の効果を高
めることで、生徒の進路意識や学習意欲が向上

•教材研究のための時間を増やすことができるととも
に、生徒との面談期間も設置

成果と展望

•外部連携　県内の私立大学や専門学校と連携し、
同校の生徒向けの授業を受講する「西高アカデミッ
クインターンシップ（N

ナ イ ス

AIS）」を、１年次に実施。
また、一般社団法人・大学と包括連携協定を締結。
大学の最先端施設の利用や、大学・企業が開催す
る講座への無料参加などができるようにした

•校務改革・働き方改革　教師の負担軽減を図るた
め、朝課外を希望制にし、発展的な内容に変更。
全校務を一覧化して見直し、非効率な業務を削減

＊　2020 年度、理数科はサイエンス情報科に改組。
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い
段
階
で
高
校
で
の
学
び
と
大
学
・
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
実
感
さ
せ
て
、
そ
れ
を
自
身
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
高

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
考
え
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
始
め
ら
れ
た
取
り
組
み
が
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
だ
。

18
年
度
は
、
３
大
学
の
協
力
を
得
て
、
１
年
生
か
ら
希

望
者
を
募
り
、７
月
と
10
月
の
２
回
、実
施
し
た
。
だ
が
、

参
加
を
希
望
し
な
か
っ
た
生
徒
に
こ
そ
視
野
を
広
げ
る

機
会
を
与
え
た
い
と
考
え
、
19
年
度
は
、
１
年
生
全
員

が
参
加
で
き
る
体
制
を
目
指
し
て
、
進
路
指
導
主
事
の

森
山
幹み

き
と
し俊
先
生
を
中
心
に
近
隣
の
教
育
機
関
と
交
渉
を

続
け
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
の
私
立
大
学
６
校
、
資
格

取
得
・
医
療
系
の
専
門
学
校
２
校
と
連
携
し
、
８
〜
９

月
、
１
年
生
全
員
が
参
加
す
る
体
験
授
業
が
実
現
し
た

（
図
１
）。

　

生
徒
は
ま
ず
、
体
験
先
を
大
学
と
専
門
学
校
の
ど
ち

ら
か
か
ら
選
ぶ
。
大
学
の
場
合
は
、
複
数
の
大
学
に
５

日
間
連
続
で
通
い
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、施
設
を
見
学
し
た
後
、授
業
・
実
習
を
受
講
す
る
。

専
門
学
校
の
場
合
は
、
同
じ
学
校
に
５
日
間
連
続
で
通

い
、
医
療
や
介
護
、
理
学
療
法
な
ど
の
授
業
を
受
講
す

る
。
い
ず
れ
も
、
同
校
の
生
徒
向
け
に
企
画
さ
れ
た
授

業
・
実
習
だ
。

　

１
年
生
全
員
参
加
の
実
現
に
は
、
同
校
の
粘
り
強
い

交
渉
が
あ
っ
た
。

　
「
最
初
は
、
大
学
教
員
に
直
接
連
絡
し
、
体
験
授
業

の
実
施
を
交
渉
し
ま
し
た
が
、
高
大
連
携
に
理
解
が

得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
大

学
の
入
試
課
や
広
報
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、『
地

域
の
明
日
を
担
う
生
徒
の
育
成
に
協
力
し
た
い
。
授

業
を
受
け
た
生
徒
が
本
学
を
志
願
し
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
高
校
と
の
連
携
は
重
要
』
と
、
大
学
内
の
調
整

に
積
極
的
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
」（
森
山
先
生
）

　

１
大
学
に
つ
き
１
学
年
団
の
教
師
１
〜
２
人
が
担
当

者
と
な
り
、
各
大
学
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行
っ

た
。
そ
し
て
、
授
業
当
日
は
、
各
大
学
に
教
師
も
同
行

し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
す
る
な
ど
、
大
学
教
員
に
大

き
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
。
実
は
、
18

年
度
に
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
に
協
力
し
て
く
れ
た
大
学
か
ら
、「
不

真
面
目
な
生
徒
が
い
た
が
、
引
率
の
教
師
は
注
意
も
し

な
か
っ
た
。
生
徒
も
教
師
も
や
る
気
が
あ
る
の
か
」
と

い
っ
た
厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
い
た
。

　
「
引
率
し
た
教
師
に
は
、『
大
学
の
授
業
の
場
で
、

高
校
の
教
師
が
口
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
』
と
い
っ

た
考
え
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
側
の

指
導
が
至
ら
ず
、
大
学
側
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
限
り
で
し
た
。
そ
の

反
省
を
踏
ま
え
て
、
19
年
度
は
事
前
指
導
を
丁
寧
に

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、す
べ
て
の
大
学
か
ら『
生

徒
が
真
剣
な
姿
勢
だ
っ
た
の
で
、
授
業
が
や
り
や
す

か
っ
た
』な
ど
、評
価
の
声
を
い
た
だ
け
ま
し
た（
Ｐ
．

40
写
真
）」（
森
山
先
生
）

　

事
前
指
導
で
は
、
生
徒
に
企
画
の
意
義
を
繰
り
返
し

大
学
か
ら
の
指
摘
を
受
け
て
、

生
徒
へ
の
事
前
指
導
を
強
化

◎目的
大学・専門学校での授業・実習体験を通して、
高校の学習活動に対する興味・関心を高める
とともに、将来の職業との関係を学ぶ。また、
職業を意識した具体的な進路目標を定める一
助とする。

◎協力大学・専門学校
九州看護福祉大学、熊本学園大学、熊本保
健科学大学、尚

しょう

絅
けい

大学、崇
そう

城
じょう

大学、東海大学、
大原学園、九州中央リハビリテーション学院

◎事後指導
毎日の終わりには、ポートフォリオの一環とし
て日報を記入し、学びの理解を深められるよ
うにした。

＊上記は2019 年度の内容。学校資料を基に編集部で作成。

「西高アカデミックインターンシップ」概要図１

進
路
指
導
部

打
越
敬
洋
　
う
ち
ご
し
・
た
か
ひ
ろ

教
職
初
年
度
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
謙
虚

に
学
ぶ
姿
勢
を
常
に
忘
れ
ず
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

よ
き
手
本
と
な
る
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
」

進
路
指
導
部
・
１
学
年
担
任

森
田
ま
ゆ
み
　
も
り
た
・
ま
ゆ
み

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

の
持
つ
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
挑
戦

し
続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

１
学
年
主
任

錦
戸
真
介
　
に
し
き
ど
・
し
ん
す
け

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。「『
教

育
に
終
わ
り
は
な
い
』
と
い
う
信
念
の
下
、
も
う

一
歩
、
も
う
一
歩
先
へ
と
生
徒
を
導
き
た
い
」

校
長柿

下
耕
一
　
か
き
し
た
・
こ
う
い
ち

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「『
生

徒
を
変
え
る
』『
教
師
を
変
え
る
』『
学
校
を
変
え
る
』

を
常
に
考
え
て
行
動
す
る
」

進
路
指
導
主
事

森
山
幹
俊
　
も
り
や
ま
・
み
き
と
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。「
生
徒

が
有
形
無
形
に
敏
感
に
反
応
し
、
適
切
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
」
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伝
え
た
と
、
進
路
指
導
部
の
打う

ち
ご
し越
敬た

か
ひ
ろ洋
先
生
は
語
る
。

　
「
今
回
の
授
業
は
、
本
校
の
生
徒
の
た
め
だ
け
に

行
わ
れ
ま
す
。
各
大
学
が
自
分
た
ち
の
た
め
に
一
生

懸
命
準
備
し
て
く
れ
た
こ
と
を
生
徒
が
理
解
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

事
後
指
導
も
徹
底
し
た
。
生
徒
は
、
毎
日
の
授
業
後

に
授
業
内
容
や
感
想
、
学
ん
だ
こ
と
を
、
リ
フ
レ
ク
シ

ョ
ン
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
教
師
４
人
が
分

担
し
て
、
同
シ
ー
ト
を
そ
の
日
の
う
ち
に
添
削
し
、「
授

業
内
容
を
も
っ
と
具
体
的
に
書
こ
う
」「
メ
モ
を
反
映

さ
せ
よ
う
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
添
え
て
翌
日
に

返
却
。
最
終
的
に
は
、
添
削
内
容
を
基
に
生
徒
が
修
正

し
た
シ
ー
ト
を
、
当
該
大
学
に
提
出
し
た
。
１
学
年
担

任
の
森
田
ま
ゆ
み
先
生
は
、
生
徒
の
変
化
を
次
の
よ
う

に
感
じ
た
と
言
う
。

　
「
初
日
は
、
校
舎
の
感
想
な
ど
、
授
業
と
関
係
の

な
い
こ
と
を
書
く
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
日
を
重
ね

る
う
ち
に
内
容
が
具
体
的
に
な
り
、
最
後
は
誤
字
を

訂
正
す
る
だ
け
で
よ
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
多
く
の
生

徒
が
達
し
ま
し
た
。
１
日
に
30
～
40
人
分
の
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
添
削
す
る
の
は
大
変
で
し
た

が
、
わ
ず
か
５
日
間
で
も
、
生
徒
が
大
き
く
成
長
し

て
い
く
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
喜

び
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」

　

生
徒
の
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
へ
の
評
価
は
高
い
。
19
年
度
の
事

後
ア
ン
ケ
ー
ト
（
５
段
階
評
価
）
で
は
、
授
業
満
足
度

が
平
均
４
・
25
、
授
業
に
臨
む
態
度
の
自
己
評
価
は
平

均
４
・
28
だ
っ
た
。
１
学
年
主
任
の
錦
戸
真
介
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
自
由
記
述
欄
に
は
、『
自
分
の
学
習
量
は
足
り
な

い
と
実
感
し
た
』
な
ど
、
自
身
の
学
習
を
振
り
返
る

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
意
欲

の
高
ま
り
を
実
際
の
学
習
行
動
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、教
師
の
指
導
力
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

上
級
学
校
で
の
学
び
や
社
会
に
対
す
る
生
徒
の
関
心

の
高
ま
り
を
、私
た
ち
が
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

日
々
の
授
業
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

生
徒
の
日
常
生
活
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
学
年
集

会
な
ど
で
の
参
加
態
度
が
落
ち
着
き
、
２
学
期
の
終
業

式
で
は
、
教
師
が
生
徒
を
注
意
す
る
場
面
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。

　
「
１
年
次
半
ば
と
い
う
早
い
段
階
に
、
多
く
の
教

育
機
関
の
協
力
で
実
現
し
た
校
外
の
体
験
学
習
を
経

た
こ
と
で
、
周
囲
を
見
て
行
動
で
き
る
力
が
身
に
つ

い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。『
進
路
実
現
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
』『（
受
け
た
授
業

は
）
希
望
分
野
で
は
な
か
っ
た
が
、
興
味
が
湧
い
た
』

と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
視
野
を
広
げ
、
進
路
意
識
を

高
め
て
い
る
様
子
も
見
て
取
れ
ま
す
」（
打
越
先
生
）

　

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、
教
師
の
視
野
を
広
げ
る
機
会
に
も
な

っ
た
。
１
学
年
団
の
教
師
全
員
が
連
携
先
を
受
け
持
ち
、

各
大
学
と
話
し
合
い
な
が
ら
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
。
生
徒
へ
の
事
前
指
導
も
徹
底
し
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
に

か
か
わ
る
全
員
が
当
事
者
認
識
を
持
っ
て
当
日
に
臨
ん

だ
。
学
外
の
機
関
と
の
か
か
わ
り
は
得
が
た
い
経
験
だ

っ
た
と
、
錦
戸
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
当
初
、
私
は
取
り
組
み
の
意
義
を
十
分
理
解
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し

て
い
く
過
程
で
、
地
域
の
大
学
・
専
門
学
校
を
巻
き

込
ん
だ
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
何
よ
り
、生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
や
、

授
業
後
の
し
っ
か
り
し
た
内
容
の
感
想
を
見
て
、
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｓ
を
実
施
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　

学
年
団
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ
た
の
も
、
大
き
な

成
果
だ
と
森
山
先
生
は
言
う
。

　
「
大
き
な
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
、
教

師
は
指
導
に
自
信
を
持
ち
、
生
徒
を
さ
ら
に
伸
ば
し

た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
学

習
指
導
も
含
め
て
、
学
年
団
が
一
丸
と
な
り
、
同
じ

ベ
ク
ト
ル
で
熱
心
な
指
導
が
で
き
て
い
ま
す
」

写真　崇城大学工学部ナノサイエンス学科での授業。大学
の設備を借りて実験を行った。生徒が関心を持てるように、
企画において教師は大学側と綿密な打ち合わせを行った。

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
の
運
営
が

教
師
の
指
導
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
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同
校
で
は
、
大
胆
な
校
務
改
革
も
推
進
中
だ
。
柿
下

校
長
は
、
18
年
度
の
赴
任
直
後
に
２
日
間
か
け
て
、
す

べ
て
の
主
任
・
主
事
十
数
人
と
面
談
し
た
。
そ
こ
で
の

話
で
感
じ
た
の
は
、教
師
の
負
担
感
の
大
き
さ
だ
っ
た
。

　「
先
生
方
に
校
務
や
指
導
の
状
況
を
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
、
担
任
や
副
担
任
を
し
な
が
ら
の
分
掌
業
務

や
学
校
行
事
、
会
議
に
忙
殺
さ
れ
、
生
徒
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。丁
寧
な
指
導
が
必
要
な
生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。

ど
の
生
徒
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
指
導

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
育
効
果
の
期
待
が
薄

く
、
ね
ら
い
に
見
合
わ
な
い
取
り
組
み
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」（
柿
下
校
長
）

　

柿
下
校
長
は
、
全
教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
教

師
に
か
か
る
負
担
の
割
に
教
育
効
果
の
低
い
取
り
組
み

を
明
ら
か
に
し
、年
度
途
中
で
は
あ
っ
た
が
、校
務
改
革

に
踏
み
切
っ
た
。大
き
な
変
更
に
つ
い
て
は
、保
護
者
に

も
丁
寧
に
背
景
を
説
明
し
、実
行
し
た
。
そ
の
一
例
は
、

朝
課
外
だ
。
そ
れ
ま
で
は
全
員
参
加
で
、
復
習
中
心
の

補
習
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
教
材
研
究
の
時
間
が

減
少
し
、
授
業
で
学
力
を
向
上
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
教
師
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
７
月
か
ら

運
営
委
員
会
や
職
員
会
議
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
10

月
か
ら
、
朝
課
外
に
か
か
わ
る
教
師
を
少
な
く
す
る
た

め
に
希
望
制
と
し
、
予
習
が
必
要
な
発
展
的
な
内
容
に

切
り
換
え
た
。

な
り
、
教
師
の
大
幅
な
負
担
軽
減
が
実
現
し
た
。

　

19
年
12
月
に
は
、
地
域
創
生
を
推
進
す
る
一
般
社
団

法
人
Ｓ
Ｃ
Ｂ
ラ
ボ
、
人
工
知
能
の
研
究
等
に
も
力
を
入

れ
る
崇
城
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
生
徒
が
、

両
者
が
開
催
す
る
講
演
や
講
座
に
無
料
で
参
加
し
た

り
、
大
学
所
有
の
最
先
端
施
設
を
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
19
年
末
に
は
、
理
数
科
や

普
通
科
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
や
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
う
講
座

を
受
講
し
た
。
柿
下
校
長
は
、
展
望
を
こ
う
語
る
。

　「
卒
業
生
の
大
半
が
県
内
に
残
る
本
校
は
、
こ
れ

ま
で
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。
包
括
連
携
協
定
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｂ
ラ
ボ
や
崇
城
大
学

と
『Society 5.0

を
生
き
抜
く
地
域
人
材
の
育
成
』

と
い
う
課
題
意
識
が
合
致
し
、実
現
し
た
も
の
で
す
。

ど
の
地
域
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
県
で
も
地

域
人
材
の
育
成
が
急
務
で
す
。
協
定
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
き
ま
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
２
年
次
で
の
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
実
現
だ
。
全
員
参
加
を
目
指
し
、
企
業
や
熊
本

県
教
育
委
員
会
と
調
整
中
だ
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
申

請
し
、
探
究
学
習
の
実
施
も
計
画
し
て
い
る
。
短
期
的

に
は
探
究
学
習
の
成
果
を
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
生
か
し

て
進
学
実
績
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
地
域
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
考
え
だ
。

　

一
方
で
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
取
り
組
み
は
、
新

た
に
追
加
し
た
。２
学
期
か
ら
は
面
談
週
間
を
学
期
に

１
回
設
定
し
、生
徒
と
の
対
話
を
促
進
し
た
。部
活
動
が

盛
ん
な
同
校
で
は
、放
課
後
は
練
習
に
時
間
が
取
ら
れ

て
い
た
。し
か
し
、生
徒
指
導
の
充
実
の
た
め
に
は
定
期

的
な
面
談
が
不
可
欠
だ
と
し
、そ
の
時
間
を
確
保
し
た
。

　

ま
た
、「
校
務
棚
卸
表
」（
図
２
）を
用
い
て
、校
務
分
掌
・

学
校
行
事
を
見
直
し
た
。
18
年
度
２
学
期
に
、
す
べ
て

の
分
掌
の
業
務
内
容
と
そ
れ
に
か
か
る
時
間
の
一
覧
表

を
作
成
。
柿
下
校
長
が
査
定
、
助
言
を
し
な
が
ら
、
業

務
の
20
％
削
減
を
目
標
と
し
た
改
革
案
を
つ
く
り
、
19

年
度
か
ら
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
重
複
す
る
業
務
を

清
算
し
、
か
け
持
ち
を
な
く
し
た
１
人
１
分
掌
体
制
と

熊本県立熊本西高校

S
ociety 5

.0

を
生
き
抜
く

地
域
人
材
の
育
成
を
図
る

す
べ
て
の
校
務
を
洗
い
出
し
、

指
導
や
学
校
行
事
な
ど
を
精
選

「校務棚卸表」（抜粋）図２

「校務棚卸表」は、①業務の見える化と総量把握、②業務・事業の 20％程
度の削減、③学校行事の 20％程度の削減、④学年会や分掌会の回数減な
ど、7 つの視点で、各分掌で作成。すべての分掌で業務を見える化し、校
務改革に取り組んだ。　　　　　　　　　　　　　＊学校資料を抜粋して掲載。
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編
集
部　

本
コ
ー
ナ
ー
は
２
０
１
５
年
４
月
号
よ
り
、

様
々
な
指
導
ツ
ー
ル
を
改
善
す
べ
く
、
全
国
の
先
生

方
と
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で

の
改
訂
に
つ
い
て
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
本　

全
体
を
通
し
て
、
教
師
が
知
り
た
い
情
報
を

集
め
る
と
い
っ
た
機
能
を
担
っ
て
い
た
ツ
ー
ル
が
、
先

生
方
と
の
議
論
を
経
て
、
生
徒
に
そ
の
時
々
の
学
び
を

振
り
返
ら
せ
る
ツ
ー
ル
に
改
訂
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ツ
ー
ル
改
訂
に
お
い
て
は
、「
生

徒
目
線
」
が
重
要
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

栁
井　

例
え
ば
「
未
来
づ
く
り
シ
ー
ト
」（
Ｐ
．45
）
の

改
訂
前
は
履
歴
書
、
改
訂
後
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
効
率
的
に
生
徒
の
情
報

を
知
る
ツ
ー
ル
が
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

検討メンバー

改良！指
導ツール

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、改善を図る本コーナーも、
連載５年の節目を迎えた。そこで、今号は、本コーナーでおなじみの先生方に、
これまでを振り返りながら指導ツール改訂の意義について語り合ってもらった。

指
導
ツ
ー
ル
改
訂
の
重
要
な
観
点
は

教
師
目
線
か
ら
生
徒
目
線

群馬県立
高崎東高校　

高橋真人
たかはし・まさと

◎教職歴 16年。同校に
赴任して２年目。教務部。
数学科。

埼玉県・私立
武南中学校・高校　

岡本眞一郎
おかもと・しんいちろう

◎教職歴 37 年。同校に
赴任して２年目。広報部。
英語科。

宮崎県立
延岡商業高校

栁井健二
やない・けんじ

◎教職歴27年。同校に赴
任して１年目。教頭。

高橋　学校で長年使われているもの、先輩から受け継いだもの
をそのまま使うことが多かった

高橋　「生徒が取り組みやすいか」「生徒が前向きになれるか」を
考えながら、指導ツールを主体的に改訂するようになった

岡本　教師が知りたい生徒の情報を効率的に収集するという
目的のものが多かった

岡本　その時々の学びを振り返るなどの、「生徒目線」で指導
ツールを捉えることが大事

栁井　指導ツールを作成したり、改善したりするための観点が
分からなかった

栁井　その指導ツールを使って、どんな指導を実践することを目
指すのかという、「そもそも」を語る機会を意識的につくりたい

After

Before指導ツールに対する考え

指導ツールに対する考え 学校プロフィール　全日制／普通科／共
学／１学年約200人／ 2019年度入試合
格実績（現役のみ）／国公立大は、群馬
大、埼玉大などに17人が合格。私立大は、
獨協大、法政大などに延べ110人が合格。

学校プロフィール　全日制／普通科／共
学／１学年約 400人／ 2019年度入試合
格実績（現浪計）／国公立大は、千葉大、
東京工業大などに29人が合格。私立大は、
上智大、早稲田大などに延べ660人が合
格。

学校プロフィール　全日制／商業科、会
計科、流通経済科、経営情報科／共学／
１学年約200人／2019年度進路実績（現
役のみ）／国公立大は、大分大などに４
人が合格。私立大は、久留米大などに延
べ26人が合格。短大、専門学校進学55人。
就職92人。
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高
橋　

担
任
と
生
徒
、
生
徒
同
士
、
学
年
間
な
ど
、

学
校
を
縦
や
横
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
指
導
ツ
ー
ル
の

改
訂
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岡
本　

３
年
生
０
学
期
の
「
学
習
点
検
シ
ー
ト
」（
本

誌
16
年
２
月
号
）
は
、
生
徒
に
そ
の
時
点
の
計
画
を

書
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
書
い
た
こ
と
を
基
に
、
生
徒

同
士
で
対
話
さ
せ
る
シ
ー
ト
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

栁
井　

指
導
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
先
生
方
と
議
論
す
る

中
で
、ツ
ー
ル
の
そ
も
そ
も
の
目
的
を
問
い
直
し
、「
書

か
せ
る
よ
り
も
、
面
談
で
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
な

ど
と
、
生
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
の
議
論
が
、
指
導
の
本
質

を
考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

編
集
部　

指
導
ツ
ー
ル
改
訂
の
醍
醐
味
は
、
表
面
的

な
改
善
で
は
な
く
、
指
導
の
本
質
を
問
い
直
す
部
分

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

高
橋　

学
校
で
長
年
使
わ
れ
て
い
る
指
導
ツ
ー
ル
を
、

そ
の
目
的
を
よ
く
考
え
ず
、
前
例
踏
襲
的
に
使
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
状
況
の
生

徒
に
、
何
を
目
的
に
、
ど
ん
な
指
導
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
か
な
ど
を
整
理
す
る
必

要
性
を
、
議
論
を
通
じ
て
実
感
し
ま
し
た
。

栁
井　

行
い
た
い
指
導
の
本
質
を
考
え
れ
ば
、A

fter

ツ
ー
ル
よ
り
もBefore

ツ
ー
ル
の
方
が
自
校
に
は
適

し
て
い
る
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
進
路
講
演

ツール
使用学年 シート 掲載年 月号

１
年
生

1 年生　初期指導の面談ツール「未来づくりシート」 2015 4
1 年生導入期（4 月から夏休み前まで）　学習計画・記録表 2016 4
1 年生　夏休みの振り返り指導ツール 2015 8
1 年生秋　進路志望調査用紙 2016 10

２
年
生

２年生１学期　模試への意識づけシート 2018 4
２年生・夏休み前後  オープンキャンパス指導ツール 2015 6
２年生２学期　第 1 志望研究 2018 8
２年生２学期　ポートフォリオ 2019 8
２年生３学期　受験シミュレーションシート 2017 12
２年生３学期　志望理由シート 2018 2
３年生０学期　学習計画・記録表 2016 12
３年生０学期　出願書類作成用　調査用紙 2017 2
２年生春休み前（３年生０学期）　学習点検シート 2016 2

３
年
生

３年生夏休み前　弱点克服シート 2017 6
３年生夏休み　志望校別過去問研究 2016 6
３年生２学期　学習予定表 2017 8
３年生２学期後半　面接対策指導ツール 2015 10
３年生 12 月　三者面談シート 2015 12
３年２学期　志望校検討会資料 2019 10

学
年
横
断

行事振り返りシート 2016 8
全学年　年度初期　年間目標達成シート 2017 4
全学年　進路講演会　振り返りシート 2017 10
全学年共通　夏期課題一覧 2018 6
全学年　学期リフレクションシート 2018 10
1、2 年生　模擬試験振り返りシート 2018 12
1、2 年生　三者面談シート 2019 2

「課題研究」ルーブリック 2019 4
探究学習指導・共有シート 2019 6
全学年　部活動目標達成シート 2019 12

５年間で取り上げたツールの学年別テーマ一覧
左記一覧のツールはすべて加
工可能なデータとして、ベネッ
セ教育総合研究所のウェブサ
イト（https://berd.benesse.
jp）からダウンロードできます。

「HOME→教育情報→高校向
け→生徒指導・進路指導ツー
ル集」もしくは該当号のサイ
トでご覧ください。

指
導
の
本
質
を
問
い
直
す

対
話
の
機
会
の
重
要
性
を
実
感
し
た

指導ツール改訂の意義

● 2015年４月号からスタートした本
コーナーで扱った指導ツールを、学
年別に一覧化した。進路指導や教科
指導、部活動、学校行事など、多様
なテーマの指導ツールを取り上げて
きたことが分かる。本コーナーで改
良した指導ツールは、現在も上記の
サイトでダウンロード可能であるが、
ぜひ、「どのような指導ツールが、ど
のような意図をもって改訂されたの
か」を、検討メンバーの対話の中か
ら読み取っていただきたい。
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会　

振
り
返
り
シ
ー
ト
」（
本
誌
17
年
10
月
号
）
は
、

将
来
の
自
分
と
今
の
自
分
を
接
続
す
る
と
い
う
点
は

う
ま
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
課
題
に
対
す
る

意
識
が
十
分
に
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
生
徒
も
少
な
く

な
い
本
校
で
は
、改
訂
前
の
方
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
本　

ど
う
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
ツ
ー
ル
か
、
で
は

な
く
、
何
の
た
め
の
ツ
ー
ル
か
、
と
い
う
目
的
を
押
さ

え
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
視
点
で
す
。「
夏
期
課
題
一

覧
」（
本
誌
18
年
６
月
号
）
を
改
訂
し
た
際
、
夏
期
課

題
の
意
義
を
話
し
合
う
中
で
、
主
体
的
な
学
習
を
促

す
た
め
に
「
夏
に
身
に
つ
け
た
い
力
」
を
生
徒
に
聞

く
と
い
う
発
想
が
私
の
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
指
導

に
つ
い
て
の
「
そ
も
そ
も
」
を
話
し
合
う
こ
と
の
重
要

性
を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

栁
井　

検
討
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
中
で
、
私

は
、
物
事
を
批
判
的
に
捉
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
校
の
指
導
に
つ
い
て
も
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
、「
そ
も
そ
も
」
を
深
掘
り
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
学
校
の
会
議
の
多
く
は
情
報
伝
達
が
中

心
で
す
が
、
指
導
の
本
質
や
教
育
活
動
の
目
的
を
問

い
直
す
姿
勢
で
話
し
合
う
時
間
も
必
要
で
す
し
、
そ

れ
は
自
分
の
よ
う
な
管
理
職
が
、
率
先
し
て
つ
く
る
べ

き
時
間
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部　

本
コ
ー
ナ
ー
に
検
討
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
多
く
の
先
生
が
、「
こ
う
し
た
指
導
の
本
質
を

問
い
直
す
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
自
校
で
も
つ
く

り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の

一
方
で
、
先
生
方
に
「
そ
も
そ
も
」
を
話
し
合
う
時

間
的
な
余
裕
が
な
い
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。

岡
本　

学
校
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
会
議
で
、
し
か
も
全

教
師
が
参
加
す
る
形
で
の
実
現
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

私
は
、
井
戸
端
会
議
的
に
自
由
に
語
り
合
う
雰
囲
気

を
つ
く
っ
て
い
く
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋　

若
手
の
先
生
に
「
こ
の
ツ
ー
ル
、ど
う
思
う
？
」

改良！指
導ツール

指導ツール改訂の意義

同
じ
高
校
の
教
師
が
自
校
で

ツ
ー
ル
を
改
訂
す
る
た
め
に

改訂ツール「未来づくりシート」（2015年４月号）をさらに改訂！
若手教師による面談ツールのバージョンアップ

私の後輩の先生が、異動先の高
校で運用したシートです。4月に
は既存の「未来づくりシート」を
使いましたが、その高校では、１
年次の夏季休業中に必ず１人１校
オープンキャンパスに行くため、その意識づけ
を目的に既存のシートを改訂して「夏季休業前」
バージョンを作成しました。学習時間の円グラ
フを設けたり、後輩の先生自身が研修で知っ
た学習時間に関するエピソードを加えたりして、
夏休みの過ごし方について意識を高めるという
シートに仕上げています。
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「
一
緒
に
改
善
し
て
、私
と
一
緒
に
学
年
主
任
に
提
案

し
て
み
よ
う
よ
」な
ど
と
声
を
か
け
て
み
た
い
で
す
ね
。

岡
本　

理
想
、
情
熱
が
あ
る
若
い
先
生
を
巻
き
込
む

こ
と
は
、
大
き
な
変
化
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
本
校
に
も
熱
心
な
若
手
の
先
生
が
何
人
も

い
ま
す
。
若
手
ゆ
え
に
、
周
囲
に
自
分
の
考
え
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

熱
意
を
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

栁
井　

私
も
、
以
前
は
ツ
ー
ル
を
生
み
出
し
た
り
、

既
存
の
も
の
を
改
訂
し
た
り
す
る
た
め
に
大
事
な
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当

時
の
私
に
伝
え
る
つ
も
り
で
、
生
徒
が
取
り
組
み
や

す
い
か
、問
い
か
け
の
言
葉
は
適
切
か
、ツ
ー
ル
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
目
的
と
ず
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
改
訂
の
観

点
を
本
コ
ー
ナ
ー
で
議
論
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
先

輩
か
ら
受
け
継
い
だ
ツ
ー
ル
も
、
目
的
に
合
わ
せ
て
改

訂
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
若
い
読
者
の
先
生
方
に
追

体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

編
集
部　

本
コ
ー
ナ
ー
は
こ
れ
ま
で
、
異
な
る
学
校

の
先
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
１
つ
の
指
導
ツ
ー
ル
を

多
様
な
視
点
で
改
訂
し
て
き
ま
し
た
。
次
号
の
４
月

号
か
ら
は
、
１
つ
の
学
校
を
訪
問
し
て
、
そ
の
学
校

で
使
わ
れ
て
い
る
指
導
ツ
ー
ル
を
、
同
校
の
先
生
方

で
改
訂
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

栁
井　

同
じ
学
校
で
も
、
先
生
に
よ
っ
て
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
指
導
の
本

質
を
丁
寧
に
確
認
し
合
う
様
子
を
誌
面
で
伝
え
て
も

ら
え
れ
ば
、
私
た
ち
読
者
に
と
っ
て
は
、
指
導
の
観
点

の
す
り
合
わ
せ
方
な
ど
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

高
橋　

そ
の
学
校
な
ら
で
は
の
「
こ
だ
わ
り
」
を
持
っ

て
改
訂
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
私
は
、「
学
力
面
で
課
題
が
あ
る
生
徒
で
も

活
用
で
き
る
か
」
と
い
う
観
点
を
常
に
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。「
こ
だ
わ
り
」
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
活

発
か
つ
具
体
的
な
議
論
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岡
本　

同
じ
学
校
の
先
生
が
話
し
合
う
の
で
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
、
そ
の
学
校
な
ら
で
は
の
、
高
校
３
年
間
の
連

続
性
を
意
識
し
た
指
導
ツ
ー
ル
の
改
訂
と
運
用
に
挑

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
先
生
方
が
多
忙
を
極
め
て
い
る
現

状
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
校
の
指
導
の
本
質
を
教
師

同
士
が
話
し
合
う
こ
と
の
価
値
に
、
改
め
て
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

人気の改訂ツール5連載 年！

その１
１年生初期指導の面談ツール
「未来づくりシート」　（本誌 2015年４月号）

その２
２年生３学期　志望理由シート

（本誌 2018 年２月号）

高校入学直後の1年生向
けの「進路希望調査」を「未
来づくりシート」として改
訂。中学校までの経験を
土台に、自分のやりたい
こと、強みなどを記入させ
る。未記入部分も、記入
できない・しない理由を面
談で探ることなどに活用す
ることを提案。生徒の自己
肯定感を高めることを重視
した問いかけにあふれた
指導ツールに改訂された。

将来、社会とどのようにかかわりながら生きていくのかとい
う観点と、自分が最も興味・関心を持っていることを今後も
深めていくという観点から、志望理由を明確化させようと改
訂したシート。自分の志望がどのような要素によって形づく
られてきたのかを、過去、現在、未来の時系列を踏まえて
可視化できるようなシートを考案した。
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授業では、グループごとにテーマを決めて、商品やサービスの開発を進めていく。「理想の通勤バッ
グ」「理想の制服」など、テーマは多様だが、「理想」は科学的な手法で描かれていく。

STEM／STEAM教育とは
STEM は、Science、Technology、Engineering、Mathematics の頭文字で、STEM 教育は、
科学・技術・工学・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。STEAM 教育は、それに
Art（芸術をはじめとする文化的教養）が加わる。STEM／ STEAM 教育は、各教科の学習を、
実社会での問題解決に生かしていくための教科横断的な教育のことである。２０１９年
４月に中央教育審議会に諮問された「新しい時代の初等中等教育の在り方について」に
おいても、Society5.0 に対応した高校教育のあり方として、文系・理系にかかわらず、様々
な科目を学ぶことや、STEAM 教育の推進が審議事項に挙げられている。

❶理数系分野を中核とした学際的・教科横断的な学び
❷知識を統合的に活用しながら、実社会の問題解決を目指す学び
❸知識・技能だけでなく、関心・意欲・態度も高まる学び

STEM／
STEAM教育の
ポイント

出典：CRET 特定非営利活動法人 教育テスト研究センター「平成30年度新時代の教育のための国際協
働プログラム　成果報告書」

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が案内しました

◎教職歴５年。同校に赴任して４年目。理科（物理）担当。
中学校 3 年生の担任を務める。民間企業での 13 年間の勤
務を経て、教職の道に進む。「10 代のうちに学んでほしいこ
とは、一生モノの『学び方』です。そのためにも、生徒に
教えすぎないこと、与えすぎないことを心がけています」。

◎九州大学大学院総合理工学研究科修士課程修了。理学
博士。関西大学経済学部助教授、東洋大学経済学部教授
などを経て、慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科
教授。専門は統計学、特に多変量解析（潜在構造分析法）
と統計教育。RESAS（リーサス）＊を活用した「地方創生
☆政策アイデアコンテスト２０１９」の審査委員を務めた。

神奈川県・私立神奈川学園中学・高校　　
全日制／普通科／女子校／１学年約 200 人／ 2019
年度入試合格実績 ( 現浪計）: 国公立大は、東京外国
語大、横浜国立大、大阪大、首都大学東京などに７人
が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、
明治大、早稲田大などに延べ 441 人が合格。 

慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科　　
看護学専攻、公衆衛生・スポーツ健康科学専攻の２専
攻を有す。渡辺先生は、公衆衛生・スポーツ健康科学
専攻の医療マネジメント学プログラムで、ヘルスケア領
域の組織の経営管理や、医療・介護サービスなどのデー
タを活用したマネジメントの専門家の育成を目指す授業
を担当する。

神奈川県・私立
神奈川学園中学・高校

中野真依
なかの・まい

慶應義塾大学大学院
健康マネジメント研究科

渡辺美智子
わたなべ・みちこ

価値創造への情熱をデータとともに
他者へ伝え、協働して未来を創る    

大学院のSTEM／STEAM教育

＊地方創生の取り組みを情報面から支援するために、経済産
業省と内閣官房（まち・ひと・しごと創生本部事務局）が提供
する、地域経済分析システム。人口動態や産業構造、人の流
れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化する。
https://resas.go.jp/
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渡
辺　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
／
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
以

下
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
）
で
は
、
数
学
な
ど
の
教

科
の
知
識
・
技
能
を
手
段
と
し
て
使
い
、
社

会
の
一
員
と
し
て
実
現
し
た
い
価
値
や
理
想

の
姿
を
描
き
、
そ
れ
を
情
熱
を
も
っ
て
周
囲

に
伝
え
、
実
現
す
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
理
想
を
伝
え
る
際
に
不
可
欠
と
な

る
の
が
、
他
者
と
の
協
働
を
通
じ
て
得
た
デ
ー

タ
に
基
づ
く
根
拠
で
あ
り
、
そ
れ
を
効
果
的
な

表
現
方
法
に
よ
っ
て
説
得
力
を
高
め
て
い
く
、

「Storytelling w
ith D

ata

」
と
言
え
る
活
動

で
す
。
今
日
の
授
業
「
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
」
は
、
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
を
通
し
て
、
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応

じ
て
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
分
析
手
法
を
使
っ

て
、理
想
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

中
野　

高
校
生
は
、
社
会
問
題
に
共
感
は
し
ま

す
が
、
問
題
解
決
の
道
筋
を
構
築
し
、
他
者
と

共
有
す
る
力
が
ま
だ
ま
だ
弱
い
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
道
筋
を
明
確
化
し
、
み
ん
な
の
問

題
と
し
て
語
り
合
う
た
め
に
、
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業

を
見
学
し
て
感
じ
た
の
は
、
大
学
院
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
教
育
も
高
校
の
そ
れ
も
、
理
想
の
社
会
を
描

き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
他
者
と
協
働
す
る

科
学
的
な
手
法
を
学
ぶ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
題
材
は
身
近
な
も
の
で
よ
い

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
理
想
の
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

高
校
生
で
も
夢
中
に
な
り
そ
う
で
す
。

渡
辺　

自
分
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

で
考
え
、
分
析
す
る
か
ら
こ
そ
、
知
識
は
身

に
つ
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
以
上
に
大
切
な
の
は
、
理
想
を
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
で
す
。
以
前
、
小
学
生
が
、

商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
方
法
を
考
え
よ
う

と
し
た
時
、
地
域
の
住
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

重
ね
て
、
ど
ん
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に
し
た

い
の
か
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
買
い
物
客
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
か
ら
、
ど
う
い
う
人
た

ち
が
集
ま
る
町
に
し
た
い
の
か
、
町
の
理
想
の

状
態
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

中
野　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
通
じ
て
、
自
分
の
情

熱
を
他
者
に
伝
え
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
素
敵
で
す
ね
。
み
ん
な
で

理
想
の
姿
を
語
り
合
い
、
よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
文
系
の
生
徒
に

も
統
計
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
あ
り
、

一
方
、
理
系
の
生
徒
は
、
数
学
や
物
理
そ
の
も

の
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
ど
の

よ
う
な
社
会
的
価
値
が
生
ま
れ
る
の
か
を
考

え
る
機
会
が
必
要
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
は
、
社
会
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く

た
め
の
共
通
言
語
を
学
ぶ
教
育
だ
と
思
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
使
っ
て
話
す
こ
と
で
、「
こ
の
分
析
に
は

こ
う
い
う
観
点
も
必
要
で
は
」
な
ど
と
、
改
善
の

た
め
の
具
体
案
を
得
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。
他

者
と
つ
な
が
る
力
を
生
徒
に
養
う
機
会
と
し
て
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
は
高
校
時
代
に
こ
そ
不
可
欠
だ
と

思
い
ま
す
し
、
生
徒
が
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
経
験
す

る
こ
と
で
、
探
究
学
習
な
ど
に
「
こ
こ
ま
で
た
ど

り
着
い
た
け
れ
ど
、
こ
の
先
が
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
対
話
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。「
一
緒
に

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
生
徒
の
意
欲
を

高
め
な
が
ら
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
通
じ
て
問
題
解

決
を
目
指
す
場
を
学
校
に
つ
く
り
た
い
で
す
。

あるグループで取り
組んでいる「理想の
レトルトカレーのパッ
ケージ」にたどり着く
までのプロセス。理
想の状態を規定する
要因をブレーンストー
ミングを通じて洗い出
し、ＫＪ法などで整
理・分析していく。そ
の後、グループ内で
パッケージにどのよ
うな機能を持たせれ
ばよいのかを考え、
統計的手法を用いて
検証する。

今日の学びを
自校の指導につなぐ

理
想
の
未
来
と
そ
の
実
現
の
道
筋
を
他
者
と
共
有
す
る
力
を

生
徒
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
で
身
に
つ
け
る
の
で
す
ね
。

科
学
技
術
は
人
間
中
心
主
義
で
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
も
グ
ル
ー
プ
の
対
話
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

思いとデータで語り合い、
人がつながる経験を
生徒に積ませたい
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高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
は
、
地
域
の

住
民
や
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
地
域
振

興
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
。
法
律
や
環
境
な
ど
、
地
域
課
題
に

関
連
す
る
様
々
な
分
野
の
科
目
を
開
講
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
態
を
理
解
し
た

上
で
具
体
的
な
方
策
を
提
案
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
視
し
た
、
２
つ
の
柱
を
設
け
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
１
〜
３
年
次
に
週
１
回
、
４

時
限
連
続
で
設
定
さ
れ
る
実
習
だ
。
１
年

次
に
は
、
大
学
が
連
携
協
定
を
結
ぶ
県
内

の
複
数
の
地
域
組
織
を
訪
問
し
、
地
域
の

人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
各
地
の
魅
力

や
課
題
を
探
る
。
そ
し
て
、
２
・
３
年
次

地域協働学部
地域協働学科３年
拜藤紘希
はいとう・ひろき
広島県立海

かい

田
た

高校卒業。多
くの学問を横断的に学べる
点に魅力を感じ、同学科に
入学。

地域協働学部
地域協働学科４年
幸村ひかる
ゆきむら・ひかる
沖縄県立向陽高校卒業。
コミュニケーションを通じ
た地域の問題解決に関心
があり、同学科に入学。

地域の実態を把握し、住民とともに
地域の未来を支える人材を育成

高知大学　地域協働学部

連
携
先
の
地
域
組
織
や
住
民
ら
と

協
働
し
、地
域
振
興
を
図
る

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

異世代間の交流を持続的に促進できるよう、
取り組みを企画・実施しました
私たちの実習先では、少子高齢化が進み、地域の伝統文化が継
承されないという課題がありました。そこで、異世代間の交流
を持続的に促進できるよう、地域の小学校と連携し、子どもが
地域の高齢者に伝統文化などを学ぶ取り組みを企画。２年次２
学期から定期的に実施しました。私たちも、江戸時代から続く
地域産業の和紙づくりを体験しました。（幸

ゆき

村
むら

さん）

地域への取材を通じて、振興に向けた
アイデアを練り、具体化させていきます
２・３年次には、同じ地域に関心を持つ学生がグループになり、実習に取り組
みます。２年次１学期には、１つのグループが２〜３の少人数チームに分かれ、
チームごとに取材や調査をして地域振興策を立案。２学期の初めにグループ内
で発表し合い、グループとして具体化させる振興策を決めます。（拜

はい

藤
とう

さん）

実習に協力してくれた地域の人たちに
感謝の気持ちを改めて伝えます
２・３年次の終わりには、地域の人たちに向けた学習成果報告会を実習先で行います。
実習に協力してくれたことへの感謝の気持ちも、改めて伝えました。協働には、そう
したコミュニケーションが欠かせないと思います。（幸村さん）
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に
は
、
１
年
次
の
訪
問
先
か
ら
関
心
が
あ

る
地
域
を
１
つ
選
択
し
、
同
じ
地
域
を
選

ん
だ
学
生
同
士
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、

振
興
策
を
練
り
上
げ
る
。
３
年
生
の
拜は

い

藤と
う

紘ひ
ろ

希き

さ
ん
ら
10
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
県
の

西
南
部
の
沿
海
地
域
で
実
習
を
行
っ
て
い

る
。
同
地
域
で
は
、
観
光
施
策
の
目
玉
と

し
て
、
県
の
出
資
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
漁
師
と
協
働
で
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
思
う
よ
う

な
業
績
が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
拜
藤

さ
ん
ら
は
そ
の
原
因
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
職
員
、
漁
師
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
う
と
、
改
善
し

た
い
点
な
ど
が
三
者
の
間
で
食
い
違
っ
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
課
題
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

三
者
が
互
い
の
考
え
を
共
有
で
き
る
よ
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
提
案
し
、
そ
の
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
」（
拜
藤
さ
ん
）

　

も
う
１
つ
の
柱
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り

が
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
休
日
や
長
期

休
業
期
間
な
ど
も
活
用
し
て
取
り
組
む
研

究
活
動
だ
。
１
〜
３
年
次
に
は
「
地
域
協

働
研
究
」
の
授
業
で
定
期
的
に
研
究
の
進

捗
を
発
表
し
、
４
年
次
に
は
研
究
の
成
果

を
卒
業
論
文
に
ま
と
め
る
。

　

４
年
生
の
幸ゆ

き

村む
ら

ひ
か
る
さ
ん
は
、
１
年

次
に
県
産
の
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
の
肉
を
用
い

た
料
理
を
食
べ
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感
動

し
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、「
野
生

鳥
獣
の
利
活
用
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
設
定
。

県
内
各
地
の
猟
師
や
、
猟
師
か
ら
獲
物
を

購
入
す
る
食
肉
処
理
施
設
を
繰
り
返
し
訪

問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
た
。
そ
の

結
果
、
猟
師
間
で
は
、「
狩
猟
の
場
所
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
」、
食
肉
処
理
施

設
で
は
、「
在
庫
量
が
多
い
鳥
獣
の
買
い

取
り
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
よ
る

猟
師
と
の
関
係
悪
化
」
な
ど
が
、
課
題
と

し
て
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　
「
ジ
ビ
エ
（
＊
）
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
現
在
、
野
生
鳥
獣
は
地
域
振
興
の
た

め
の
貴
重
な
資
源
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
県
内
の
狩
猟
や
食
肉
処
理
の
現
場
に

つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
、
実
態
が
よ
く

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

卒
業
論
文
は
、
県
内
の
野
生
鳥
獣
の
利
活

用
を
促
進
す
る
上
で
の
課
題
と
、
そ
の
要

因
分
析
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」（
幸
村
さ
ん
）

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
授
業
で
学

習
し
た
内
容
を
活
用
す
る
場
面
が
多
い
と

い
う
。
具
体
的
に
は
、
地
域
行
政
に
つ
い

て
の
授
業
で
自
治
体
に
お
け
る
意
思
決
定

の
仕
組
み
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
県
の
職
員

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
役
立
っ
た

と
、
拜
藤
さ
ん
は
語
る
。

　
「
自
治
体
の
各
部
署
へ
の
質
問
内
容
を

前
も
っ
て
精
選
で
き
た
こ
と
で
、
効
率
的

に
取
材
を
行
え
ま
し
た
。
ま
た
、『
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
』
で
は
、
相
手
の

目
を
見
て
話
し
、
相
づ
ち
を
打
つ
な
ど
、

相
手
が
本
音
で
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
な

雰
囲
気
づ
く
り
の
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
ス
キ
ル
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

の
多
様
な
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
生
き
ま
し
た
」

　

同
学
部
で
は
、
地
方
企
業
な
ど
、
地
域

の
経
済
や
暮
ら
し
を
支
え
る
職
場
に
就
職

す
る
卒
業
生
が
多
く
、
地
域
貢
献
へ
の
意

欲
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
幸
村
さ
ん
は
、

高
知
県
庁
へ
の
就
職
が
内
定
し
た
。

　
「
４
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、
地
域
課

題
の
当
事
者
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
常
に
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
く
ん
で
、
そ
れ
を
具
体
的
な

施
策
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
公
務
員

の
道
を
選
び
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
鳥
獣

対
策
課
に
所
属
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を

職
務
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
学
部
で
は
、
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
得
た
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
学
生
は
自

分
に
不
足
し
て
い
る
知
識
・
技
能
に
気
づ
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
実
習
や
研
究
が
本
格
化
す

る
２
年
次
以
降
の
自
由
選
択
科
目
は
、
地
域

の
産
業
や
生
活
と
密
接
に
関
連
す
る
専
門
科

目
を
中
心
に
構
成
し
、
学
生
が
必
要
に
応
じ

て
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
座
学
を
往
還
す
る
こ
と
で
、

学
生
の
探
究
心
も
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
学
生
は
自
分

の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
状
況
に
直
面
し
ま

す
。
地
域
課
題
は
、
様
々
な
要
因
が
複
合
し

て
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
か
ら
で

す
。
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
必

ず
学
生
同
士
で
相
談
し
合
う
よ
う
に
伝
え
て

い
ま
す
。
協
働
し
な
が
ら
粘
り
強
く
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
課
題
を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
か

ら
で
す
。
学
生
は
、
入
学
当
初
は
「
自
分
の

た
め
に
学
ぶ
」
と
い
う
意
識
で
い
ま
す
が
、

地
域
の
課
題
を
知
る
中
で
、「
他
者
の
た
め

に
と
も
に
学
ぶ
」
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き

ま
す
。
そ
う
し
た
姿
勢
に
こ
そ
、
学
問
・
学

徳
の
本
質
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

＊　フランス語「gibier」。狩猟によって捕獲され、食用される野生鳥獣の肉。

地
域
課
題
を
粘
り
強
く
探
究
し
、

解
決
策
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い

大

の

い

学

思
地
域
協
働
学
部

教
授内田

純
一

う
ち
だ
・
じ
ゅ
ん
い
ち

授
業
で
習
得
し
た
知
識・技
能
が

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
支
え
る

１
年
次
か
ら
自
由
に
研
究
を

積
み
重
ね
、卒
業
論
文
を
作
成
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甲
南
大
学
知
能
情
報
学
部
は
知
能
情
報

学
科
１
学
科
か
ら
な
り
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
情
報
技
術
分
野
の
高
度
な
専
門

知
識
と
豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね
備
え
た
人

材
の
育
成
を
目
指
す
た
め
、
す
べ
て
の
学

年
で
少
人
数
制
の
演
習
科
目
を
必
修
と
し

て
い
る
。

　

１
年
次
は
、
情
報
科
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、
数
学
の
基
礎
を
い
ず
れ
も
演
習
形

式
で
学
ん
で
い
く
。
例
え
ば
、「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語
の
基
礎
を
習
得
し
、
基
本
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
科
目
だ
。
４

年
生
の
木
下
歩
美
さ
ん
は
、
同
科
目
を
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

人が音を認識する仕組みを解明し、
情報技術に生かす手法を研究
人の耳には、男性と女性が同じ音階で歌っていても、女性の声が高く
聞こえる錯覚現象が起きます。管楽器の音でもその錯覚現象が起きる
のかを、波形を分析しながら研究しています。（木下さん）

台本を自動で生成して、
漫才を実演する
ロボットを開発中
大学が10年前から開発に取り組む「漫
才ロボット」をさらに進化させる研究に
携わっています。漫才ロボットは、医療
や福祉の現場で人に笑いを提供すること
を目的として開発されました。私は、そ
の実証研究に携わるほか、台本自動生成
機能を応用し、チャット形式で漫才を楽
しめるアプリも開発しました。（家根さ
ん）

知能情報学部
知能情報学科４年
家根和希
やね・かずき
兵庫県立赤穂高校卒業。学
会発表で学生奨励賞を受
賞。ＩＴ系企業に就職予定。

知能情報学部
知能情報学科４年
木下歩美
きのした・あゆみ
兵庫県立有馬高校卒業。
IT 系企業に就職予定だが、
教職課程も履修している。

１
年
次
か
ら
演
習
形
式
の

授
業
で
主
体
的
に
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

AI 時代に求められる人材育成を目指し、
知能に関する知識・技能と人間力を育む

甲南大学 知能情報学部
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「
１
ク
ラ
ス
15
人
で
、
先
生
と
の
距
離

が
近
く
、
自
分
で
手
を
動
か
し
な
が
ら
学

べ
る
た
め
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
ま
し
た
」

　

２
年
次
は
、
情
報
通
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
論
な
ど
を
学
ぶ
「
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
人
間
対
象
の
認
知
科

学
な
ど
を
学
ぶ
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
」、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
工

学
な
ど
を
学
ぶ
「
マ
シ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
各
専
門

科
目
の
中
か
ら
、
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ

て
履
修
す
る
（
＊
１
）。

　

特
徴
的
な
科
目
は
、
各
コ
ー
ス
に
あ
る

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
だ
。
学
生
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
・
制
御
実
験
」「
ネ
ッ
ト
店

舗
の
構
築
」「
携
帯
ゲ
ー
ム
の
開
発
」
な

ど
の
テ
ー
マ
か
ら
１
つ
選
び
、
６
人
程
度

の
メ
ン
バ
ー
で
課
題
に
取
り
組
む
。
問
題

分
析
か
ら
、
解
決
策
の
発
見
、
成
果
の
発

表
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、

問
題
解
決
の
流
れ
を
学
ぶ
。
Ｗ
ｅ
ｂ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
科
目
を
中

心
に
履
修
し
て
い
る
４
年
生
の
家や

根ね

和
希

さ
ん
は
、「
携
帯
ゲ
ー
ム
の
開
発
」
に
取

り
組
ん
だ
。

　
「
私
の
チ
ー
ム
は
、
目
標
を
高
く
掲
げ

す
ぎ
て
し
ま
い
、
６
割
程
度
し
か
開
発
が

終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
補

佐
す
る
役
割
の
私
が
、
目
標
の
実
現
が
難

し
い
と
思
っ
た
段
階
で
、
計
画
の
修
正
を

助
言
す
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
」

　

低
学
年
次
か
ら
そ
う
し
た
実
践
形
式
の

授
業
を
通
じ
て
、
学
生
は
知
識
や
ス
キ
ル

に
加
え
、
社
会
で
必
要
と
な
る
協
働
性
や

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

　

３
年
次
前
期
に
は
、「
知
能
情
報
学
実

験
及
び
演
習
」
を
履
修
。
同
科
目
は
プ
レ

ゼ
ミ
と
呼
ば
れ
、
学
生
は
研
究
室
を
３
つ

選
び
、
各
研
究
室
の
授
業
を
５
週
ず
つ
受

け
、
後
期
か
ら
所
属
す
る
研
究
室
を
検
討

す
る
。

　
「
２
年
次
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
コ
ー
ス
の
科
目
を
中
心
に
学
ん

で
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
数

学
の
授
業
に
熱
中
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ミ

で
、
情
報
や
機
械
を
扱
う
よ
り
も
、
改
め

て
人
間
に
興
味
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

音
声
科
学
が
専
門
の
北
村
達
也
教
授
の
研

究
室
に
入
り
ま
し
た
」（
木
下
さ
ん
）

　

北
村
研
究
室
で
は
、
３
年
次
後
期
に
研

究
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
小
学
生
向
け
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
た
。

　
「
ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
っ
て
ど
の
よ

う
に
教
え
る
の
か
、
一
か
ら
考
え
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
の
は
想
像
以

上
に
難
し
く
、
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き

な
い
の
は
、
自
分
の
理
解
不
足
が
原
因
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
」（
木
下
さ
ん
）

　　　　

家
根
さ
ん
は
３
年
次
後
期
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
専
門
の
灘な

だ

本も
と

明

代
教
授
の
研
究
室
に
入
り
、「
漫
才
ロ
ボ
ッ

ト
」
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
４
年
次
に
私
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

が
ん
患
者
の
方
に
『
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
』
を

見
て
い
た
だ
き
、
精
神
的
・
身
体
的
な
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
な
い
か
と
い
う

実
証
研
究
で
す
。
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
回

数
や
持
続
時
間
、
心
拍
数
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま

し
た
。
目
標
を
明
確
に
し
、
期
限
を
決
め

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
学
会
で
研
究
内

容
を
発
表
で
き
ま
し
た
」（
家
根
さ
ん
）

　
「
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
研
究
は
、
大
学

の
正
課
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ

ト
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
も
あ
る
た
め
、

研
究
室
に
所
属
し
て
い
な
い
１
年
生
で
も

参
加
が
可
能
だ
。

　
「
研
究
室
で
学
ん
で
い
る
ウ
ェ
ブ
以
外

の
知
識
も
先
輩
や
仲
間
か
ら
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
」

（
家
根
さ
ん
）

　

知
能
情
報
学
部
の
特
徴
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
教
育
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
１
年
次
は
「
基
礎
演
習
」
と
い
う
８
人

程
度
で
大
学
の
学
び
の
基
礎
を
習
得
す
る
科

目
が
あ
り
、
２
年
次
に
は
学
生
が
協
力
し
て

１
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
が
あ
る
な
ど
、
教
師
と
学
生
、
学

生
同
士
が
相
互
に
刺
激
し
合
う
、
密
度
の
高

い
学
び
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
何
年
生
で
も

参
加
で
き
る
正
課
外
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
プ
レ

ミ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
家
根
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
展
示
会
に
「
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
出

品
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け

る
機
会
も
多
く
、
表
現
力
な
ど
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
、
１
０
０
％
と
い
う
高
い
就
職

率
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
＊
２
）。

　

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
、
最
新
の
研
究
動

向
に
合
わ
せ
、
現
在
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、

６
つ
の
コ
ー
ス
へ
と
再
編
予
定
で
す
。
学
生

の
関
心
の
高
い
Ａ
Ｉ
や
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
が
学

べ
る
領
域
を
強
化
し
、
よ
り
幅
広
く
情
報
技

術
を
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

＊1  同学部のコース制では、複数のコースの科目を自由に履修することができる。  ＊２ 2018 年度実績。

Ｉ
Ｔ
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成

大

の

い

学

思
知
能
情
報
学
部

知
能
情
報
学
科
教
授

北
村
達
也

き
た
む
ら
・
た
つ
や

少
人
数
で
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、

社
会
で
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る

１
年
生
が
参
加
可
能
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
も
あ
る
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これからの会議・研修のあり方を
実現するファイナルヒント

読者の声に応える

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

新学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが学校現場に求められていることを受け、
学校におけるこれからの会議・研修のあり方やつくり方について考えてきた本コーナー。

最終回となる今号は、本コーナーの総監修を務めてきた「三四郎の学校」日賀優一事務局長が、
これまで読者モニターから寄せられた会議・研修における代表的な課題に取り組む上でのヒントをお伝えする。

「
自
校
の
生
徒
へ
の
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
先
生
方
が
話
し
合
い
を

行
う
時
、
司
会
・
進
行
役
の
先
生
は
会
議
の
流

れ
に
従
っ
て
、「
ま
ず
、
本
校
の
生
徒
の
よ
い

と
こ
ろ
を
具
体
的
に
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」「
グ

ル
ー
プ
の
全
員
が
発
言
で
き
る
よ
う
に
１
人
１

分
程
度
で
」
と
い
っ
た
こ
と
を
、
会
議
の
「
心

得
」「
約
束
」
と
し
て
提
示
し
ま
す
。
し
か
し
、

一
部
の
参
加
者
に
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
も
ら
え

ず
、
期
待
し
た
よ
う
に
話
し
合
い
が
進
ま
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

心
得
や
約
束
は
、
常
に
意
識
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
司
会
・
進
行
役

の
先
生
が
、
そ
れ
ら
を
黒
板
に
大
き
く
書
く
な

ど
、
全
員
に
見
え
る
形
で
掲
示
す
る
こ
と
が
有

効
な
方
法
の
１
つ
で
す
。
そ
の
上
で
、
心
得
、

約
束
を
た
だ
一
方
的
に
示
す
の
で
は
な
く
、
な

ぜ
、
そ
れ
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
心
得
や
約
束

を
守
る
こ
と
で
ど
ん
な
よ
い
こ
と
が
会
議
の
場

に
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
を
司
会
・
進
行
役
の
先

生
が
語
り
、
全
員
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
会
議
を
始
め
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
の
場
合
、
心
得
や

約
束
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
サ
ブ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
信
頼
で
き
る
先
生
に
、

事
前
に
心
得
や
約
束
を
説
明
し
、
実
際
の
会
議

の
場
で
、「
発
言
は
１
人
１
分
だ
そ
う
で
す
よ
。

で
は
、
私
が
１
分
計
り
ま
す
ね
」
な
ど
と
タ
イ

ム
キ
ー
パ
ー
を
務
め
て
も
ら
っ
た
り
、「
生
徒

の
よ
い
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
…
…
な
る
ほ
ど
、

悪
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
よ
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」

な
ど
と
メ
ン
バ
ー
が
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
繰

り
返
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。
サ
ブ
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
置
け
な
い
場
合
は
、
司
会
・
進

行
役
の
先
生
が
会
議
の
途
中
で
、「
黒
板
に
書

い
た
心
得
は
、
実
践
で
き
て
い
ま
す
か
？
」
と

全
体
に
問
い
か
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
心
得
」「
約
束
」
を
示
し
て
も
、

会
議
に
臨
む
姿
勢
が
変
わ
ら
な
い

先生方の
課題

1

教
科
担
任
会
で
、「
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
」
を
た
く
さ
ん
挙
げ
て
も
ら
お
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
１
人
の
参
加
者
が
な
ぜ
か
生
徒
の
問
題
点
ば
か
り
を
挙
げ
、
ほ
か
の
参
加
者
も

そ
れ
に
同
調
し
て
し
ま
い
、
困
惑
し
た
。

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
す
場
で
あ
る
と
伝
え
た
の
に
、「
そ
も
そ
も
」「
教
育
と
は
」

と
い
っ
た
原
則
論
の
応
酬
に
な
っ
て
し
ま
い
、
会
議
が
少
し
も
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ひが・ゆういち　「答えが１つではない問い」を考える中高生向け対話型ワークショップを主催
する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年６月号で紹介した長崎県立諫

いさ

早
はや

高校での取り
組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。本コー
ナーの総監修者。また、2019年３月に VIEW21編集部が主催したワークショップ「生徒の学
びをデザインするカリキュラム・マネジメント」の監修者の１人。

「三四郎の学校」事務局長　日賀優一

最終回
！

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
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「
新
し
い
こ
と
を
始
め

よ
う
と
し
て
も
、
一
部

の
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
失
敗
し
た
時
の
こ
と
ば

か
り
を
心
配
し
、
な
か
な
か
第
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
」「
自
分
の
意
に
沿
わ
な
い
意
見
が
出

る
と
、
感
情
的
に
な
る
人
が
い
て
、
自
由
に
意

見
が
言
え
な
い
」
な
ど
、
自
由
・
対
等
な
話
し

合
い
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
て

い
る
読
者
の
先
生
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
や
管
理
職
、
あ
る

い
は
発
言
力
の
あ
る
参
加
者
の
意
見
に
疑
問
や

反
論
を
差
し
挟
む
の
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
会
議
の
最
初
の
段
階
で
、

司
会
・
進
行
役
の
先
生
が
、「
今
日
の
会
議
で

は
、
出
て
き
た
意
見
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
要
素
を
整
理
し
ま

す
」
と
周
知
し
、
誰
の
意
見
で
あ
っ
て
も
異
な

る
角
度
か
ら
検
証
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
お
き

ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
会
議
で
話
し
合
っ
て
い

る
テ
ー
マ
、
つ
ま
り
、
会
議
の
参
加
者
が
最
も

優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
、
黒
板
な
ど
、

参
加
者
全
員
が
見
え
る
場
所
に
明
記
し
て
お
き

ま
す
。
失
敗
の
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
、
参
加
者
全
員
が
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

　

参
加
者
の
意
見
を
対
等
に
扱
う
た
め
に
は
板

書
を
活
用
し
ま
す
。
発
言
が
あ
る
度
に
、
司
会・

進
行
役
の
先
生
は
、「
今
の
意
見
の
要
点
は
こ

う
で
す
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
、
議
事
録
用
の
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
発
言
内
容
を
書
き
ま
す
。
ベ

テ
ラ
ン
教
師
の
意
見
も
若
手
教
師
の
意
見
も
同

じ
よ
う
に
板
書
す
る
こ
と
で
、
発
言
内
容
と
発

言
主
を
切
り
離
し
、
あ
く
ま
で
発
言
内
容
を
評

価
す
る
と
い
う
点
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
し
た
が
っ
て
、
発
言
者
名
は
記
し
ま
せ

ん
）。
存
在
感
の
あ
る
参
加
者
の
発
言
を
た
だ

静
か
に
聞
い
て
い
る
だ
け
で
す
と
、「
何
と
な

く
同
意
」
の
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

板
書
し
て
、
議
論
の
俎そ

上じ
ょ
う

に
載
せ
ま
し
ょ
う
。

会
議
で
多
様
な
意
見

が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
ら
が
最
終
的
な
意
思
決
定
に
ど
う

結
び
つ
く
の
か
を
、
参
加
者
が
よ
く
理
解
で
き

て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
教
科

や
分
掌
を
超
え
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
ほ

ど
、「
私
た
ち
の
今
日
の
話
し
合
い
は
、
意
思

決
定
に
生
か
さ
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
点
が
気

に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

学
校
の
会
議
で
多
い
の
は
、
話
し
合
い
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
参
加
者
の
中
の
１
人
、
あ
る

い
は
少
数
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
意
思
決
定
が
な

さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
し
ょ
う
。
校
長
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
が
、
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
持

ち
帰
っ
て
意
思
決
定
す
る
方
法
で
す
。
意
思
決

定
者
は
、
多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に

会
議
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
実
は
心

の
中
に
は
「
自
分
な
り
の
答
え
」
を
持
っ
て
い

て
（
そ
れ
は
時
に
無
意
識
の
う
ち
に
）、
本
当

の
意
味
で
「
耳
を
傾
け
る
」
状
態
で
は
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
会
議
の
参
加
者
は
、

意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
手
応
え
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

司
会
・
進
行
役
の
先
生
は
、
会
議
の
冒
頭
で
、

こ
れ
か
ら
話
し
合
わ
れ
る
内
容
を
、
会
議
後
に

誰
が
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
を
参
加
者
に
伝

え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
会
議
の
途
中
、
意
思
決

定
者
に「
こ
こ
ま
で
の
議
論
で
、印
象
に
残
っ
た

こ
と
（
共
感
し
た
こ
と
、
違
和
感
を
持
っ
た
こ

と
）は
何
か
」を
何
度
か
尋
ね
ま
す
。
意
思
決
定

者
以
外
の
参
加
者
や
司
会
・
進
行
役
の
先
生
は
、

意
思
決
定
者
が
自
分
た
ち
の
議
論
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
る
の
か
、参
加
者
の
多
く
が
重

視
し
て
い
る
の
に
意
思
決
定
者
が
見
落
と
し
て

い
る
点
は
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
話
し

合
い
が
意
思
決
定
に
生
か
さ
れ
る
の
だ
と
、
参

加
者
は
手
応
え
を
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

自
由
・
対
等
に

発
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

話
し
合
い
の
内
容
が
、
意
思
決
定
に

生
か
さ
れ
て
い
る
手
応
え
が
な
い

先生方の
課題

2

先生方の
課題

3

議
論
の
中
で
改
革
の
機
運
が
高
ま
っ
て
も
、
発
言
力
の
あ
る
人
が
批
判
的
な
意
見
を

口
に
す
る
と
、
誰
も
そ
れ
に
反
論
が
で
き
な
い
。

学
校
で
行
わ
れ
る
会
議
な
ど
は
、
課
題
に
対
す
る
具
体
策
や
問
題
解
決
の
糸
口
が
見

い
だ
せ
ず
に
曖
昧
に
終
わ
る
こ
と
も
多
く
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
が
残
る
。

ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
意
向
が
全
体
に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
多
い
。
参
加
者
の
大
半
が
違

和
感
を
持
っ
て
い
て
も
、
若
手
や
中
堅
の
教
師
が
突
き
崩
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

拡
散
さ
せ
た
思
考
を
ど
の
よ
う
に
収
束
さ
せ
、
意
思
決
定
へ
と
つ
な
げ
る
の
か
が
分

か
ら
な
い
。
話
し
合
い
と
意
思
決
定
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
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高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
は
、２
０
２
２

年
度
か
ら
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
予
定

だ
が
、現
行
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

か
ら
改
ま
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

に
つ
い
て
は
、19
年
度
以
降
の
入
学
生（
現

高
校
１
年
生
）
か
ら
適
用
さ
れ
る
移
行
措

置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
も

あ
り
、生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
す
る「
探

究
的
な
学
習
活
動
」
に
取
り
組
む
高
校
が

増
え
て
い
る
。

　

今
回
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
っ
た「
現
代
人
の
語
彙
に
関
す
る
調
査
」

（
以
下
、
本
調
査
）
の
結
果
を
、
高
校
生

の
「
探
究
的
な
学
習
活
動
」
へ
の
取
り
組

み
状
況
と
「
語
彙
力
」
と
の
間
に
、
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
に
着
目
し
て
、

紹
介
す
る
。

　
「
探
究
的
な
学
習
活
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
高
校
生
は
、
調
査
対
象
の
半
数
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
学
習
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
高
校
生
は
、
取
り
組
ん
で
い

な
い
高
校
生
よ
り
も
、「
語
彙
力
」
が
高

か
っ
た
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、「
探
究
的
な
学
習
活
動
」
を

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
「
語
彙
力
」

を
見
た
と
こ
ろ
、「
す
べ
て
し
て
い
る
」

高
校
生
の
「
語
彙
力
」
は
、「
一
部
し
て

い
る
」
高
校
生
の
「
語
彙
力
」
よ
り
も

12
・
０
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た（
図
２
）。こ

の
こ
と
か
ら
、
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
す
べ
て

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
高
校
生
の
「
語
彙

力
」
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

「探究的な学習活動」の取り組み状況による
「語彙力」の違い

「探究的な学習活動の具体的なステップ」の取り組み状況による
「語彙力」の違い

■それぞれのステップごとの取り組み状況

※「すべてしている」は、■1　〜■4　のステップ全部に取り組んでいる対象。

注１）「している」は当該設問に「よくしている」「ときどきしている」
と答えた人の語彙力。「していない」は当該設問に「あまりして
いない」「まったくしていない」と答えた人の語彙力。

注２）数値は、小数点以下 2 桁目を四捨五入して計算。
注３）上図では、高校生の語彙力を掲載。

注１）ステップ■1　〜■4　の図は、「探究的な学習活動の具体的なステップ」についての数値。「す
る」は当該設問に「よくする」「ときどきする」と答えた人の語彙力。「しない」は当
該設問に「あまりしない」「ほとんどしない」と答えた人の語彙力。

注２）数値は、小数点以下 2 桁目を四捨五入して計算。
注３）上図では、高校生の語彙力を掲載。

■学校で自分で課題を立てて情報を集めて整理して、
調べたことを発表する

ステップ■1　
自分の関心に合ったテーマや課題を
設定する

ステップ■3　
集めた情報を分析し、整理する

ステップ■2　
どのように調べればいいかを考え、イ
ンターネットや書籍などで必要な情
報を集める

ステップ■4　
調べたことや自分の考えを、図表や
文章でまとめたり、発表したりする

している（500人）

していない（500人）

すべてしている（277人）

一部している（223人）

する（390人）

しない（110人）

する（399人）

しない（101人）

する（445人）

しない（55人）

する（363人）

しない（137人）

図１

図２

55.2%

60.5%

58.0%

57.1%

58.7%

48.5%

44.0%

39.8%

45.8%

43.9%

＋12.0

57.2%

47.9%

ベネッセコーポレーション「現代人の語彙に関する調査」結果分析

高校生の「探究的な学習活動」への
取り組みは「語彙力」の高さに影響

ベネッセコーポレーションでは、全国の高校生から社会人までを対象に「現代人の語彙に関する調査」を、2016年から
実施している。その結果から、「学校で自分で課題を立てて情報を集めて整理して、調べたことを発表する」といった、
「探究的な学習活動」に取り組んでいる高校生は、取り組んでいない高校生よりも「語彙力」が高い傾向が見られた。

※本調査では、対象の言葉のうち回答者が「知っている」と答えた割合をその人の「語彙力」としている。

特別リポート

「
探
究
的
な
学
習
活
動
」
に

取
り
組
む
高
校
生
の「
語
彙
力
」
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「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
は
、
新

時
代
を
生
き
る
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
問

題
解
決
能
力
と
主
体
的
な
学
び
の
姿
勢
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
生
徒
が
社
会
の
変
化
に
向
き
合
お
う

と
し
て
い
る
意
識
と
「
語
彙
力
」
に
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
（
図
３
）。

　
「
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
や
能

力
は
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
と
思

う
」
と
考
え
て
い
る
高
校
生
は
、
そ
う
考

え
て
い
な
い
高
校
生
よ
り
も
、「
語
彙
力
」

が
13
・
９
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
生
涯
に
わ
た
り
新
し
い
こ
と
を

学
び
続
け
た
い
」
と
考
え
て
い
る
高
校
生

は
、
そ
う
考
え
て
い
な
い
高
校
生
よ
り
も

「
語
彙
力
」が
12
・３
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。

　

そ
の
傾
向
は
、高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、

20
・
30
代
の
社
会
人
、
40
〜
60
代
の
社
会

人
で
も
同
様
で
、「
社
会
の
変
化
に
対
応

し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た
意
欲
や
、「
継

続
的
に
学
び
続
け
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た

意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
視
野
を
広
げ
、
主

体
的
に
自
分
の
将
来
を
築
い
て
い
く
姿
勢

に
つ
な
が
り
、
語
彙
力
を
高
め
る
こ
と
に

も
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

「社会の変化」や「新しいこと」への意識の差による「語彙力」の違い

注１）上記の図は「社会の変化」や「新しいこと」についての設問に対する数値。「あてはまる」は当該設問に「とてもあてはまる」「まああてはまる」と答えた人の
回答者数と語彙力。「あてはまらない」は当該設問に「あまりあてはまらない」「まったくあてはまらない」と答えた人の回答者数と語彙力。

注２）数値は、小数点以下 2 桁目を四捨五入して計算。

高校生 大学生 社会人（20・30 代） 社会人（40 〜 60 代）

回答者
数

平均
語彙力 差 回答者

数
平均

語彙力 差 回答者
数

平均
語彙力 差 回答者

数
平均

語彙力 差

項
目

社会で必要とされるスキルや
能力は時代と共に変わってい
くと思う。

あてはまる 857 51.5 
13.9 

849 62.4 
8.4 

402 57.9 
14.5 

433 69.8 
13.4 

あてはまらない 143 37.6 151 54.0 98 43.4 67 56.4 

社会で必要とされるスキルや
能力が変わった時には自分で
努力して身につけたいと思う。

あてはまる 818 51.6 
11.3 

828 62.2 
6.2 

358 58.7 
12.8 

339 70.8 
8.7 

あてはまらない 182 40.3 172 56.0 142 45.9 161 62.1 

生涯にわたり新しいことを学
び続けたい。

あてはまる 539 55.2 
12.3 

728 63.7 
9.5 

307 61.1 
15.6 

304 70.8 
7.1 

あてはまらない 461 42.9 272 54.2 193 45.5 196 63.7 

図３

高校生と親世代の語彙の世代間ギャップ
　高校生が親世代より知っている語彙の多くは、SNS などでよく使われるひらがなやカ
タカナの短い言葉に集中しているが、記述式試験や、推薦入試で課される小論文・面接
では、そうした言葉は通用しない。2018 年の OECD「生徒の学習到達度調査（PISA)」で、
日本の「読解力」の平均得点が落ち、順位も前回の 8 位から 15 位に下がったことからも、

「読解力」を支える「語彙力」の低下が危惧されている。

高校生が親世代よりも「知っている」割合が高い語 親世代が高校生よりも「知っている」割合が高い語

高校生 親世代 差 高校生 親世代 差

1 位 いつメン
（いつものメンバー） 63.5 9.0 54.5 胸算用 20.5 76.0 55.5 

2 位 とりま
（とりあえず、まあ） 75.0 22.0 53.0 こきおろす 30.0 83.0 53.0 

3 位 りょ（了解） 73.5 24.0 49.5 骨子 20.0 67.0 47.0 

4 位 ツイキャス
（ライブ配信サービス） 61.0 17.0 44.0 左団扇

（ひだりうちわ） 40.0 86.0 46.0 

5 位 タピる（タピオカ入りド
リンクを飲む） 56.5 15.0 41.5 未曽有（みぞう） 47.5 93.0 45.5 

6 位 パリピ
（party people の略語） 81.5 42.0 39.5 忌憚（きたん） 16.0 61.0 45.0 

7 位
あり寄りのあり

（ 断 定を避 けた「あり」
の表現）

52.5 15.0 37.5 勘案 22.0 66.0 44.0 

8 位 わず
（過去のできごと・was） 44.0 9.0 35.0 気炎を上げる 13.0 57.0 44.0 

注１）差が大きい順に８語ずつ掲載。　注２）親世代＝社会人 40～60代。
注３）数値は語の熟知度（％）。小数点以下２桁目を四捨五入して計算。

S p e c i a l  R e p o r t

「現代人の語彙に関する調査」概要
◎「Literas 論理言語力検定（＊１）」を主催

するベネッセコーポレーションが、全
国の高校生から社会人までを対象に実
施。

◎ 第４回は2019年７月に実施し、回答者
数は 3,000 人。

◎語の難易度・分野・バランスを考慮して、
「辞書語彙（＊２）」230 語、「新聞語彙（＊
３）」220語を選定。これらの「熟知度（＊
４）」を調べ、現代を生きる人々の言語
活動の実態、及び年代、生活、行動な
どによる「語彙力 (＊５)」の違いを明
らかにすることで、現代人に必要な言
葉の力を高めるにはどうしたらよいか
を検討することを目的とする。

◎ 詳しい調査結果は下記をご覧ください。
https://l i teras .benesse.
ne.jp/

＊1　「Literas 論理言語力検定」はベネッセコー
ポレーションの主催で、2019 年 11 月よ
り実施している検定です。学校単位での
お申し込みとなります。

＊ 2　主に国語辞典に掲載されている、文章や
会話を理解し、的確に表現するために必
要な語彙。

＊ 3　新聞に掲載されることの多い、社会生活
で必要な基礎知識や時事知識に関する語
彙。

＊ 4　調査対象の各語について、「知っている」
と回答した回答者の割合。

＊ 5　各回答者が、自身が回答した調査対象語
のうち、「知っている」と答えた語の割合

（各回答者が「知っている」と答えた語の
数／回答した語の数× 100（％））。

「
社
会
の
変
化
」や「
新
し
い
こ
と
」

へ
の
前
向
き
な
意
識
と「
語
彙
力
」
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Reader ’s  VIEW　

教師主導の外発的動機づけの再考を
　12 月号の特集の座談会で言われていた「受験勉強が

目的化している」は、まさにその通りだと思った。生徒

が身につけるべき資質・能力が変わる中、私たち教師の

指導が変わらないことに焦りを感じている。主体性の低

い生徒を目の前にすると、どうしても教師主導で外発的

な動機づけをしてしまっているのが現状だ。そうした指

導を見直すべきと、指摘されているような気がした。

石川県　匿名希望

「未来は現実から切り開くもの」と悟らせたい
　12 月号の特集で、岡山県立倉敷青陵高校の田中誠

一郎先生が語っていた「自分の可能性について考えたり、

自分の思い描くキャリアと実社会を照らし合わせたりす

ることは、生徒の成長にとって必要なプロセス」「生徒

の心を揺さぶり、葛藤させる場を意図的につくる」とい

う意見に同感だ。生徒の多くは、社会がどのようになっ

ているのか、新聞等で報道されている事柄が自分の将

来とどうかかわるのか、教師が示さないと、自分事とし

て捉えることがなかなかできない。自分の未来を現実の

中に見いだし、たくましく未来を切り開いていくことを、

生徒に悟らせたいと考えている。

和歌山県立橋本高校　寺田順子

資質・能力の育成をする課題や定期考査に
　「高３・０学期の指導」がテーマだった12 月号の特集

を読み、新しい学力観に対応するためには、生徒の主

体的な学習をいかに支援していくかが鍵なのだと分かっ

た。私は、日々の課題や定期考査は、授業内容の確認

を目的に行うと捉えていたが、作問の工夫などによって

資質・能力の育成を目指した場になるというのは、自分

にとって新しい気づきだった。

静岡県　匿名希望

志を高く、主体性を持たせるために
　12 月号「指導変革の軌跡」の岡山県立笠岡高校の取

り組みは、学習態度が受け身になりやすい生徒に、い

かにして「志」を高く持たせるかが課題である本校にとっ

て、とても参考になった。本校でも地域と連携した探究

学習を行っているが、生徒がいかにして主体的に課題に

向き合うように活動を進めていけばよいのか、指導改善

を図る必要があると考えさせられた。

和歌山県　匿名希望

自分が支えられている言葉を後輩に伝えたい
　12 月号 「教師を育てた言葉たち」の岡山県立総社高

校の三村美紀先生が語ったエピソードを読み、教師は

先輩教師や家族の言葉に支えられているのであり、そう

した言葉を後輩の教師に伝えていくことが大切だと感じ

た。私は、生徒に「素直さと闘争心が大切」と常に伝え

ているが、それは教師にとっても同じだと思っている。

愛媛県立松山北高校　大谷修一

2019年12月号へのご意見

次号は 4月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2020 　 月号4

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報
をタイムリーにお届けします。＊お友だちの登録方
法は、右の 2 次元バーコードを読み取っていただく
か、LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「@
view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

　「働き方改革」という言葉を学校で聞くことが多くなりました。弊社も、在宅勤
務など、様々な取り組みをしています。その中で、働くオフィスの環境も話題に
上がります。私も、よいオフィス環境はどのようなものか、よく考えています（オ
フィスにはあまりいないのですが、笑）。今号の特集の取材で訪れた北海道・私立
札幌新陽高校の職員室は、いわゆるフリーアドレスと呼ばれる形で、自分の机を
持たず、好きな場所に座るような形式になっていました。個人情報を取り扱うこ
とが多い学校ならではの工夫として、グレーのじゅうたんは教師のみが出入りで
きるエリア、グリーンは生徒と教師の両者が使えるエリアなどと区分けしていま
した。「目的」をしっかり共有できていれば、「形式」が変化したとしても、柔軟
に対応できるはず。札幌新陽高校の改革の勢いを感じました。（荻原）
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任校は、勉強に苦手意識を持つ生徒が多い学

校でした。教えることが好きで教師を目指し

た私は教材研究に勤しみ、４年目にはある程度、生

徒のつまずきを予測して授業ができるようになりま

した。そんな頃、ある生徒から「なぜ、数学を勉強

しなければいけないのですか」と問われたのです。

私は、「数学ができないままだと卒業できないよ」と

答えながら、「聞いているのはそんなことじゃないの

だろうな」と思いました。しかし、その時は、そう

答えることしかできませんでした。

　なぜ、数学を勉強しなければいけないのか。生徒

が納得する答えを求めて、同僚や先輩に相談しまし

た。ある時、先輩が、「educationの語源は、〝引き出

す〟〝養う〟という意味の言葉だ」と、私に教えてく

れました。教師が解き方を分かりやすく教え、生徒

にそれを確実に理解させるのが教育ではないのか？

ますます分からなくなってしまった私は、生徒と話

してみたくなり、休み時間に「今日の授業はどうだっ

た？」などと聞いてみることにしました。

　生徒と話すうちに分かったのは、理解できている

と私が思った生徒が、実は理解が不十分であるなど、

私の手応えと生徒の実態が必ずしも一致していな

かったということです。授業に自信を持てるよう

になった半面、生徒の反応に鈍感になっていたの

かもしれない、授業中の生徒をもっと丁寧に見て

いこう……そう考えるようになってから、私の授業ス

タイルは、「分かりやすく説明する授業」から「大事

なことは生徒に表現させる授業」へと変わりました。

年間の初任校での勤務を経て、金沢桜丘高校

に転勤しました。難関大学志望者が多い学校

で、生徒の期待に応えられるようなレベルの高い授

業をしようと張り切りましたし、実際、生徒は真剣

に私の説明を聞いてくれました。ただ、不思議なく

らいに生徒から反応が返ってこないのです。何回目

かの授業を経てようやく私は、自分の授業が、大事

なことを一方的に生徒に伝えるものになっていたこ

とに気がつきました。大事なことは、教師が伝える

のか、生徒に表現させるのか、その違いで授業の様

子は変わります。前任校の授業スタイルに戻すと、

次第に生徒から反応が返ってくるようになりました。

　授業の感想も積極的に聞くようにしたところ、あ

る生徒から、「説明と説明の間に、ノートを整理する

時間がほしい」と言われ、早速次の授業では、説明

が一区切りしたら、１分間、何も話さないようにし

ました。集中できる授業を生徒から教えてもらった

のです。教師にとっては「生徒の反応がすべて
である」という、私のその後の指導の道標となる言
葉は、まさに生徒が与えてくれたものでした。

しも今、「なぜ、数学を勉強しなければいけな

いのですか」と生徒に問われたら、私は「幸

せになるために」と答えるでしょう。幸せに生きる

ためには、多角的に物事を考える力が必要であり、

数学はその力を育むのに最適な教科だと思います。

そして、これからも、日々の疑問や課題と数学とを

結びつけた授業を模索しながら、生徒に「今日の授

業はどうだった？」と尋ね続けていきます。

No. 018
石川県立金沢桜丘高校

﨑山寛之先生
さきやま・ひろゆき

◎教職歴 9年。同校に赴任して1年目。数学
科担当。「石川県高等学校教育課程研究集
会 ( 数学 )」や「金沢工業大学第16 回数理
工教育セミナー」などの研究会で発表を行う
など、小・中学校や高校の教師と積極的に
情報交換を行い、授業力向上に努めている。

石川県立金沢桜丘高校　全日制／普通科／共学／１学年約 360人／2019 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、東北大、
金沢大、名古屋大、京都大、大阪大などに217人が合格。私立大は、東京理科大、同志社大、立命館大などに延べ 619人が合格。
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